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正義と憐
あわ

れみは 
わたしたちをどのように 
囚
とら

われの身から 
解き放ってくれる 
でしょうか， 
 20ページ
神の恵みが実際に 
作用する状態，42ページ

大きく広々とした建物は 
何がそれほどすばらしい 
のでしょうか，48ページ

子
こ

どものみなさん，   
あなたの  もはんが   
まわりを  よくします， 
 67，71ページ



「しかし， 

わたしが与える水を 

飲む者は，いつまでも， 

かわくことが 

ないばかりか， 

わたしが与える水は， 

その人のうちで 

泉となり， 

永遠の命に至る水が， 

わきあがるであろう。」

ヨハネ 4：14
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シリーズ
 8  4月の大会ノート
 10 わたしたちが信じていること― 

神権はふさわしい状態で 
行使しなければならない

 12 わたしたちの家庭， 
わたしたちの家族― 
主から大声でしかられたことは 
一度もありません
匿　名

 14 福音クラシック― 
今
こん

日
にち

，わたしたちにとって 
イエスはどのような意味を持つ 
御方でしょうか
デビッド・B・ヘイト長老

 16 教会のニュース
 38 末日聖徒の声
 80 また会う日まで― 

いちばん長かった聖
せい

餐
さん

会
オコン・エデト・エフィオング

メッセージ
 4 大管長会メッセージ― 

人生の四季
ディーター・ F・ウークトドルフ管長

 7 家庭訪問メッセージ― 
自　立

特　集
 18 わたしの感謝の祈り

クリスティー・スクリナク
わたしたちの家族は切実な思いで
祝福を求めていました。試練の中
でどう感謝できたでしょうか。

 20 神の正義と憐あわ

れみ
ジェフリー・ R・ホランド長老
わたしたちが自分の罪を悔い改め，
ほかの人々の罪に寛大になれるな
ら，わたしたち皆の生ける神は，手を
差し伸べて支えてくださいます。

 26 キリストのような憐れみ
ランディ・L・デイベル
救い主の生涯を記した聖文の話か
ら，憐れみ深くある方法を学ぶこと
ができます。

 30 教義はどのようにして 
定められるのでしょうか
ラリーン・ポーター・ガーント
次のページにある表を利用して，神
がどのように預言者や使徒に教義
を明らかにされるか理解を深めて 
ください。

 32 今こん

日
にち

の若い男性が必要としている 
義の模範となる人物
ヒカリ・ロフタス
問題が多かった青春時代を克服した
トッド・シルベスター兄弟は，今日の
若い男性に手を差し伸べるために
頑張っています。

 36 今も響き渡る呼びかけ
リチャード・M・ロムニー

「家族―世界への宣言」は，現代
の自由の旗の役割を果たしており，
家族のために具体的な指針を明確
に示しています。

リアホナ2013年9月号

表　紙
表紙―「失われた子羊」ニューウェル・コンバース・ワイス， 
コルビー・カレッジ美術館の許可を得て複製。 
裏表紙―写真 ©Thinkstock。 
内表紙―写真／チェルシー・スターク
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 42 主の恵みは十分である
ブラッド・ウィルコックス
キリストの恵みによる奇跡とは，わた
したちを天に戻れるようにしてくださ
ることだけではありません。わたした
ちが変わることができ，それによって
神のもとで心地よく感じられることも，
イエスの恵みによる奇跡なのです。

 46 幸福への階段
D・トッド・クリストファーソン長老
戒めの目的を理解すれば，より多く
の戒めを求めるようになります。

 48 大きく広々とした建物は何が 
それほどすばらしいのでしょうか
デニス・C・ガーント
大きくて広 と々した建物は魅惑的に
なることがあります。どのように避け
たらいいのでしょうか。

 52 友人の光となる
ベンハミン・デ・オヨス長老
良い模範を示すことから伝道活動
は始まります。

 54 そこが知りたい
 56 若人の強さのために― 

音楽の影響力
ローズマリー・M・ウィクソム
健全な音楽を選ぶことに関して，マ
ウスの実験から何を学ぶことがで
きるでしょうか。

 58 心の祈り
マ・コンスエロ・N
主の御

み

言
こと

葉
ば

により，もっと音楽を愛
するようになりました。

 59 ポスター―未来を打ち上げる

 60 伝道地から―薄い壁を通して
モニカ・ガルシア・アダムズ
ソレダーだけが聞いていたわけでは
ありませんでした。壁の向こうで 
フアンも耳を傾けていたのです。

 62 生ける預言者から学ぶ
ニール・Ｌ・アンダーセン長老
この 4 つの質問は，預言者に従うた
めの助けとなります。

 64 正ただ

しく書
か

く
ジャン・ピンボロー
キャラの先

せん

生
せい

は，天
てん

のお父
とう

さまとイエス・
キリストとせいれいは同

どう

一
いつ

のお方
かた

だと
言
い

っています。キャラは，なんと言
い

っ
たらよかったでしょうか。

 66 歌うた

―主
しゅ

はわたしの羊
ひつじ

飼
か

い
タミー・シミスター・ロビンソン

 67 ちゅうじつな  もはん
ジーン・A・スティーブンズ
香
ホン

港
コン

の　初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

の　子
こ

どもたちの　
もはんの　おかげで， ワードの　かい
いんたちは　ふくいんに　したがって　
生
い

きる　しんこうを　もつことが　でき
ました。

 68 歴れき

史
し

をたどる旅
たび

― 
ノーブー神

しん

殿
でん

とカーセージのかんごく
ジェニファー・マディー

 70 特とく

別
べつ

な証
しょう

人
にん

― 
聖
せい

書
しょ

とモルモン書
しょ

の両
りょう

方
ほう

があること
はなぜ大

たい

切
せつ

ですか
L・トム・ペリー長

ちょう

老
ろう

 71 わたしは  せいぎを  えらびました
エケン・B
ワインを　のみたく　ありませんでした
が，  もし　のまなかったら　かぞくに　
どんなことが　おこっていたでしょうか。

 72 わたしたちの  ページ
 74 初しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

を  かていでも― 
わたしは　心

こころ

と　せいりょくと　 
思
おも

いと　力
ちから

を　つくして　 
かみに　つかえます

 76 ちいさな  おともだちへ
 81 よげんしゃの　ポートレート― 

ジョージ・アルバート・スミス

今
こん

月
げつ

号
ごう

の中
なか

に 
隠
かく

れている 
リアホナを 
捜
さが

しましょう。 
ヒント―  
イエス様

さま

は 
アメリカの人

ひと

々
びと

を 
訪
おとず

れました。

ヤ ン グ ア ダ ル ト 青 　 少 　 年 こ 　 ど 　 も
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家庭の夕べのためのアイデア
今月号には，家庭の夕べで活用できる記事や活動が載っています。 
以下に幾つか例を挙げます。

「大きく広々とした建物は何がそれほど
すばらしいのでしょうか」48 ページ―
記事を家族と一緒に読み，教会の標準に
従って生活することで気まずい思いをした
ことがあるかどうか聞いてみてくだ 
さい。自分自身の経験や，そこから学んだ
ことを話すのもよいでしょう。何かをでき
ないと言うことと，自分はしないと言う 
ことの違いについて話し合ってください。
神の計画の中で選択の自由がどのように
当てはまるのかをさらに学ぶために，家族で
次の聖句を読むのもよいでしょう：モーセ
4：1－4；2ニーファイ2：14－16，22
－27；ヨシュア24：15；モーサヤ2：41；
教義と聖 約 82：10；130：20－21。
それから「選べ，正義を」（賛美歌152番）
か，正しい選択をすることについてのほか
の賛美歌を歌いましょう。

「正しく書く」64 ページと「わたしは　
せいぎを　えらびました」71ページ―
この話に登場するキャラとエケンがどのよ
うに正義を守ったか話し合いましょう。
「神の証人になる」（モーサヤ18：9）と
はどういう意味かを話し合ってもよいで
しょう。証

あかし

の述べ方について自由に意見を
出し合い，それを今週実行するための計画
を立ててください。家族で，神の証人となっ
た人の話を聖典から読んだり，以前学んだこ
とを復習した後に，その物語の登場人物を
演じてみるのもよいでしょう。例えば，体に
害になる飲食物を取ることを拒んだダニエ
ルとその仲間の話や（ダニエル1章），イエ
ス・キリストを証したステパノの話（使徒
行伝 6－7章），または金版を手に入れよ
うと兄弟を励ましたニーファイの話（1ニー
ファイ3－4章）などがあります。

あ な た の 言 語 で

languages.lds.orgで，『リアホナ』や，教会のその他の資料を多くの言語で入手できます。

証
あかし

，64
憐
あわ

れみ，20，26
イエス・キリスト，26，66，76
戒め，46，71
祈り，18，58，60，72
教義，30
音楽，56，58
家族，12，36
体の健康，54
感謝，18
管理の職，80
奇跡，76
逆境，4，18，48，71

教育，59
教会歴史，7，68
悔い改め，20
啓示，30，62
自立，7
自由，20
什
じゅう

分
ぶん

の一，67
純潔，54
神権，10
信仰，39，72，76
神殿，68
スミス，ジョージ・アルバート，81
正義，20

聖
せい

餐
さん

，80
聖書，70
聖典，40，70
聖霊，12，41，56，72，80
選択の自由，48
知恵の言葉，71
伝道活動，40，52，54，60
奉仕，74
恵み，42
模範，32，38，40，52，67，74
モルモン書，70
預言者，30，62

今月号に採り上げられているテーマ
数字は記事の最初のページを表します。
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子供のころの思い出と言えば，絵はがきのような美
しい景色が四季折々に繰り広げられる世界です。
毎月，輝くばかりに美しい景色を眺めました。美し

い冬の日には，山々や街路を覆い尽くす真っ白い雪。春に
は，あらゆるものを洗い清める雨の後に広がる，生き生きと
したもえる緑。夏には，晴れ渡る青空のキャンバスにゆったり
と描かれる，燃えるように輝く太陽。秋には，赤や黄色，だ
いだい色と，色とりどりに染まる華麗な自然の営み。子供の
ころから四季の移り変わりが大好きだったわたしは，今

こん

日
にち

も
なお，それぞれの季節の特色と独特な良さを愛しています。

わたしたちの人生にも四季があります。温かく心地よい季節
もあり，そうでない季節もあります。カレンダーの写真のように
美しい日々もあります。しかし，頭が痛くなるような日々や，
失望と憤り，苦しみに深く心を痛めるような状況もあります。

わたしたちは皆，絵のように美しい季節だけが続く地に 
住み，不快な時を避けることができたらいいのにと考えた 
ことが一度や二度は，きっとあることでしょう。

でも，それは可能なことではありませんし，望ましいこと 
でもありません。

自分の人生について考えてみると，最も大きな成長を遂げ
た時期はたいてい，困難な経験をくぐり抜けた時期であった
ことが明らかです。

全知全能の天の御父は，御父の子供たちが本来なるべき

者に成長するためには，この世で生活する間に逆境を経験
する必要があることを御存じでした。モルモン書の預言者
リーハイは，「もし事物に反対のものがなければ，義は生じ
得ない」と述べています（2 ニーファイ2：11）。確かに，わ
たしたちは人生の苦しみを経験するからこそ，人生の喜びに
気づき，それを反対のものと対比させ，深く理解できるように
なるのです（教義と聖約 29：39；モーセ 6：55 参照）。

ブリガム・ヤング大管長はこのように述べています。「栄光，
不死不滅と永遠の命という冠を受けるすべての英知ある存
在は，彼らが栄光と昇栄を得るために経験すべきあらゆる
試練をくぐり抜けなければなりません。死すべき人に降り注ぐ
こともある災いはすべて，……主の前に行けるように人を備え
るためのものです。……あなたがこれまでに堪え忍んできた
試しと経験の一つ一つはあなたの救いに必要なのです。」1

問題はわたしたちが逆境を経験するかどうかではなく，ど
のように逆境を乗り越えるかです。絶えず変化する人生の
四季を過ごす間に得られる大きな機会は，神の言葉に忠実
にしっかりつかまることです。なぜなら，神の勧告は人生の
嵐
あらし

に堪えるよう助けてくれるだけでなく，嵐をくぐり抜ける 
よう導いてくれるからです。天の御父は御自身の預言者を 
通して御

み

言
こと

葉
ば

を与えてくださっています。それは困難な時期
をくぐり抜け，永遠の命という，言葉に表せない喜びと輝かし
い光へ向かうようにわたしたちを導くための貴重な知識です。

大 管 長 会 メ ッ セ ー ジ

大管長会第二顧問
ディーター・F・ 
ウークトドルフ管長

人生の四季
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このメッセージから教える

大管長会は「賛美歌を歌うことが，すばらしい説教となることもあります」と教えて

います（『賛美歌』9ページ）。このメッセージについて話し合うとき，次の賛美歌

の一つ，または逆境に堪えることについての歌を，教えている相手と一緒に歌うとよいで

しょう。「主のみ言葉は」（46番），「主はわが飼い手」（63番），「神のみ業に進みて」

（149 番）。御
み

霊
たま

の促しを感じたら，自分の人生に起きた逆境が祝福に転じたときの経

験を話してください。

わたしたちが経験し得る苦難をものと
もせずに，真理と義にしっかりつかま
る強さと勇気と誠実さを身に付けるこ
とは，人生の経験の重要な部分です。

バプテスマの水に入り，聖霊の賜
たま

物
もの

を受けた人々は，主の弟子となる道を
踏み出し，救い主に倣

なら

って着実に，そし
て忠実に従うように命じられています。

救い主は「悪い者の上にも良い者の
上にも」太陽は昇り，雨は降ると教え
ておられます（マタイ5：45）。時々わ
たしたちは，なぜ人生に困難なこと，
さらには不公平なことが起きるのか
理解できません。それでもわたしたち
は，キリストに従う者として，もし「熱心
に探し，常に祈り，そして信じ〔る〕」
ならば，そして「まっすぐに歩〔む〕な
らば，万事が〔わたしたちの〕益とな
るようにともに働く」と信じています

（教義と聖約 90：24，強調付加）。
主の教会の会員として，聖徒として，

わたしたちはあらゆる天候，あらゆる
季節にあっても喜びをもって進んで 

奉仕します。そうするときに，わたし
たちの心には聖

きよ

い信仰と癒
いや

しの希望と
安らかな慈愛が満ちあふれるのです。

それでもわたしたちは楽しいときだけ
でなく苦しいとき，あらゆる時期をくぐ
り抜けなくてはなりません。ただし，
どのような時期であっても，キリスト・
イエスに従う者として，主の光に向かっ
て歩みながら主に希望を託すのです。

つまり，わたしたちは神を知り，神を

愛し，同
はら

胞
から

を愛するという決意を持った
神の聖徒です。弟子となる祝福され
た道を歩む巡礼者であり，天の目標へ
向かって着実に歩むのです。

ですから，春夏秋冬いずれの季節
にあっても，聖徒でありましょう。■

注
 1. 『歴代大管長の教え―ブリガム・ヤング』287

－288 参照
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すべての  きせつを  通
と お

して  ほうしする

ウークトドルフ管
かん

長
ちょう

は，「すべての　きせつを　通
とお

し
て，  よろこんで，  すすんで　ほうし」するべきだと　

教
おし

えています。下
した

の　絵
え

では，子
こ

どもたちが　さまざまな　
きせつの　ものを　つかって，  人

ひと

人
びと

に　ほうししてい 
ます。 左

ひだり

がわの　絵
え

に　合
あ

うものを　右
みぎ

がわの　4つの　
中
なか

から　さがしてください。

悲しみを 
捨て去ることが 
できました
ホワン・チュー

友達のチェン夫妻がバプテスマを受けてわたしたちのワード
に入ったとき，わたしは大喜びでした。バプテスマから

1年後，二人は神殿で結び固められ，彼らが教会へ入る前に亡く
なった息子は両親に結び固められました。チェン夫妻が福音
の中で成長する姿を見るのはすばらしいことでした。
その翌年，チェン兄弟が交通事故で亡くなりました。事故の

後，彼の死はいつもわたしの頭から離れないようで，夢に出て
来ることもよくありました。目を覚ますと目が涙でぬれていま
した。そして何度も自問しました。「どうして？ どうして主は
このような悲劇が起こるままにしておかれるのだろうか。どう
してそんなことがこのすばらしい家族に起こらなければならない
のだろうか。」  このような問いに苦しんでいたある日，レッスン
のテキストから，スペンサー・W・キンボール大管長（1895－
1985 年）の次の言葉を読みました。
「わたしたちの存在が現世ですべて終わってしまうと考える
なら，苦痛，悲しみ，失敗，そして短命に終わる生涯は不幸な 
ものだと言えるでしょう。しかし人生を永遠に続くものとして
とらえ，遠い昔の前世から，死を迎えた後に永遠に続く未来 
までを視野に入れるならば，すべての出来事を正しい見地に
立って理解することができるでしょう。……
わたしたちが誘惑に遭うのは強さを試されるためであり， 
病気になるのは忍耐を学ぶためであり，死を経験するのは不死
不滅と栄光を受けるためではないでしょうか。」1

その瞬間，わたしは悲しみを捨て去り，約束された明るい未
来に目を向けようと決心しました。チェン兄弟が家族と幸せに
再会する姿が目に浮かんできました。その光景を見て平安を
感じました。天の御父は逆境に立ち向かう知恵と勇気を与えて
くださることを知っています。

筆者は台湾出身です。

注
 1. 『歴代大管長の教え―スペンサー・Ｗ・キンボール』15

青  少  年 こ  ど  も
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自立とは，自分自身と家族の生活
における霊的・物質的な必要

を満たす能力であり，決意であり，
努力です。1

わたしたちが自分の家庭や地域
社会で自立の原則を学び，応用する
とき，貧しい人々や助けの必要な
人々に手を差し伸べ，ほかの人が 
逆境に堪えられるよう自立するのを
助ける機会が訪れます。

わたしたちには選択の自由を用い
て，霊的にも物質的にも自立する 
特権と義務があります。霊的な自立
と天の御父に頼ることについて，
十二使徒定員会のロバート・D・ 
ヘイルズ長老は次のように教えて 
います。「わたしたちはよく祈って 
聖約を守るとき，改心し，霊的に自立
します。聖約を守るとはすなわち，
ふさわしく聖

せい

餐
さん

を受け，神殿推薦状を
持つにふさわしくあり，人々に奉仕
するために犠牲を払うことです。」2

ヘイルズ長老は物質的にも自立す
るように勧告しています。物質的な自
立には，「高校卒業後の教育や職業
訓練，働くことを覚えること，収入の
範囲内で生活することが含まれます。
今から負債を避け，貯金することに

より，将来専任で教会奉仕の業に携
わる準備をします。物心両面で自立
する目的は，援助を必要とする人を
引き上げられるように自分を高める
ことなのです。」3

聖文から
マタイ25：1－13；1テモテ 5：8；

アルマ 34：27－28；教義と聖約
44：6；58：26－29；88：118

自　立 わたしたちの歴史から
末日聖徒はソルトレーク盆地へ集

合しましたが，そこは孤立した砂漠で

した。ブリガム・ヤング大管長は聖徒

たちが豊かになり，そこに永住するよ

う望みました。そのためには，自給自

足できるような技能を身に付ける必要

がありました。このような取り組みの

中で，ヤング大管長は女性たちの能力

と才能，忠実さと自発性を心から信頼

し，具体的な物質面での務めを果たす

よう励ましました。今
こん
日
にち
の扶助協会の

姉妹たちが携わる具体的な務めは，当

時とは異なっている場合が多いです

が，次のような原則は同じです。

1. 労働を愛し，怠惰を避けること

を学ぶ。

2. 自己犠牲の精神を身に付ける。

3. 霊的な強さ，健康，教育，雇用，

財政，食糧，そのほかの生活必

需品に対する個人の責任を引

き受ける。

4. 試練に立ち向かうための信仰と

勇気を祈り求める。

5. 助けを必要としている人々を強

める。4

祈りをもってこの資料を学び，必要に応じて訪問先の姉妹と話し合ってください。 
質問を使うことによって，訪問先の姉妹を強め，あなた自身の生活の中で 
扶助協会を生かすようにしてください。詳しくは reliefsociety.lds.org〔英語〕をご覧ください。

信仰 • 家族 • 扶助

家 庭 訪 問 メ ッ セ ー ジ

フ
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ー ©
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0
5

何ができるでしょうか？
1. 自分が担当している姉妹たちが物質
的，霊的な必要を満たすための解決

策を見いだすのを助けるには，どうし

たらよいでしょうか。

2. わたしは聖餐を受けるために備え，奉
仕するために犠牲を払うことにより，

霊的な自立を高めているでしょうか。

注
 1. 『手引き　第 2 部―教会の管理運営』6. 1. 1
（2011年）参照

 2. ロバート・D・ヘイルズ「本心に立ち返る―聖
餐，神殿，奉仕による犠牲」『リアホナ』2012 年
5月号，34

 3. ロバート・D・ヘイルズ「本心に立ち返る」36
 4. 『わたしの王国の娘―扶助協会の歴史と業』

51参照
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総大会説教を読んだり，見たり，聴いたりするには，

conference.lds.orgにアクセスしてください。

アフリカで 
ともされた光
大管長会第二顧問
ディーター・F・ウークトドルフ管長

ずいぶん前に，妻のハリエットととも
にこの約束が成就するのを目に

した忘れられない経験があります。
西アフリカを訪れたときのことです。
教会が発展しており，喜びにあふれた
末日聖徒が住んでいる地域です。けれ
ども多くの問題もあります。特に，貧困
の有

あり

様
さま

を目にして心が痛みました。 
都会には失業者があふれ，家族は 
必需品に事欠き，安全が脅かされてい
ます。貴い多くの教会員がそのような
貧困にあえいでいるのを知って大きな
悲しみを覚えました。けれども，人々
の重荷を軽くできるよう互いに助け合う
すばらしい会員たちがいることも知り
ました。

やがて，大都市近郊のある集会所
に到着しました。わたしたちがそこで
見たのは，闇

やみ

に取り囲まれているため
に重荷を負い，疲れ切っている人々で
はなく，喜びに輝いている人々でした。
福音に見いだした幸福感がわたした

ちにまで達して，霊の高まりを感じま
した。わたしたちに示してくれた愛に
頭が下がりました。彼らのほほえみ
は純粋で，ほほえみ返さずにはいられ
ませんでした。

彼らはこの星に住むだれよりも幸せ
なのかもしれないと思ったことを覚え
ています。問題や試練に取り囲まれ
てはいましたが，これらの愛する聖徒
たちは光にあふれていました。

集会が始まり，わたしは話を始めま
した。間もなく建物内が停電になり，
わたしたちは完全な闇の中に取り残さ
れました。

しばらくはだれの顔もほとんど見え
ませんでした。けれども聖徒たちの
輝くような美しいほほえみを知ってい
ましたし，また感じ取ることができま

した。これらのすばらしい人 と々ともに
いることはどれほど大きな喜びだった
ことでしょうか。

礼拝堂内の闇は続きました。その
ため，わたしは妻の横に腰掛け，停電
から復旧するのを待ちました。その
間に，驚くべきことが起こりました。

何人かが回復の賛美歌を歌い始め
たのです。すると次 と々会衆が加わっ
ていき，圧倒されるほどすばらしい歌
声が礼拝堂にあふれました。

会員たちは賛美歌集を必要としま
せんでした。自分たちの歌うすべて
の賛美歌の歌詞を一言一句暗記して
いたからです。そして力と思いを込め
て次から次へと曲を歌いました。わ
たしは心を打たれました。

ついに明かりがともり，部屋に光が
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ス
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大 会 で 話 さ れ た 物 語

「主なるわたしが語ったことは，わたしが語ったのであ〔る。〕……
わたし自身の声によろうと，わたしの僕

しもべ

たちの声によろうと，それは同じである。」（教義と聖約1：38）

2013年4月の大会ノート

2013 年 4月の総大会を復習する際に，このページ（および今後の「大会ノート」）を使って， 
生ける預言者と使徒，ほかの教会指導者の最近の教えを学び，生活に取り入れることができます。
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あふれました。ハリエットとわたしは
互いに顔を見合わせると，二人とも頬

ほお

が涙で濡れていました。
大きな闇の中で，このような美しく

すばらしい聖徒たちが教会の建物と
わたしたちの心を光で満たしてくれた
のでした。

それはこの上なく感動的なひと時で
した。妻もわたしも，あのときのこと
を決して忘れないでしょう。■
「神の光のもたらす希望」『リアホナ』2013 年 5月号，
76より

人間的な弱さに関する預言者の言葉
「この教会では，わたしたちが知っている
ことの方が，知らないことよりも常に大切 
です。また，この世界では，すべての人は 
信仰によって歩まなければならないことを
覚えておいてください。
ですから人間的な弱さに優しくあって 

ください。自分の弱さに対しても，死すべき
肉体を持つ男女のボランティアによって率
いられるこの教会で皆さんとともに仕える
人々に対してもそうです。神の完全な御子
を除けば，神は不完全な人間を通してその
業を行ってこられました。それは神にとっ
て大変な忍耐を要することでしょうが，それ
でも神はそのようにしておられます。わたし
たちもそうするべきです。……どうぞ忍耐
強くあり，親切で，赦

ゆる

す心を持ってくだ 
さい。」
十二使徒定員会　ジェフリー・R・ホランド長老 
「主よ，信じます」『リアホナ』2013 年 5月号，94

あなたのための答え
各大会で，預言者と使徒は教会員が

持つ質問に対して霊感あふれる回答を

与えています。質問に対する答えを見つ

けるには，『リアホナ』の大会号を読むか，

conference.lds.org〔日本語版〕にア

クセスしてください。

• 自分の信仰があざけられても強い

気持ちでいるには，どうしたらいい

でしょうか。ロバート・D・ヘイルズ

「聖なる場所に堅く立ちなさい」

『リアホナ』2013年5月号，48。

• 愛する人が悪い選択をしていると

き，どうしたらよいでしょうか。ヘン

リー・B・アイリング「わたしのもと

にきなさい」『リアホナ』2013年

5月号，22；リチャード・G・ス

コット「平安に満ちた家庭を築くた

めに」『リアホナ』2013年5月号，

29参照。

• 男女間の結婚はなぜそれほど大切

なのでしょうか。デビッド・A・ベド

ナー「わたしたちは純潔を信じる」

『リアホナ』2013年 5月号，41；

L・ホイットニー・クレートン「結婚

―よく見て覚えましょう」『リア

ホナ』2013年5月号，83；L・ト

ム・ペリー「律法への従順は自由

をもたらす」『リアホナ』2013年

5月号，86参照。

• 神権の目的は何でしょうか。M・

ラッセル・バラード「これがわたし

の業であり，わたしの栄光である」

『リアホナ』2013年 5月号，18

参照。

• なぜわたしたちには教会が必要な

のでしょうか。クエンティン・L・

クック「個人の平安―義の報

い」『リアホナ』2013 年 5月号，

32；D・トッド・クリストファー

ソン「贖
あがな

い」『リアホナ』2013 年

5月号，109 参照。

結婚の神聖さ
「生めよ，増えよ，地に満ちよ，という戒め
は現代にも当てはまります。したがって，男
女間の結婚は，前世の霊が現世へ入るため
の承認された手段です。結婚前の禁欲， 
結婚後の貞節はこの神聖な手段を汚れから
守るものです。」
十二使徒定員会　デビッド・A・ベドナー長老 
「わたしたちは純潔を信じる」 
『リアホナ』2013 年 5月号，42

考えるための質問

• 神の光がもたらす希望に目を向け

るにはどうしたらよいでしょうか。

• イエス・キリストの歩みに従うこと

は，どのように主の光の中を歩く

ための助けになるでしょうか。

• 福音の光をより豊かに感じるため

に，どのように自分を変える必要

があるでしょうか。

あなたの考えを日記に書くか，ほかの

人と話し合ってみてください。

今回のテーマに関する追加資料―『福音の原則』

（2009年）「聖霊」31－33；『聖句ガイド』「希

望」83，「聖霊」154（lds.org〔日本語版〕の「学

習ヘルプ」でも参照可）；ディーター・F・ウークト

ドルフ「希望という無限の力」『リアホナ』2008

年11月号，21－24
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として結びついており，天の力は義の
原則に従ってしか制御することも， 
運用することもできない」からです

（教義と聖約121：36）。このように，
神権の権能と力には違いがあります。

「神権の権能とは神の御名により行動
することを承認するものです。〔それ
は〕按

あん

手
しゅ

により与えられます。神権の
力 は，それを行使する人がふさわし
く，神の御

み

心
こころ

に従って行動するときに
のみ与えられます。」1

神権は神の力であるため，神はそれ
を行使する際のふさわしさの基準を

天の御父はこの教会のふさわしい
男性会員に御自分の力と権能の

一部を授けておられます。この委任さ
れた権能は，神権と呼ばれます。神権
を持つ人々には，主の教会で指導し，
福音を教え，病気の人を祝福し，救い
を受けるために欠かせない神聖な儀式
を執行する際に，主の御

み

名
な

によって 
行動する権限が与えられています。

神権はふさわしい状態で行使しな
ければなりません。なぜなら，主が
ジョセフ・スミスに啓示されたように，

「神権の権利は天の力と不可分のもの

定め，預言者と使徒にその基準を啓示
しておられます。神権者は自分の罪を
悔い改め，イエス・キリストの福音と
戒めに従った生活をすることによって
ふさわしくなります。生活の中で聖霊
を伴

はん

侶
りょ

とすることは，自分のふさわしさ
を知る助けとなります。■

詳しくは，教義と聖約121：34－46とトーマス・
S・モンソン「神権の力」『リアホナ』2011年 5月
号，66－69をご覧ください。

注
 1. Ｍ・ラッセル・バラード「これがわたしの業で

あり，わたしの栄光である」『リアホナ』2013 年
5月号，18－19

「公の場において，わ
たしたちの行動は非難
の余地がないもので
なければなりません。
だれもいない場所で
の行動はもっと重要 
です。主が定められた

基準を満たしていなければなりません。
言うまでもなく，罪を覆い隠そうとしたり，
罪に身を任せたりしてはなりません。自分

神権を守り，神権を持つにふさわしく生活してください

の高慢を満たしてはなりません。うぬぼ
れた不義の野望を満たしてはなりません。
妻や子供，そのほかいかなる人をもいかな
る程度の不義によってでも，制御し，支配
し，強制してはなりません。
これらを一つでも行っていると，天の力
は退き去ります。主の御

み

霊
たま

は深く悲しみ
ます。神権に宿る力は消え去り，権威は 
失墜します。……
……〔神権〕はわたしたちの生活を導く

ものとなります。その権能は完全に力が
発揮されるときに，死のとばりを超えて，
前途に広がる永遠にまで及びます。
神権に比べ得るものはこの世界のどこ
にもありません。これを守り，大切にし，
愛してください。神権を持つにふさわしく
生活してください。」

ゴードン・B・ヒンクレー大管長（1910－2008 年） 
「神権を行使する個人のふさわしさ」 
『リアホナ』2002 年 7月号，58，61参照

わ た し た ち が 信 じ て い る こ と

神権はふさわしい状態で 
行使しなければならない

写
真 ©
 B
U
S
A
T
H
 P
H
O
T
O
G
R
A
P
H
Y.  
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妻や子供，またほかの人々に 
思いやりをもって接する。

ふさわしい状態で聖
せい

餐
さん

を受ける。

忠実に召しを果たす。

求められたときに 
神権を行使する。

神殿で礼拝する。

神権者は信仰と従順によって 
その神権に力が与えられます。
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4 人の子供が幼かったころ，夫と
わたしは，自分たちが良い模範

を示し，たくさん愛情を注いで堅実に
福音の中で育てていけば，子供たち
が道をそれることなどあるはずがない
と思っていました。

夏のある日，わたしたちはそんな思い
込みを捨てざるを得なくなりました。
当時14 歳くらいだった長男が，友達と
一緒に泳ぎに行ったときのことです。
後でわたしが下の子たちを連れてプール
に行くと，長男は手にたばこを持ってい
るように見えました。心配だったので，
それについて後で本人と話しました。
すると，見間違いだと言うのです。残念
なことに，これが長男のうその始まり 
でした。

時がたつにつれて，長男は夫とわたし
からどんどん離れていきました。接する
ことが難しくなり，訳もなく怒ってばか
りいました。たばこに加えてアルコー
ルと薬物にも手を出し，汚い言葉を使
い，うそばかりつくようになりました。
そして，家族に対する行動は耐えがた
いものになっていきました。

最初わたしたちは，本人のためを
思って，あれもだめ，これもだめと制
限をかけようとしたのですが，反発は
かえってひどくなりました。罰を与え

ても何の効果もありません。息子をし
かりつけ，生活を改めるように言うと，
話し合いが大声の口げんかになること
がほとんどで，息子との距離はさらに
離れていきました。

長男のことが心配でたまらず，夫もわ
たしも頭を抱えていました。導きを求
めて祈っても，本人があまりにも危険な
道を選ぶのを見ると，もう手に負えない

わたしは，長男がサタンの手に落ちるのを，なす
すべもなく見ていました。心配でたまらず，何か
につけて腹を立てました。息子を変えようと
しましたが，変えなければならないのは，むしろ
自分自身でした。

と感じてしまうのでした。祈っている
と，ルールを厳しくして抑制するよりも，
自由を与えた方がいいと感じました。
良い結果が出るとはとうてい思えませ
んでしたし，常識に反するやり方だと思
いましたが，それまで何をしても長男は
変わらなかったのです。そこで，我が
家の家庭生活を直接乱すのでないかぎ
り，長男に罰や制限を課すのをやめる

わ た し た ち の 家 庭， わ た し た ち の 家 族

主から大声でしかられたことは一度もありません
匿　名
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結果を本人に負わせることができるよう
になりました。夫とわたしは，息子が
自分の問題を自分で解決できるよう 
アドバイスするだけでした。

主に頼って子供を育てるとはどういう
ことかが分かりました。わたしよりも
主の方が子供たちをよく御存じです。
子供たちの下す決定に，親が責任を感
じなくてもよいということを知りました。
息子を助ける最良の方法は，主に立ち
返って主の御

み

心
こころ

と勧告に頼ることなの
だということを，夫とわたしは見いだし
たのです。■

ことにしました。
主の助言に従おうとしたというのに，

状況はかえって悪くなりました。これ
でいいのかという疑念がわいてきて 
落胆しそうになる自分を必死で励まし
ました。夫とわたしは，家庭の夕べと
家族の祈りを必ず行うよう努めました。
しかし，いつも力が及ばず，いつも長男
に間違った対応をしてきたことが思い
出されて，たまらなくなりました。涙が
かれるほど泣き，あまり眠ることもでき
ず，時には体の疲労が激しくてまともに
動けないこともありました。

かつての家庭生活は影も形もなくな
りました。家庭の夕べは常に混乱で終
わっていました。わたしは愛する子供
たちに対して特に我慢することができ
ず，声を荒げて子供たちに分からせよう
としていました。

この状況に家族が負けてしまうわけ
にはいかないことを夫とわたしは悟り
ました。主と預言者の勧告に引き続き
従うことに決めた結果，無理強いせず
に形式張らない家庭の夕べを，自主的
に参加する子供と行うことにしました。
それでも，長男がサタンのわなに捕らえ
られていることが，わたしにはどうにも
我慢できませんでした。祈り，断食し，
希望を持つようにしました。わたしたち
にできることはもうこれしか残されて
いないと思ったのです。そうして重荷
を主にゆだねました。

ところが，事態はさらに悪くなりま 
した。とりわけ困難な状況に陥ったと
き，わたしは夫に神権の祝福を求めま
した。慰めと励ましの言葉が頂けるも
のとばかり思っていました。ところが，

主は何が必要なのかを御存じでした。
声を荒げて息子と口論してはならない
と諭されたのです。主から大声でしか
られたことは一度もないのに，わたし
は子供たちをいつもどなりつけていま
した。主はそのことに気づかせてくだ
さったのです。

祝福の言葉には，このほかにも，息子
と話すときにはしかるのではなく，心配
していることを伝える必要があるという
勧告がありました。自分は息子のこと
を心配するからこそ怒り，文句も言って
きたのだということが分かりました。
わたしがいつも息子を責めたために，息
子の方もどうにかして身を守ろうと構え
ていたのです。そんなわたしの行動を変
えるにはどうしたらよいか考えました。

そのころわたしはインスティテュート
の教師を務めており，教会の若者に対
して穏やかな態度で思いやりをもって
接することは難しくないことに気がつき
ました。母親の情が入って悩む必要が
ないからです。

わたしは心配する母親の視点から息
子を見るのではなく，客観的に見るよう
努めました。この方法は，たくさんの祈
りや断食と相まって効を奏しました。
感情を抑えられるようになり，そのころ
18歳近くになっていた息子を新しい目で
見ることができるようになったのです。
息子の長所を見直すようになりました。
自分の気持ちや心配事について，率直
に，臆することなく息子に話すように努
めました。

これが分岐点となり，息子との関係
が変わりました。息子といろいろなこと
を話し合いましたし，息子のしたことの

良い点を見ましょう

「最後に，愛する家
族の一員が良い選択
をしていないという人
のために少しお話し
します。忍耐や辛抱

が試されるかもしれません。主を信頼
し，主の時を信頼し，やがて祈りがはっ
きりとこたえられ，救いの手が差し伸べ
られることを信じましょう。最善を尽く
して奉仕し，祝福をもたらし，へりくだっ
てあらゆることが神の御

み

手
て

の中にある 
ことを認めましょう。……信仰を働かせ
るなら，道をそれた人は見捨てられず，
愛に満ちた救い主に見守られていること
が分かるでしょう。
人の過ちではなく，良い点を見ましょう。
汚れを取り除くために適切な処置が必要
なときもありますが，常にその人の美点
に目を向けましょう。」
十二使徒定員会　リチャード・G・スコット長老 
「平安に満ちた家庭を築くために」 
『リアホナ』2013 年 5月号，31

イ
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ト
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わたしが知っており，信じているイ
エスは，神の御子，キリストなる

イエスです。この証
あかし

は聖霊の祝福と影
響によってわたしに啓示されました。
この御方が……世界とその中にある
万物の創造主であられること，わたし
たち一人一人を愛し，わたしたちのた
めに十字架上で亡くなり，わたしたち
に思いやりと赦

ゆる

しについて教えてくだ
さっている救い主，すべての人の友，
病人を癒

いや

す御方，耳を傾けて信じる 
すべての人に平安を与える御方であら
れることを，わたしは知っています。

現代の人を古代の真理と末日の真理
から，すなわち，預言者たちがイエスと
ともに歩んで語ったときに得た真理と

と力を感じたのです。ペテロにとって
イエスはどんな意味を持つ御方だっ
たか，疑いようがあるでしょうか。

わたしはヨハネの確信の強さと大き
さに，いつも力づけられています。疑い
はまったくなく，彼はこう証しています。

「初めに言
ことば

があった。言は神と共に
あった。言は神であった。……すべて
のものは，これによってできた。……
この言に命があった。そしてこの命は
人の光であった。光はやみの中に輝い
ている。そして，やみはこれに勝たな
かった。」（ヨハネ1：1，3－5）……

復活したキリストが西大陸に御
み

姿
すがた

を
現して次のように言われたとき，ニー
ファイにとってイエスはどんな意味を
持つ御方だったか，わたしたちにはと
うてい理解できないかもしれません。

「見よ，わたしはイエス・キリストであり，
世に来ると預言者たちが証した者で
ある。」……

そのときのことを，ニーファイはこう
記しています。「群衆は進み出て，主
のわきに手を差し入れ，また主の両手
と両足の釘

くぎ

の跡に触れた。」（3 ニー
ファイ11：10，15）……彼らはイエス
の前にいました。そして，証できたの
です。

少年ジョセフ・スミスにとってイエス
はどんな意味を持つ御方だったので
しょうか。現代における少年預言者へ
の父なる神とイエス・キリストの訪れ
について，預言者自身がこう述べてい
ます。「わたしは自分の真上に，太陽
の輝きにも勝って輝いている光の柱を

霊的な経験から離れさせてはなりま
せん。古代の使徒たちにとってイエス
はどんな意味を持つ御方だったでしょ
うか。ペテロにとってどんな意味を持つ
御方だったのでしょうか。

マルコは，主の復活の朝の出来事を
記録し，マグダラのマリヤとヤコブの
母マリヤは墓の中に入って行ったとき
に出会った〔二人の天使から〕「弟子
たちとペテロとの所へ行って……伝え
なさい」という指示を受けたと述べて
います（マルコ16：7）。彼女たちは
ペテロに知らせるようにはっきりと指示
されました。ペテロとヨハネは急いで
墓へ行きました。ペテロは墓の中に
入ると，きちんと折り畳まれた亜麻布
とイエスの頭に巻かれていた布を見ま
した。ペテロは今やこの偉大な出来
事についての個人的な証人となった
のです。

五
ご

旬
じゅん

節
せつ

の日に，ペテロは……栄光あ
る福音について説き，ナザレのイエス
について証を述べました。人々は強く
心を刺され，「兄弟たちよ，わたしたち
は，どうしたらよいのでしょうか」と
言いました（使徒 2：37）。そこで，新
たに確信を深めたペテロは，こう答え
ました。「悔い改めなさい。そして，
あなたがたひとりびとりが罪のゆるし
を得るために，イエス・キリストの名
によって，バプテスマを受けなさい。
そうすれば，あなたがたは聖霊の賜

たま

物
もの

を受けるであろう。」（使徒 2：38）  
3,000人が信じてバプテスマを受けま
した。彼らは主の先任使徒の霊性 

福 音 ク ラ シ ッ ク

十二使徒定員会
デビッド・B・ヘイト長老
（1906－2004年）

デビッド・B・ヘイト長老は，1976 年
1月8日に使徒に聖任され，2004 年に
亡くなるまで，その定員会で奉仕しま 
した。この話は，十二使徒評議会補助の
とき，1974年 4月6日の総大会で語った
ものです。全文〔英語〕は，LDS.org の
Ensign，1974 年 5月号からご覧いた
だけます。

今
こ ん

日
に ち

， 
わたしたちにとって 
イエスは 
どのような意味を 
持つ御方でしょうか
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歩むことができます。イエスを受け入
れて悔い改める人は皆，過去の罪の赦
しを受け，昇栄を得る機会が与えられ
ます。「わたしは道であり，真理であ
り，命である。だれでもわたしによら
ないでは，父のみもとに行くことはで
きない。」（ヨハネ14：6）  人の行く末
について，人がその心にもっと気高い
思いを抱くようにするのは可能でしょ
うか。イエス・キリストはその中心に
おられる御方です。
「現代の人にとってイエスはどんな 
意味を持つ御方でしょうか」という問
いかけに対して，わたしは証します。
イエスはすべてを意味します。■

原文〔英語〕では，ほかの記事と統一させるために
句読点，大文字，引用表記を変更しています。

見た。……その光がわたしの上にと
どまったとき，わたしは筆紙に尽くし
難い輝きと栄光を持つ二人の御方が
わたしの上の空中に立っておられるの
を見た。すると，そのうちの御一方が
わたしに語りかけ，わたしの名を呼び，
別の御方を指して，『これはわたしの
愛する子である。彼に聞きなさい』と
言われた。」（ジョセフ・スミス―歴史
1：16－17）……
霊的な知識と霊的な経験を現代の

人の心から消してはなりませんし，消す
必要はありません。なぜなら，古代の
預言者と現代の預言者の証が人のた
めに記録されており，また今日，主を
信じている人々がこれらの真理につい
て証を述べているからです。現代の
人は，不確実性と疑いを，イエスにつ

いてもっと知りたいという望みに置き
換えなければなりません。

わたしたちには，キリストなるイエス
について絶えず証を述べる責任と栄
えある機会があります。わたしたちは
世の人々にイエスの神性について，す
なわち，神と人の両方を親に持ち肉体
を得てお生まれになったという事実に
ついて証を述べなければなりません。
イエスは復活と贖

あがな

いというきわめて 
重要な使命を果たされるために選ばれ
ました。そしてイエスは行われました。
すなわち，イエスは十字架につけられ，
墓からよみがえられ，それによって，す
べての人は，聖徒も罪人も同じように，
イエスのこの奇跡的な贖いによって 
復活できるようになったのです。

すべての人が永遠の進歩への道を

現代の人を古代の真理と末日の真理から，すなわち，預言者たちがイエスとともに歩んで語ったときに得た真理と霊的な経験から離れさせてはなりません。

「
わ
た
し
を
記
念
す
る
た
め
」
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
レ
ー
ン
画
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家庭訪問の新しいテーマ， 
10月から始まる

｠2013 年 10月から扶助協会家庭
訪問メッセージは，イエス・キリ

ストの神聖な使命と多くの役割，特質
に焦点を当てる。
『わたしの王国の娘―扶助協会の

歴史と業』には，「イエス・キリストは
地上におられたとき，どのように生き
るべきかを示してくださいました」と
ある。1  救い主の役割と特質について
研究し，それに焦点を当てることに
よって，教会の姉妹たちは救い主のよう
になることを学び，2 救い主の教えと
模範が自分たちの生活に与える影響
について，訪問先の姉妹たちとともに
話し合えるようになる。

主は教え，仕える方法を示された。
それは互いに見守り，強め合い，教え
合う方法であり，個人，すなわち一人
一人に仕える方法だった。3  家庭訪問
はわたしたちが主の模範に従う機会
になる。

大管長会第一顧問のヘンリー・B・
アイリング管長は「家庭訪問は世界中
の人々に助けを与えるための主の計画
の一部であ〔り，〕……『主は一つの規
範を設けられました』」と証

あかし

している。4  
家庭訪問教師としてわたしたちは，
トーマス・S・モンソン大管長の次の
勧告も覚えている。「わたしたちは地
上で主の御

み

手
て

に使われる器であり，わ
たしたちには御父の子供たちに仕え，
彼らを高める責務があります。主はわ
たしたち一人一人を頼りにしておられ
るのです。」5 ■

注
 1. 『わたしの王国の娘―扶助協会の歴史と業』，

105
 2. モロナイ7：48 参照
 3. 『わたしの王国の娘』105；『手引き第 2 部―

教会の管理運営』9. 5 参照
 4. 『わたしの王国の娘』110
 5. 『わたしの王国の娘』112

ファミリーサーチの 
記録，10 億件に上る

R・スコット・ロイド
Church News

世界中のボランティアによる教会
所蔵の膨大な量の系図記録の索

引化作業が，2013 年 4月19日に大
きな節目を迎えた。その日，ボラン
ティアは10 億件の検索可能な記録を
教会のファミリーサーチのウェブサイト
に加えるという作業を，開始から7年
以内に達成した。
1978 年からボランティアは記録の

抽出と索引化作業を本格的に行って 
きたが，2006 年 9月，家族歴史部は
だれでも場所を問わずウェブサイトに
アクセスして登録できるようにし，索引
化プロジェクトへの参加促進のための
大きな改革を開始した。
ファミリーサーチに関する「ウィキ」

の説明文にはこう記されている。「文
書は110 の国と地域の歴史文書の写
真映像を収めた 240万ロールのマイ
クロフィルムから主に抽出されている。
その文書には国勢調査記録，出生およ
び死亡記録，婚姻許可証，軍および不
動産記録，地元，州，国政によって保管
されているその他の重要な記録も含
まれている。」
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教会のニュース
教会のニュースおよび出来事についてもっとお知りになりたい方は news.lds.org にアクセスしてください。
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ペリー長老，大学の卒業生に 
バランスの取れた生活を維持す
るように語る
2013 年 4月，アメリカ合衆国ユタ

州プロボにあるブリガム・ヤング大学
の卒業式で十二使徒定員会の L・ 
トム・ペリー長老が講演を行った。 
ペリー長老は生活にバランスを見いだ
すことの必要性について語り，家族の
時間，仕事の時間，学習の時間，奉仕
の時間，自分の時間，とりわけイエス・
キリストの福音のための時間を取る 
必要性を強調した。
ペリー長老は卒業生に，将来に向け

てつましく生活するよう勧告した。
「これから皆さんが学ぶ最も重要な教
訓の一つは，収入に応じた生活をする
ことからもたらされる安定と平安 
です。」
さらに，キリストを中心とした家庭を

築くことの重要性を強調した。「毎日
の祈りと聖文研究はすべての末日聖徒
の家庭の一部となるべきです。イエス・
キリストの福音を皆さんの人生に不可
欠で活発な部分にしてください」と
語った。

ネルソン長老， 
アジア北地域を訪問する
2013 年 2月23日から3月3日

にかけて十二使徒定員会のラッセル・
M・ネルソン長老はアジア北地域を訪
問した。ネルソン長老は世界のどこへ
行こうと自分のメッセージは同じで 
あり，「わたしたちは，主なるイエス・
キリストと回復された主の福音につい
て教え，証するために，この場にいる
のです。わたしたちのメッセージは，
平安と喜びのメッセージであり，家族を
強め，夫と妻，子供と親，人々と先祖を
つなぐものです。そうすることによって 
人は皆地上での生活を終えると，神の
御
み

前
まえ

で永遠の命を享受できるようにな
ります」と地域の会員たちに語った。
その地域全体と沖縄軍人地方部の

神権指導者および会員と集会を持っ
たうえに，ネルソン長老は二人の日本
政府高官とも会談した。

大会，近づく

総大会がまた近づいている。大会で教会指導者は，
会員に主の御

み

言
こと

葉
ば

を分かち合う。主は次のように
述べられた。「わたし自身の声によろうと，わたしの僕

しもべ

 
たちの声によろうと，それは同じである。」（教義と聖約 
1：38）  以下は 2013 年 4月の総大会からの経験談で
ある。

ガリラヤ湖での大会
去る 4月，近東研究をするブリガム・ヤング大学エルサ

レムセンターのおよそ 60人の学生が，ガリラヤ湖の岸辺
に集まり総大会日曜午前の部会を視聴した。インター
ネットによる集会の生放送が湖畔にある建物の壁に映し
出された。10日間にわたる地域見学の一環として学生
たちはガリラヤに滞在しており，そのイベントの意義を 
理解し感謝した。
そこに集った学生の一人であるジェニー・スミスソンは

「古代の使徒たちがキリスト御自身からまさにこの岸辺で
教えを受けていたことを想像しながら，末日の預言者と使
徒から教えを受けられる」ことはすばらしい経験だった
と語った。

BYUエルサレムセンターからの景色
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経済的に苦しかったとき， 
わたしはもっともっと 
祈る必要があると痛感しました。 
実際にわたしは 
感謝だけの祈りをささげることが 
できたでしょうか。

感謝  祈りわたしの
の
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何年も前に，わたしたち夫婦は待望の家を購入し，
たくさんの時間とお金を使ってそれを改修しました。
ところが，18 か月後に経済状況が悪化しました。

わたしたちはそれまで苦労してためてきた貯蓄から多額の
ローンと，予想していなかった多くの出費に対する支払いを
しなければなりませんでした。

数か月間，試練と経済的苦難が続きました。特に家と自動
車の修理，医療費の支払い，それに給与の減額が重なった月
は大変でした。わたしたちの貯蓄はすぐに底を突きました。

わたしは，必要なものを求めて何度も繰り返し祈ったこと
を今でも思い出します。ストレスで疲れ切ったわたしは，気
が滅入り絶望していたので，子供たちをよく世話することや
家族の必要にこたえることが難しくなりました。それでもな
お，慰めを求め，祈りがさらなる暗

くら

闇
やみ

に陥るのを避ける命綱
であることを知っていたので，祈り続けました。

何か月間も助けを求めて祈った後，わたしはもっと心から
祈りをささげる方法について考え始めました。すると御

み

霊
たま

は，天の御父に感謝を述べることの大切さを教えている神権
指導者と聖文の勧告をわたしに思い出させてくださいまし
た。その促しのおかげで，わたしは，家族やわたしが必要と
しているものを求めるのを少なくし，与えられている祝福につ
いてもっと感謝を述べる必要があることに気づきました。そ
こでわたしは，祈るときに，日々行ってきた嘆願をやめて，感
謝だけを1 週間述べようと決心しました。

それは難しいことでした。家族には必要なものがたくさん
あると感じていました。ぜひとも必要な祝福を求めないとい
うことは，まるで家族を見捨てるようなものだと感じたのです。
わたしが求めなかったら，主はどうして祝福してくださるで
しょうか。

そのことがとても気がかりでしたが，それでも決心したこ
とを実行に移しました。すると間もなく，自分の祈りがもう
嘆願一辺倒ではないことに気づきました。ほかの人々の必
要なものに気づき，また自分の問題以上にすでに自分が受
けている祝福に目を向ける力を取り戻したのです。わたしは
感謝することで救い主にもっと近づき，ほかの方法では得る
ことのできない方法で慰めを受けました。

一つの聖句がいつも心に浮かんできました。「きょうは生
えていて，あすは炉に投げ入れられる野の草でさえ，神はこの
ように装って下さるのなら，あなたがたに，それ以上よくしてく

ださらないはずがあろうか。ああ，信仰の薄い者たちよ。」
（マタイ6：30）  この聖句のおかげで，わたしはへりくだり，
祈り続けました。感謝することによって，真の謙

けん

遜
そん

さについ
てさらに多くのことを学びました。

その週が過ぎたとき，わたしの祈りは，「食べ物や着る物，
住む所があることに感謝します」という祈りから，「お父様
が家族を守り，健康を与え，わたしたちをいつも見守ってく
ださっていることに感謝します。祝福としていつも食べ物を
与えてくださっていることに感謝します」という祈りに変わり
ました。また，こう祈ったことも覚えています。「わたしたちが
お父様に頼れること，お父様がわたしたちを気遣ってくださる
こと，わたしたちがこの世のあらゆる束縛から逃れる道を備
えてくださっていることに感謝します。」  いつのころからか，
わたしの祈りは，感謝の祈りや，謙遜な祈りだけでなく，信仰
の祈りにもなりました。祝福を求めることなく，わたしは，主が
わたしたちに与えてくださるという信仰を表していました。
そして，わたしの信仰は急激に強くなってきたのです。

このような祈りをささげる中で，わたしは初期の聖徒たちが
払った犠牲についてしばしば考え，また自分は進んでどんな
犠牲を払おうとしているか自分自身に問いかけました。さら
に数日が過ぎ，わたしたちは住み慣れた家を売ることになりま
した。不動産市場はひどく低迷していましたが，驚いたこと
に，わたしたちは祝福されて家を売却できました。予想どおり
に多額の損失を被りましたが，わたしたちの家族は今や，さら
に堅固なこの世の土台を築き始められるようになったのです。

それでも，わたしにとってこの経験での奇跡は，このよう
な困難な時期に家が売れたことではありません。わたしが
信仰を増したことと理解力を得たことこそ，奇跡なのです。
大管長会第二顧問のジェームズ・E・ファウスト管長（1920－
2007 年）は，感謝は「救いの原則」であると述べています。1  
自分の心と祈りを天の御父に向けたときに，慰めと平安と導
きを得ることについてファウスト管長が語っていることの幾
分かを，経験できたのだと思います。わたしが感謝について
新たに得た証

あかし

は，感謝は謙遜を招き，謙遜は信仰を促し， 
信仰は奇跡をもたらすということです。■
著者はアメリカ合衆国ネバダ州に住んでいます。

注
 1. ジェームズ・E・ファウスト「感謝―救いの原則」『聖徒の道』1990 年 7月号，

93－ 96 参照
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将来わたしたちは再び救い主にまみえること， 
救い主に忠実であれば自由でいられること，すなわちいかなる束縛も妨げも受けないこと， 
また救い主が捕らえられて投獄され，わたしたちのために犠牲となって亡くなられたことを示す 
その肉体にある傷跡を目にすることを，わたしは知っています。

十二使徒定員会
ジェフリー・R・ 
ホランド長老

神の正義と
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それは，わたしがかつて出席した，あ
るいはかつて参加した，ほかのい
かなる卒業式とも違っていました。

卒業生は全員男性で，44 人でした。彼らは伝
統的なアカデミックローブやキャップやガウン

〔訳注：アメリカの卒業式での伝統的な装い〕
を身に着けてはいませんでした。
それぞれが水色のデニムのシャツ
と紺色のデニムのズボン姿でした。

式が行われたのは，屋内競技場
やスタジアムではなく，美しい講堂
でもありませんでした。それが行
われたのは，ユタ立州刑務所の質
素な超教派礼拝堂でした。末日聖
徒イエス・キリスト教会が主催した
聖書研究の1年コースを無事に終了した卒業
クラスでした。そのコースはすべての参加希
望者に開放されていました。

開会の祈りをしたのは，ごく普通の少年に見
える若い男性でした。彼は非常におどおどし
ながらも，心からの祈りをささげました。彼は
武装強盗罪で10 年間の服役をしていました。
閉会の祈りをしたのは，45 歳か 50 歳の，まる
でだれかのおじであるかのように見える男性

でした。彼は第 2 級殺人罪で終身刑を受け
ていました。

すでに刑務所を出所していた一人の若い男
性が，証明書を受け取るために，また，仲間を
励ますために戻って来ていました。彼はこう
言いました。「皆さん，刑務所内の前途は実

に暗いものです。実際，刑務所の
外はもっと良いようです。そのこと
を忘れないでください。」  それか
ら，外から来た人たち，その場に来
ていた友人たちや家族の方を向い
てこう言いました。「皆さんは暗

くら

闇
やみ

の中の光です。皆さんのような愛
による支えがなければ，わたしたち
は今いるところから，いる必要の 

あるところへ行くことはできないでしょう。」
式が終わったとき，司会した受刑者は，感

極まった声で，目にうっすらと涙を浮かべてこ
う言いました。「今日は 1年で最も幸せな日
です。クリスマス以上です。感謝祭以上です。
母の日にさえも勝る日です。心を高められる
からです。まるで自由を得たかのようです。」

その後，わたしたち夫婦は門の閉じる音を
背にしてその場を去りました。帰宅したその
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したちは皆罪を犯しているということで身が
すくむかもしれません。正義の神を考えると
身がすくむかもしれませんが，公平でない神
を考えるとはるかに怖くなります。

末日聖徒の教義の一つの基本原則は，前
進するために神が正義の御方であられると知
る必要があるということです。神の属性の
一つは正義です。正義がわたしたちのために
有利に働かないと考えたならば，また神はそ
の御

み

心
こころ

を変えて別の規則があるとされると考
えたならば，わたしたちは恐れのために，義に
かなった生活をする信仰や，もっと深く愛する
信仰，あるいはもっと速やかに悔い改める信
仰は持たないことでしょう。1  わたしたちは，
神が正義の御方であり，もしそうでなければ
神ではなくなるということを知っているので，
前進する信仰を持っており，気まぐれ，移り
気，不快な日，悪い冗談の犠牲者にならない
ということを知っています。その確信は大き
な励みとなります。

神の憐れみ
その後，もう一つの思いがわいてきました。

神が神であって憐れみ深い神であられること
を，わたしは何と感謝したことでしょう。アルマ
書第 42 章に書かれているように，アルマは神
が正義の御方であられることをコリアントンに
はっきりと告げた後，その同じ神が同じように
憐れみ深い御方であり，憐れみは悔い改める
者 について権利を主張すると宣言しました。
今やその考えがわたしを変えました。なぜな
ら，わたしは刑務所に行ったばかりだったから
です。そしてわたしはこう考えるようになりま
した。すなわち，憐れみは確かに悔い改める者
に権利を主張する，と。人々が憐れみの賜

たま

物
もの

を生かすために刑務所 に行かなければなら
ないとしても，そこに行ってイエス・キリストの
福音や聖文や贖

しょく

罪
ざい

を見いだすとしたら，彼ら
の獄中生活は価値があると思うようになった
のです。

ですから，悔い改めをする場所，すなわち，
ビショップや主，自分が怒った相手や自分を
怒らせた相手のところへ行きましょう。わたし
たちには自分自身の小さな刑務所があります。

夜，正直に言って，わたしは眠れませんでした。
その経験が繰り返し心に浮かんできたのです。
その朝早く，わたしはかつて一度も味わった 
ことのない気持ちと思いを抱き，獄中生活と
自由に対する対応（また，彼らと彼らに対する
心の啓発と愛との関係）について思い巡らし
ました。

神の正義
その夜にわたしが強く感じた一つのこと

は，神は正義の御方であるということです。
アルマが次のように言っています。「あなたは
憐れみが正義から奪えると思うのか。いや，
少しも奪えない，とわたしは言おう。もし奪え
るようであれば，神は神でなくなる。」（アルマ
42：25）  使徒パウロはガラテヤ人にこう述べ
ています。「まちがってはいけない，神は侮ら
れるようなかたではない。人は自分のまいた
ものを，刈り取ることになる。」（ガラテヤ 6：7）

続いて考えたことの一つは，わたしたちは
同じ種類のものを刈り取るのだと，パウロが
まさに言おうとしたということです。再び次の
ような思いがわいてきました。わたしたちは
アザミの種をまく場合，実際，イチゴがとれると
は思いません。憎しみの種をまく場合，実際，
豊かな愛情を受けるとは期待しません。自分
がまく同じ種類のものが返ってくるのです。

その後，青い服を着ている人たちのことを
思い出したとき，もう一つの思いがわいてきま
した。それは，同じ種類のものを刈り取るが，
どういうわけか，刈り取る量は必ずもっと多い
ということです。わずかなアザミの種をまき 
ます。すると，たくさんのアザミが生えます。
それが何年も続くと，アザミの大きな茂みと
なって広がります。それは切り払わないかぎ
り，決して取り除けません。ほんのわずかな
憎しみの種をまくだけで，多くの憎しみを刈り
取り，やがてそれに気づくのです。すなわち，
憎しみはくすぶり，増大し，攻撃的になり，つい
には敵対的な憎悪となるのです。

その後，皮肉にも，神は正義の御方であら
れるというわたしの最初の思いは，その言葉
が与える響きほど厳しいものではないという
ことに気づき，慰められました。しかし，わた
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悔い改めをする場所， 
すなわち，ビショップや主， 
自分が怒った相手や 
自分を怒らせた相手の 
ところへ行きましょう。
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周囲のすべての人もそうだと思います。そこ
へ行くことで心からの悔い改めをし，憐れみ
の賜物に対する権利を主張できるならば，わ
たしたちはそうしなければなりません。

過去にさかのぼって悪い行いをやめて，新た
な出発をするのは容易でないことを，わたしは
知っています。しかし，行いを続けて，正義の
働きは及ばないだろうと信じようとするよりも，
新たに始めることの方がもっと容易であり，明
らかにもっと満足をもたらすと，わたしは心か
ら信じています。

わたしの好きな英国の学者の一人がこう言っ
ています。「わたしは，間違った道を選ぶ人の
全員が滅びるとは思いません。しかし，救われ
るには正しい道に戻ることが必要です。〔計算
違いをした数字の〕合計は訂正できます。しか
し，さかのぼって間違いを見つけ，その時点から
新たに計算し直して初めて訂正できるのです。
ただ計算を続けるだけでは決してできません。
悪は取り除けますが，『発展』させて善とする 
ことはできません。時間はそれを癒

いや

しません。
悪は置き換えなければならないのです。」2

わたしたちはアザミの種をまく場合， 
実際，イチゴがとれるとは思いません。 
憎しみの種をまく場合， 
実際，豊かな愛情を受けるとは期待しません。 
自分がまく同じ種類のものが返ってくるのです。

まさに，神は正義の御方であり，「憐れみは
悔い改める者について権利を主張〔し〕」（ア
ルマ42：23），悪は取り除かれます。

悔い改めの必要性
わたしが抱いた最後の，そして最高の思い

は，かつて完全には理解していなかったかも
しれないことを理解するのに役立ちました。
主が非常に早い時期にこの神権時代の教義の
中で次のように言われたことを，あらゆる時代
に，あらゆる神権時代に述べてこられたのは 
そのためです。「この時代の人々には，悔い改
めのほかに何も語ってはならない。わたしの
戒めを守り……なさい。」（教義と聖約 6：9）  
わたしにとって，それは非常に明確で，有益
で，感動的な考え方となり，聖句となりました。
わたしは以前に理解していなかった方法で，
悔い改め以外にいかなる道もないということ
を知ったのです。

皆さんはほかの人々のようであるとしたら，
自分自身を解放するべき分野があり，自由に
なるべき何らかの手かせと足かせがあり，悔い
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ことに比例して救われること，3 光と真理は 
悪しき者を捨てること（教義と聖約 93：37  
参照），神の栄光は英知であること（教義と聖
約 93：36 参照）などについて学びます。こ
の神権時代の初期のある時に，教会全体が
非難を受けました。主は教義と聖約の第 84
章で次のように述べておられます。
「わたしは，今あなたがたに一つの戒めを与

える。自分自身について気をつけ，永遠の命
の言葉を熱心に心に留めるようにしなさい。

あなたがたは，神の口から出る一つ一つの
言葉 に従って生きなければならないからで 
ある。

主の言葉は真理であり，また真理であるも
のはすべて光であり，光であるものはすべて
御
み

霊
たま

，すなわちイエス・キリストの御霊だから
である。」（43－ 45 節，強調付加）

教義と聖約第 84 章はわたしたちを主イエス・
キリストのもとに導くものであり，その主イエス・
キリストのもとに最終的に至らせるのは，御

み

言
こと

葉
ば

です。
主は地上での務めを果たしておられたとき

過去にさかのぼって悪い行いをやめて， 
新たな出発をするのは容易でないことを， 
わたしは知っています。 
しかし，行いを続けて，正義の働きは及ばないだろう 
と信じようとするよりも，新たに始めることの方が 
もっと容易であり，明らかにもっと満足をもたらすと， 
わたしは心から信じています。

改めのできる何らかの罪があります。
一つだけ例外を挙げるとしたら，それ
は無知の束縛です。

わたしにとって，自分の生活の中で
最大かつ第一の束縛と思われるのが，
ただ十分な知識がないというもの 
です。わたしたちは人生の早い時期に
ちょっとした決まり文句を学びます。そ
のうちの二つが，「無知が至福である」と

「知らない方が身のため」です。わたしは
はっきり申し上げます。知らないこと以上に
あなたに損害を与えるものはありません。わ
たしたちは自分が招いた結果である束縛を受
けたことに関して非難を受け，学び損なった
ことについてこの世，または次の世で罰の宣
言を受けると，わたしは信じています。

わたしたちは教会の教義として，無知では救
われないこと（教義と聖約131：6 参照），現世
で学ぶことは復活の時にわたしたちとともに 
よみがえること（教義と聖約130：18 参照），
知識を得れば来

きた

るべき世でそれだけ有利で 
あること（教義と聖約130：19 参照），学んだ
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にこう宣言されました。「あなたがたがわた
しにつながっており，わたしの言葉 があなた
がたにとどまっているならば，なんでも望む 
ものを求めるがよい。そうすれば，与えられる
であろう。」（ヨハネ15：7，強調付加）

自由の重要性
もしもわたしたちが自分の存在，すなわち，

前世における過去の存在ではなく，来世のこと
でもなく，現在わたしたちが知っている存在
に対してテーマを一つ選ぶとしたら，その
テーマは，真実の自由を追求することに関連
したものでなければならないでしょう。天上
の大会議の重要な一部は，完全な自由に向
かって進歩できる方法を教えることに費やさ
れたと，わたしたちは知っています。御父の道
は，選択の自由と選びの道でした。すなわ
ち，間違いを犯す自由，しかし最終的に成功
する自由の道です。わたしたちが選択の自由
を行使して日の栄えの家庭に帰る自由を保証
するために，可能な限りの保護手段と宇宙の
すべての力が用いられました。これらの保護
手段には，完全な福音の真理と救い主イエス
の贖罪が含まれています。

わたしたちは自由でないとき，実際に束縛
や投獄を経験します。わたしはこの言葉を非
常に劇的なものにできるように，生涯でいつ
か投獄されることがあったらよかったのに，
と思うほどです。わたしはペテロやパウロの 
ように語り，天使たちが来て番兵たちを驚か
せて獄の戸を開いてもらえたらと思います

（使徒 12：5－11参照。 16：25－26も参照）。
あるいは，アルマやアミュレクのように，牢の
壁を崩せたらと思います（アルマ14：23－29
参照）。または，薄汚い，暗い，陰気な監獄の
ただ中からこの神権時代にとって最も崇高な
聖文であると思われるものを書くことのでき
たジョセフ・スミスのようであればと思います

（教義と聖約121－123 章参照）。わたした
ちは現在のように教会の大管長である預言者
が投獄の恐怖を感じながら生活する必要の
ない時代，また少なくとも政治的や身体的に
束縛や奴隷の状態になる必要のない時代に
生きていることを，神に感謝しています。しか

し，わたしたちの人生には，なくす必要のある
別の種類の束縛があり，別の種類の獄があり
ます。この世に来てなすべきすべてのことを，
わたしたちはなす必要があるのです。

わたしは次のことを心から信じています。
わたしたちが自分の罪を悔い改めるならば，
ほかの人々の罪に寛大であるならば，また置
かれた状況に勇気をもって立ち向かい，それを
何とかしたいと思うならば，わたしたち皆の 
生ける神は，手を差し伸べて，聖文にあるよう
に，「わしの翼に乗せるように〔わたしたち〕を
支え」てくださいます（教義と聖約124：18）。

わたしはわしの翼に乗せられてきました。
神が生きておられ，イエスがキリストであられ
ることを，わたしは心の底から知っています。
イエスがこの教会を導いておられること，これが
イエスの教会であること，イエスが隅のかしら
石で，生ける使徒と預言者の土台がその周りに
据えられていることを，わたしは知っています。
将来わたしたちは再び救い主にまみえること，
救い主に忠実であれば自由でいられること，
すなわちいかなる束縛も妨げも受けないこと，
また救い主が捕らえられて投獄され，わたした
ちのために犠牲となって亡くなられたことを 
示すその肉体にある傷跡を目にすることを，
わたしは知っています。わたしたちは罪を悔
い改めなければならないこと，また神は正義
の御方ですが，罪がたくさんあるところにはそ
れだけ憐れみも多くあるという，聖文と生ける
預言者の言葉に大きな喜びがあること，そして

「憐れみは悔い改める者について権利を主張
する」ことを，わたしは知っています。■
1974 年 6月 2日にブリガム・ヤング大学で行われたファイヤ 
サイドでの話「わしの翼に乗せられて」から。全文〔英語〕
は，speeches.byu.edu からご覧いただけます。

このテーマについてもっと詳しく知りたい方は，

D・トッド・クリストファーソン「贖
あがな

い」『リアホナ』

2013年5月号，109－112，ならびにクレーグ・

A・カードン「救い主は赦
ゆる

したいと望んでおられ

ます」『リアホナ』2013年5月号，15－18ページ

をご覧ください。

注
 1. Lectures on Faith（1985 年），50－54 参照
 2. C・S・ルイス，The Great Divorce（1946 年），viii
 3. 『歴代大管長の教え―ジョセフ・スミス』266 参照

ジョセフ・スミスは， 
薄汚い，暗い，陰気な 
監獄のただ中から 
この神権時代にとって 
最も崇高な聖文であると 
思われるものを書きました。
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預言者ジョセフ・スミスとマーティン・ハリスがモル
モン書を翻訳した 116 ページの原稿をなくしたと
き，主から厳しい叱

しっ

責
せき

を受けました（教義と聖約
3：6－8，12－13 参照）。ジョセフは一時的に翻訳する特
権を失い，自分が不従順だったことを嘆きました。1  へりく
だって主に赦

ゆる

してくださるように嘆願したとき，救い主はジョ
セフにこのように言われました。「神は憐れみ深いということ
を覚えておきなさい。……そうすれば，あなたはまだ選ばれ
た者であって，再び業に召される。」（教義と聖約 3：10）

大管長会第二顧問のディーター・F・ウークトドルフ管長
は次のように教えています。「キリストはここでもまたわたし
たちの模範です。主はその〔憐れみ深い〕生き方と教えに
よって道を示されました。邪悪な者，不道徳な者，御自分を
傷つけ危害を加える者を赦されました。」2

聖文は，憐れみ深さは救い主の天与の特質の一つである
ことを示しています。イエスは次のように教えられました。

「あわれみ深い人たちは，さいわいである……。」（マタイ5：7）  
「あなたがたの父なる神が慈悲深いように，あなたがたも慈悲
深い者となれ。」（ルカ6：36）3  憐れみは，思いやりと定義
され，同情心や親切，赦し，そして愛と，それらに基づいた
行いが含まれます。人々が特殊なつらい状況に置かれている
ことに気づくときに，わたしたちは憐れみを感じます。イエス・
キリストは憐れみに関して無限の能力を示されました。主は

「人々の顔を見る度に，彼らが感じている混乱や，戸惑い，惨
めさに心を痛められた。……人々が羊飼いのいない羊のよう
に気落ちし，さまよう様子を御覧になる度に，主は彼らに対
する憐れみに心動かされておられた」のです。4

新約聖書の記述から以下のような原則が挙げられます。
これらは，救い主がどのように憐れみを示されたか，また 
わたしたちが人々に対してどのように憐れみ深くあることが
できるかを示しています。

イエスは人々を非難しないことによって，憐れみを示された
イスカリオテのユダはイエスを欺く数時間前，最後の晩

ばん

餐
さん

の席でほかの弟子たちとともに過ぎ越しの食事をしました。
イエスが「あなたがたのうちのひとりが，わたしを裏切ろうと
している」と言われたとき，ユダも含めて弟子たちは「まさ
か，わたしではないでしょう」とイエスに尋ねました（マタイ
26：21－22）。イエスはユダに答えて言われました。「しよ
うとしていることを，今すぐするがよい。」（ヨハネ13：27）  
その後，ゲツセマネの園の入り口で，イエスは再びユダにお
会いになりました。ユダは「先生，いかがですか」と言っ
て，接

せっ

吻
ぷん

しました（マタイ26：49）。それに対してイエスは
「あなたは接吻をもって人の子を裏切るのか」とお尋ねにな
りました（ルカ22：48）。イエスはユダの行いの結果を軽減
されないながらも，彼を非難されることなく，むしろユダの
善悪の判断に訴えるような返答をされています。

イエスはローマ兵の手によって何時間も投獄され，たたか
れ，鞭

むち

打たれ，町を歩かされ，十字架を運ばされ，十字架に
つけられるのを堪えられた後でさえ，御自分を捕らえた者た
ちを憐れみの目で御覧になり，御父にこのように嘆願されま
した。「父よ，彼らをおゆるしください。彼らは何をしている
のか，わからずにいるのです。」（ルカ23：34）

イエスは非難するよりも愛することを選ぶことによって，憐れみ
を示された

イエスが教導の業を始められて間もないころ，イエスは旅
の途中で休憩するためにサマリヤの地で井戸のある所に立
ち寄られました。ある女性が水をくむために井戸にやって来
たとき，救い主はその女性に話しかけられました。彼女は 

「人々が羊飼いのいない羊のように気落ちし，さまよう様子をご覧になる度に， 
主は彼らに対する憐れみに心動かされておられた。」

ランディ・L・デイベル

救い主がこの世で実践された教えと模範は， 
わたしたちがどうしたら憐れみ深くあることができるかを具体的に示しています。

キリストのような憐
あ わ

れみ
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イエスから話しかけられて非常に驚きました。「これは， 
ユダヤ人はサマリヤ人と交際していなかったから」です。し
かし，主は彼女を価値のない者と見なす伝統的な考えには
目を向けず，福音の生ける水について教えられ，「あなたと 
話をしているこのわたしが，〔メシヤ〕である」と証

あかし

されま 
した（ヨハネ 4：3－39 参照）。

ペレアの地での教導の業を終えられるころ，イエスはエル
サレムに行く途中でエリコの町を通られました。ザアカイと
いう背の低い，裕福な男が，歩いて行かれる救い主を一目見
ようと木に登りました。イエスは彼に気づいてザアカイの家
に泊まることにしようと言われました。イエスの弟子の何人
かはこれを見て文句を言い，イエスが「罪人の家にはいって
客となった」と言いました。しかしイエスはザアカイの善良さ
を見て言われました。「きょう，救

すくい

がこの家にきた。この人も
アブラハムの子なのだから。」（ルカ19：1－10 参照）

イエスは人々に，悔い改めて赦しを受ける機会を数多く与える
ことによって，憐れみを示された

教導の業を始められたころ，イエスは御自分の生まれ故
郷であるナザレの町に帰られ，以前何度も礼拝に通われた
会堂に行かれました。安息日に集まった人々に，メシヤにつ
いてイザヤが預言した言葉を読んで聞かせられた後，御自
分がそのメシヤであると率直に証されました。会堂にいた
人々はその言葉を聞いて「憤りに満ち」，「イエスを町の外へ
追い出し，〔がけから〕突き落

おと

そうと」しました（ルカ4：16
－30 参照）。イエスの長年の友が敵になったのです。しば
らくして，イエスは再びナザレを訪れられ，人々にお教えに
なりました。人々はまたイエスの言葉に憤慨しましたが，主
は彼らが理解できるように 2 度も助けようとされたのでした

（マタイ13：54－ 57 参照）。
ユダヤ人の指導者たちは救い主にとって最も冷酷な敵で

した。自分たちの伝統が壊されそうになったため，主を殺
そうとしたのです。しかしイエスは彼らに，悔い改め，真理
を受け入れて従うようにと何度も強く勧められました。聖文
では，10 の主要な説教の中で，イエスが特にユダヤ人の 
指導者たちに向けて語られ，彼らの罪を指摘し，悔い改め
を促されたことが記されています。

イエスは敵意を抱かないことによって憐れみを示された
エルサレムは救い主にとって，最後の苦難と死を受けられ

た場所でした。エルサレムの町とその住民に対して憤慨し，
怒りを示すこともおできになったはずですが，救い主はそう
されることなく，彼らの罪悪と，悔い改めを拒んだことに対
して，度々悲しみを表されました。

十字架におかかりになる数日前，イエスはロバに乗って 
エルサレムに入られました。主に従う群衆は喜び，主が進ん
で行かれる道に着物を敷いて，神を賛美しました（ルカ19：
28－38 参照）。しかし，イエスはエルサレムの人々の忠実さ
は長くは続かないことを御存じでした。最後の週，救い主
はエルサレムの町を見下ろし，涙を流しながらこう言われま
した。「ああ，エルサレム，エルサレム，預言者たちを殺し，
おまえにつかわされた人たちを石で打ち殺す者よ。……わ
たしはおまえの子らを幾たび集めようとしたことであろう。
それだのに，おまえたちは応じようとしなかった。」（マタイ
23：37；ルカ19：41－ 44も参照）

その後わずか数日のうちに，群衆はイエスに背を向け，死
刑を求めました。救い主が十字架にかけられるために連れ
て行かれると，「大ぜいの民衆と，悲しみ嘆いてやまない女
たちの群れとが，イエスに従って行った。

イエスは女たちの方に振りむいて言われた，『エルサレムの
娘たちよ，わたしのために泣くな。むしろ，あなたがた自身の
ため，また自分の子供たちのために泣くがよい。』」（ルカ23：
27－28）  エルサレムの人々の手によって，公に侮辱され，
非常な苦しみを受けられたにもかかわらず，救い主は人々に
対して敵意を抱くことなく，彼らが悔い改めを拒んだことに
対する悲しみを口にされたのでした。

イエスは，助けの必要な人々を助けることによって憐れみを
示された

イエスは数々の旅の中で，ナインの町に近づいていたとき，
「あるやもめにとってひとりむすこであった者が死んだので，
葬りに出すところ」を目にされました（ルカ7：12）。十二使徒
定員会のジェームズ・E・タルメージ長老（1862－1933 年）
は，その著書『キリスト・イエス』の中で，このすぐ後に起
こった奇跡について記しています。「主は，夫と息子と両方
に先立たれたこの母親の泣き悲しんでいるさまを見て，深い
同情を寄せ，彼女の悲しみの苦痛を御自分の胸に感じて 
優しく，『泣かないでいなさい』と言われた。そして息子の
遺体を乗せた担架に手をおかけになると，担いでいる者た
ちは立ち止まった。そこで，その遺体に向かって，『若者よ，
さあ，起きなさい』と言われた。すると，死人は万物の主の
声を聞いてすぐに起き上がり，物を言いだした。イエスは，
親切に息子を母親にお渡しになった。」5

イエスはほかにも困っている人々のために数々の奇跡を起
こされました。重い皮膚病を患う人を癒

いや

し，海を鎮め，ヤイロ
の娘をよみがえらせられました。ベテスダの池にいた長患い
の男性を癒し，耳と口の不自由な人を癒し，重い皮膚病にか
かった 10人の人を清められました。どの人も，非常に困って
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いました。
救い主は，従うべき道を人々に示されました。わたしたち

は，人々を非難せず，責めるよりも愛し，人々に悔い改めの機
会を多く与え，敵意を抱かず，困っている人々を助けることに
よって，憐れみ深くあろうと努力できます。イエス・キリスト
を通して自分に与えられた数々の憐れみにさらに気づき，覚
えるとき，わたしたちはさらに人々に憐れみを示せるようにな
るでしょう。

ウークトドルフ管長は次のように勧告しています。「この
人生には心痛や悲しみは十分あるのですから，わたしたち
が頑固や反感や憤りによって，さらに増し加えなくてもよい
のです。……それでも，不満を捨てなければなりません。
……それが主の道なのです。」6

復活された主がアメリカ大陸のニーファイ人を訪れられた
とき，人々に教えられました。人々のもとを去るときが来て，
イエスは「もう一度群衆を見回して，彼らが涙を流し……て
いるのを御覧になった。

そこで，イエスは彼らに言われた。『見よ，わたしの心は，
あなたがたに対する哀れみに満たされている。

あなたがたの中に病気の者がいるか。……彼らをここに
連れて来なさい。癒してあげよう。わたしはあなたがたのこ
とを哀れに思い，わたしの心は憐れみに満たされている。』」

（3 ニーファイ17：5－7；強調付加）  主の憐れみは限りな
いのです。わたしたちがキリストのもとに来るとき，主はそ
の天与の憐れみの賜

たま

物
もの

によって，わたしたちを祝福してくだ
さいます（モロナイ10：32 参照）。■
著者はアメリカ合衆国ニューヨーク州に住んでいます。

このテーマについてさらに知りたい方は，ダリン・H・オークス

「キリストに従う者たち」『リアホナ』2013年 5月号，96を参照

してください。

注
 1. 『歴代大管長の教え―ジョセフ・スミス』69－71参照
 2. ディーター・F・ウークトドルフ「憐れみ深い人たちは憐れみを受ける」『リアホナ』

2012 年 5月号，75－76
 3. マタイ5：7に用いられているギリシャ語eleémón は思いやり深いという意味です。

ルカ6：36 で用いられているギリシャ語oiktirmón も思いやり深いという意味
です。

 4. チャールズ・エドワード・ジェファーソン“The character of Jesus”（1908 年），
154

 5. ジェームズ・Ｅ・タルメージ『キリスト・イエス』（1997 年），248－249
 6. ディーター・F・ウークトドルフ「憐れみ深い人たちは憐れみを受ける」76－77

イエスは困っている人々のために，数々の奇跡を起こされました。重い皮膚病を患う人を癒し，海を鎮め，ヤイロの娘を生き返らせられました。
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大管長会 十二使徒定員会

末日聖徒であるわたしたちは次のことを
信じています。「わたしたちは，神が
これまでに啓示されたすべてのこと，

神が今啓示されるすべてのことを信じる。また
わたしたちは，神がこの後も，神の王国に関 
する多くの偉大で重要なことを啓示されると
信じる。」（信仰箇条 1：9）

啓示と教義の関係について，十二使徒定員
会の D・トッド・クリストファーソン長老は次
のように述べています。「今

こん

日
にち

の教会におい
て，キリストの教義を確立したり教義的な逸
脱を正したりする際には，昔と同様に，主から
使徒の権能を授かった人々が受ける神の啓示
によってそれが行われます。」1

啓示を手段として，教義が預言者，聖見者，
啓示者に与えられるように，わたしたちもそれ

教義は， 
昔と同様に現代も， 
神の啓示によって 
預言者に 
与えられます。

ぞれ，イエス・キリストの福音の教義が真実
であるという確認を自分自身で受けることが
できます。この個人的な啓示は，祈りと聖文
研究と聖霊の証

あかし

を通じて与えられます。わた
したちは，悔い改め，バプテスマを受け，聖霊
の賜

たま

物
もの

を受け，生涯にわたって律法に従い福
音の聖約を守り続けることによって，イエス・
キリストの教義を受け入れていることを示し 
ます。

2012 年 4 月の総大会でクリストファーソン
長老が述べた話に基づいて作成された次の 
図は，教義がどのようにして定められるかを 
示しています。2 ■

注
 1. D・トッド・クリストファーソン「キリストの教義」『リアホナ』2012

年 5月号，86 参照
 2. D・トッド・クリストファーソン「キリストの教義」86－ 90 参照

教会機関誌
ラリーン・ポーター・ガーント

教義はどのようにして 
定められるのでしょうか
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使者の訪れによる
使者であるモーセ，エ

ライアス，エリヤがジョ
セフ・スミスとオリバー・
カウドリに現れ，それぞ
れ自分の神権時代の鍵

かぎ
を

預言者にゆだねました
（教義と聖約110：11－
16 参照）。

神御自身の御
み

声
こえ

による
主はニーファイに語り

かけられ，アメリカ大陸
に家族を連れて行くため
に船を造るように命じら
れました（1ニーファイ
17：7－8 参照）。

聖霊の御声による
この種の啓示は，御

み
霊
たま

が霊に語りかけます。新
約聖書の使徒たちは，新
しい改宗者にモーセの律
法を守るように求めては
ならないという確認を，
聖霊を通して受けました
（使徒15：5－29参照）。

教会の大管長
預言者である教会の大管長は個人

的に啓示を受けることができます。
その啓示は，大管長会と十二使徒
定員会の一致した声によって支持
されるとき，教義となります（使徒
10 章；公式の宣言二参照）。

評議会として務めを果たす預
言者たち
アメリカ大陸の弟子たちは，教

会の名称をどうするべきか知るた
めに祈りました。するとキリストが
御姿を現してこう答えられました。
「あなたがたが行うことは何事で
も，わたしの名によって行いなさい。
あなたがたは教会をわたしの名で
呼びなさい。」（3ニーファイ27：7）

神御自身の訪れによる
神はモーセに御

み
姿

すがた
を現し，

御自分の御
み
手
て
で造ったもの

を示されました（モーセ1：
1－9参照。ジョセフ・ス
ミス―歴 史1：15－20
も参照）。

啓示が与えられる方法

教義に関する啓示はイエス・キリストから与えられる

啓示を受ける人

啓示が教会全体に対する教義である場合，それは大管長会と十二使徒定員会にのみ与えられます 
（アモス3：7；教義と聖約1：38；28：2 参照）。



義の模範となる人物がいるということは，

人生で最も重要な時期の一つにいる

10 代の若者にとって

非常に大きな祝福となります。
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トッド・シルベスターには，高校時代
に達成しようと思った目標が二つあ
りました。優秀なバスケットボール

選手になることと，学校一のパーティー好きに
なることでした。

しかし，トッドは 14 歳のころから酒を飲む
ようになり，薬物も始めました。教会員ではあ
りませんでしたし，トッドによると，自分が何
をしても両親は「とやかく」言わなかったそう
です。一時はプロのバスケットボール選手に
なれると見込まれたほどでしたが，長年にわ
たる薬物乱用と飲酒のせいでそれも無に帰し
てしまい，自殺を考える状態にまで陥ってしま
いました。

残念なことに，トッドの話に出てくる事柄
は，今日，教会員をも含む多くの若者の生活に
見ることができます。ただしトッドには，教会
の若者にある大切な要素がありませんでした。
それは，義の模範となる人物です。成人の教
会指導者がいるということは，人生で最も重
要な時期の一つにいる10 代の若者にとって
非常に大きな祝福となります。トッドは 22 歳
で教会に入りました。そしてこのような過去
があるために，今は，ワードの青少年にとって
良い模範となれるよう努力しています。

シルベスター兄弟の心に変化が訪れたの
は，暗

くら

闇
やみ

のどん底で「神様，助けてください」
という率直な祈りの言葉を発したときでした。
1 か月半後，古くからの友達である教会員が

電話をかけてきました。「トッド，ぼくたちを
助けてくれないか。それを言いたくて電話し
たんだ。……君は多くの人の助けになる。特
に青少年と子供たちのね。」

バプテスマを受けて神殿結婚をしたシルベ
スター兄弟は，数年後，若い男性のプログラム
で奉仕する責任に召されました。その後
14 年にわたって若い男性たちに仕えることに
なるのです。

自分の過去を原動力にして青少年を支える
召しを果たしていく中で，悩みを抱える少年た
ちとかかわる方法が，シルベスター兄弟には
分かってきたそうです。「大抵の子は，悩み
があっても話したがらないと思います。でも，
わたしは毎年，ワードの子供たちに自分のこと
を話しました。すると，敷居が低くなるのか，
彼らはやって来て『あのう，ぼく，悩んでいる
んですけど』などと，ポルノグラフィーや飲酒，
自殺願望のことをわたしに話してくれるように
なったのです。」  シルベスター兄弟は，少年た
ちがビショップと話すことも含めて悔い改め
の道を歩めるよう支援することができました。

大切な時期にいる青少年の話によく耳を傾
けて，愛情を込めて助言をする指導者は，若者
の自我の形成を助ける有力な影響を与えること
ができます。青年期の発達理論で博士号を持
つブリガム・ヤング大学准教授であるマット・
ドュエルデンは次のように言っています。「青
年期は，価値観や信念，役割などの自我が発達

教会機関誌
ヒカリ・ロフタス
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義の模範 
となる人物

今
こ ん

日
に ち

の若い男性が必要としている
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する時期です。これは探究のプロセスです。このプロセス
で，青少年は仲間や親などの大人から評価され助言を受け
ます。そして，尊敬し一目置いている大人から受ける評価や
助言には，非常に強い影響力があるのです。」

ドュエルデン兄弟は続けてこう言っています。「いい相談
相手の役割が最も効果的に果たせるのは，お互いに尊敬し
合えていて，自分の服装や言葉遣いがどうあろうと本気で心
配してくれる人がいると青少年が感じている場合です。」

シルベスター兄弟はこう言います。「ほとんどの少年は，
父親とのつながりを求めています。それがない場合，次に望
ましいのは，話したり意見を言い合ったりすることができ，そ
れでいて彼らの問題を聞いても裁いたりばかにしたり批判し
たりしない成人男性がいることです。わたしが青少年に寄り
添ってきたのは父親の代わりになるためではなく，青少年が
わたしと気楽に話せるようになってほしくてそうしたのです。」

もちろん教会の成人指導者は 10 代の若者を導くうえで
重要な役割を果たすことができますが，青少年の模範となる
のはまず親であると，預言者と使徒は言っています。例えば，
十二使徒定員会のM・ラッセル・バラード長老はこう言いま
した。「父親の皆さん，皆さんは息子さんにとって，最初に
出会う男らしさの模範です。皆さんは息子さんにとって最も
頼りになる相談相手であり，信じないかもしれませんが，い
ろいろな意味でヒーローなのです。皆さんの言葉と模範は，
彼らに大きな影響を及ぼします。」（「父と息子─すばらし
い関係」『リアホナ』2009 年 11月号，47）

シルベスター兄弟は青少年と強いきずなで結ばれていま
すが，だれとのきずなもすぐにできたことなどありません。
何年にもわたる奉仕を通して築いてこなければならなかった
のです。シルベスター兄弟が教えた 20人の若い男性のうち，
17人が伝道に出ました。そのうち少なくとも5人は，シルベ
スター兄弟と接するようになるまで，伝道に出ることを考え

ていませんでした。
「この少年たちへの働きかけが巧を奏したのは，
わたしの無条件の愛を彼らが感じ取っていたから 

です。それは，わたしが言葉で伝えたからで
はなく，行動で示したからです。わたしは，
彼らが救い主との関係を築くことを何より
優先しました。彼らがあらゆることを 
乗り越えて人生で前進し，成功するため
の鍵

かぎ

はこれだと感じていたからです」と
シルベスター兄弟は言っています。

シルベスター兄弟は，救い主との関係
を築いていけるよう青少年を助けました。

彼らが証
あかし

を持つことで，伝道に出，神殿で
結婚して家族を持ち，義にかなった子供を

育てるようになってほしくてそうしたのです。
シルベスター兄弟はこう言っています。「それ
が幸福の計画です。だからこそ，〔青少年を
助けること〕が大切なのです。」■

「青少年と同じことを一緒に経験
することが大切です。そうする
と，気持ちが通じ合うように
なります。座って見ているだ
けではなく，積極的に参加す
る必要があります。同じことを
一緒に経験すると，それは非常に大きな力
になります。
どんな召しを受けていようと，すべての会員
が青少年にかかわるべきです。」
ブリガム・ヤング大学准教授　マット・ドュエルデン
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少しずつ

わたしはかつて若いころ問題児でした。親や指導者はわたしに

どう接したらよいか分からず，頭を抱えていました。そんな 

とき，ある日曜日に，新しいスカウトマスターがワードで召された

のです。見たことのない人だったので，転入者だろうと思いました。

厳しい人で，厳格なルールを決めて従わせようとしました。この人

とはやっていけないと，わたしは即座に判断しました。

しかし，彼には別の意図があったのです。わたしが好きでしてい

たことをわざわざ突き止め，最初から興味を引くような活動を計画

してくれました。わたしが伝道に出，神殿結婚をし，何十年も教会

で奉仕をするように，2 年も 3 年もかけて少しずつ導いてくれた

のです。

J・エルデーン・ロー（アメリカ合衆国アイダホ州）

以来一度も聖
せい

餐
さん

会を休んだことがありません

青少年のころ，わたしはその年代によくある試練を経験しま 

した。おまけに父があまり教会に行っていなかったので， 

わたしと福音を結ぶ存在は母だけでした。当時は分からなかった

のですが，わたしには模範となる神権者が必要だったのだと思い 

ます。

天の御父はわたしが行くべき道を歩めるようにある人を送ってくだ

さいました。以来ずっと，今に至るまでわたしは大いに影響を受け

ています。その人の名前はパウロ・セサール・ドス・サントスです。

ある日曜日のことでした。その日わたしは教会に行く気になれ

ず，母にうるさく言われたくもありませんでした。もう少し後で用

意ができたら行くから先に行ってと母に言うと，わたしは教会に行

かずにテレビでスポーツを見ていました。しかし，しばらくすると，

聞き慣れたパウロビショップの声が玄関から聞こえてきたのです。

彼がいろいろと言うので，わたしは根負けしてしぶしぶ聖餐会に行き

ました。

この経験は，わたしの人生に大きな影響を与えました。わたしは

それ以来，一度たりとも聖餐会を休んだことがありません。

ビニシウス・エリアス・バルボーサ・ジャルディン（ブラジル，サンパウロ）

3つの成功例
次に挙げるのは，良い模範となる人物がいて，その人物

から大きな影響を受けた青少年の例です。

神の子として見てくれました

わたしはアメリカ合衆国ミズーリ州で青少年の時期を過ごし

ましたが，その間ずっと，ブレーン・バーソロミュー兄弟が 

ステーク若い男性会長会にいて，活動のとき優しくしてくれました。

でも，友情を示してくれたり，助言をしてくれたりしても，わたしは

まともに受け止めたことはありませんでした。もっと親しくつきあう

ようになったのは，わたしが18 歳になったころからです。彼はわた

しが悩んでいたことも，悪い道に足を踏み入れてしまったことも

知っていました。そのころ彼はビショップだったので，ビショップと

してわたしにアドバイスを与え，義の道に戻れるよう導いてくれま

した。結局わたしは薬物とアルコールに手を染め，よそに引っ越し

てからも相変わらずそんな生活を続けていました。

ところが実家に戻ったときに，バーソロミュー兄弟のことを思い

出したのです。愛してくれたことも思い出しました。彼は喜んで 

友達づきあいを復活させてくれ，家族のように扱ってくれました。

友達というだけではなく，第2の父親になってくれました。酒に酔っ

たときや薬物を使ったときに何度世話になったか分かりません。

わたしは今では大人になり，ブレーンとの関係を大切にしています。

彼はいつも励まし，愛し，助けてくれます。それがどんなにありが

たいか，彼は知りません。わたしが神の子として持っている可能性

を決して疑いませんでした。わたしは今，罪と高慢を克服しようと

努めています。そして，自分に交わすことができるとは想像もしな

かった聖約を，もうすぐ交わそうとしています。天の御父がわたし

の模範としてこのような人物を立ててくださったことに感謝してい

ます。

匿名（アメリカ合衆国ユタ州）
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結婚生活が危機に瀕
ひん

し，昔ながらの
家族が攻撃の的になっている世の
中にあって，具体的な指針が分かり

やすく書かれている文書があります。「家族
―世界への宣言」は，1995 年に発表された
ときと同様またはそれ以上に現代の世の中に
当てはまると預言者と使徒は言っています。1

現代の自由の旗
家族に関するこの宣言は，「家族を守り強

めるようにと，ラッパの音のように明快に呼び
かけて」いる，と十二使徒定員会の M・ラッ
セル・バラード長老は言っています。2

現代の世の中は，モルモン書に描かれてい
る衰退しつつあるニーファイ人の社会に似て
います。バラード長老は，「司令官モロナイの

『自由の旗』のようにこの宣言を掲げ，その教
えに従って生きる決意をする」よう末日聖徒
に呼びかけています。3

幸福に欠かせないもの
世の中では，幸福になる方法として，ありと

あらゆるものが宣伝されています。しかし 
現代の預言者は，幸福になる最大の可能性は
日の栄えの結婚の中にあると言っています。4

家族は永遠に続くものになり得るという知

「家族― 
世界への宣言」は， 
最初に発表された 
ときよりも， 
むしろ現代にこそ 
当てはまると 
預言者と使徒は 
言っています。

識に基づいて生活し，行動するなら，教会員は
「世の注目を浴びる」ようになるとバラード長
老は言っています。「家族を優先している親
は，この教会に引きつけられることでしょう。
……

この家族中心の考え方を持っている末日聖
徒は，世界一の親になろうと努力するでしょう。
子供に対しても，実際には霊のきょうだいです
から非常に敬意を払うでしょう。家族を強める
ために必要であれば幾らでも時間をささげる
でしょう。親自身にとっても，子供にとっても，
家族が互いに愛し合い，支え合うこと以上に，
幸福と深くかかわっていることはありません。」5

自分が持つ以上の力
バラード長老は，すべての家族がこの宣言

を持ち，その教えに従うべきだと勧告してい
ます。
「最高の自分になり，最高の振る舞いをする

よう努めてください。神がその子供たちに与
えられた，現世で最も神聖な責任を果たそう
と皆さんが日々努力するならば，神は皆さんが
持つ力以上の力を与えてくださいます。御

み

霊
たま

の声と生ける預言者の勧告に耳を傾けてくだ
さい。元気を出してください。神は失敗させ
るために皆さんを地上に置かれたのではあり

教会機関誌
リチャード・M・ロムニー

今も
響き渡る呼びかけ
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ません。親としての皆さんの努力は，皆さん
があきらめないかぎり，失敗とは見なされない
でしょう。」6

永遠の命への希望
家族の宣言では，家族は永遠に続くものに

なり得ると教えています。十二使徒定員会の
ラッセル・M・ネルソン長老は次のように教えて
います。「救いは個人的な事柄ですが，昇栄
は家族の事柄です。……家族が神殿で結び
固められるとき，その家族は，神の王国その
もののように永遠になるのです。」7

大管長会第一顧問のヘンリー・B・アイリ
ング管長は，家族は「社会と教会の基本的な
単位であるばかりでなく，永遠の命への希望
をつなぐ基盤」であると説明しています。8

時代に先駆けた警告
アイリング管長は，家族の宣言に書かれて

いる教えに従わないと，その結果は「この世
における平和すなわち幸福の欠如だけにとど
まらない」と警告しています。9

この宣言は預言の言葉だとアイリング管長
は言っています。なぜなら，近年見られる家
族の弱体化の元凶となっている事柄に対し
て，警告の言葉が述べられているからです。

アイリング管長はこの宣言の最後の部分か
ら，預言的な警告と行動を呼びかける言葉を
引用しています。
「わたしたちは警告します。貞節の律法を

犯す人々，伴
はん

侶
りょ

や子供を虐待する人々，家族の
責任を果たさない人々は，いつの日か，神の 
御
み

前
まえ

に立って報告することになります。また
わたしたちは警告します。家庭の崩壊は，個
人や地域社会，国家に，古今の預言者たちが
預言した災いをもたらすことでしょう。」10

国際的な文書
ゴードン・B・ヒンクレー大管長（1910－

2008 年）は，1995 年 9月23日，中央扶助協会
集会において家族の宣言を紹介し，その目的
は世の人々がその標準から外れることがない
よう「現在起こっていることと，これから起こ
ることの両方に対する警告」を与えることで
あると言いました。11  それ以来，この文書は
多くの言語で出版され，総大会で繰り返し採
り上げられ，全世界の集会所や家庭に掲示さ
れてきました。これは愛にあふれる天の御父
が，御自分の子供たちに指針を与えるために
下さった預言的な宣言です。この指針が今
ほど必要とされる時はありません。■

注
 1. M・ラッセル・バラード「永続

するものこそ最も大切なもので
ある」『リアホナ』2005 年 11月
号，41参照

 2. M・ラッセル・バラード「永続
するものこそ最も大切なもので
ある」41

 3. M・ラッセル・バラード「永続
するものこそ最も大切なもので
ある」41。ここで言っていること
を家族が実践できるようにする
のに役立つ活動は，『リアホナ』
2013 年 7月号，60 ページの「初
等協会を  かていでも」を参照
してください。

 4. ラッセル・M・ネルソン「日の
栄えの結婚」『リアホナ』2008
年 11月号，92－ 95 参照

 5. M・ラッセル・バラード「永続
するものこそ最も大切なもので
ある」42

 6. M・ラッセル・バラード「親の
神聖な責任」『リアホナ』2006
年 3月号，17

 7. ラッセル・M・ネルソン「日の
栄えの結婚」92，93

 8. ヘンリー・B・アイリング「家族」
『聖徒の道』1998 年 10月号，23

 9. ヘンリー・B・アイリング「家族」
23

 10. 「家族―世界への宣言」『リア
ホナ』2010 年 11月号，129

 11. ゴードン・B・ヒンクレー「世の
策略に対抗して立つ」『聖徒の
道』1996 年 1月号，113

この宣言は lds.org/ 

topics/family から 

ご覧いただけます。 

友達にも紹介してあげましょう。
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あるとき聖
せい

餐
さん

会で，わたしの家族
は執事たちの列から2，3 列 

後ろに座っていました。開会の賛美歌
が始まるまで，わたしは執事の一人が
気になってたまりませんでした。長い
ネクタイが正しく結べておらず，ワイ
シャツはしわしわで，ズボンの中にきち
んと入れていないのです。だれかが直
してやればよかったのにと思いました。
とにかく，聖餐を配る執事は身のこな
しも服装も救い主の模範に従っていな
ければならないのですから。

会が進行するうちに，その執事のこと
は忘れてしまいました。執事たちが聖
餐を配ると，話が始まりました。2 番目
の話者はその若い執事の母親でした。
自分の改宗や子供のころの試練，一人
親としての苦労について話しました。

すばらしい話で，この母親は最後には
泣いていました。壇上の席に戻り，
ワード聖歌隊が歌うために集まって来
ても，彼女の涙は止まりませんでした。

そのときです。この母親の息子が立
ち上がり，壇上に歩いて行きました。
ネクタイは曲がり，ワイシャツはズボン
からはみ出したままです。でも，母親を
抱き締めると，隣にしゃがんで慰めよう
としたのです。目の前で繰り広げられ
る光景を見て，わたしの目には涙があ
ふれました。感動して言葉も出ません
でした。しかし，ふとあることに気が
つき，わたしは恥ずかしくてうなだれて
しまいました。しわ一つないダブルの
スーツを着て完璧にネクタイを締め，ぴ
かぴかの黒い靴を履いたわたしは，聖
餐会の準備の中で大切なことを忘れて

いたのです。
聖歌隊の歌が始まると，この若い男

性と母親は壇上から下りて来て一緒に
座りました。わたしは腰かけたまま，
歌に耳を傾けるどころではありません
でした。この執事が教えてくれたこと
が，キリストのような慈愛を持ちなさい
という言葉とともに心の中を駆け巡っ
ていたからです。

この執事が示したのは，優しさと愛
の行いでした。あどけなさの残るその
顔に表れていたのは，人目をはばかる
様子ではなく，純粋な愛だけでした。
その後の話者の話もすばらしかったの
ですが，あの説教台の後ろに見た教え
を，わたしは決して忘れないでしょう。
■
ジェフ・フルマー（アメリカ合衆国，アイダホ州）

息子が立ち上がり， 

壇上に 

歩いて行きました。 

ネクタイは曲がり， 

ワイシャツはズボンから 

はみ出したままです。 

でも，母親を抱き締めると， 

隣にしゃがんで 

慰めようとしたのです。

末  日  聖  徒  の  声

説教台の後ろに見た教え



何年か前，わたしは執事定員会の
アドバイザーを務める機会にあ

ずかりました。その定員会には活発な
執事が 3人いて，3人とも定員会の会
長会に召されていました。

あるとき定員会の集会で，年若いこ
の会長会は，定員会のあまり活発でな
い会員が少なくとも二人，教会の集会
や活動に出て来られるようにしようと
決めました。日付はよく祈って6 週間
後の日曜日に設定し，その日までに目
標を達成することにしました。彼らは
この計画が成功するよう祈り，以下の
ことを行うと，祈りをもって固く約束し
たのです。

• 定期的に集まって祈る。
• 一緒に断食する。
• 名簿に載っている執事を全員訪

問する。
• 活動を計画し，教会に戻ろうとす

る執事が，よく練られたプログラム
に参加できるようにする。

会長会は，この目標は主の御
み

心
こころ

だと
心から思っていたので，信仰と確信を
もって実行に移しました。

それから数週間，この3人の若い男
性は，自分たちの祈りがかなえられる
と信じて，約束したことを行いました。
一緒に祈り，一緒に断食し，あまり活発
でない執事たちを訪問して教会に戻る
よう勧め，活動の準備をしたのです。
出席者の増加に備える必要があると信
じていました。

しかし，このような努力にもかかわら
ず，執事たちは戻って来ませんでした。
教会にもほかの活動にも来なかった
のです。目標の日が迫り，定員

会の会員たちが教会に戻って来ないの
でがっかりしてはいたものの，この若い
男性たちは，それでも天の御父が祈り
にこたえてくださると確信していました。

目標の日曜日が来ましたが，会長会
が働きかけた若い男性はだれも教会
に来ませんでした。しかし，聖

せい

餐
さん

会で
ビショップは，これまで求道者として 
学んでいた12 歳の若い男性が二人，
その日の夜バプテスマを受けると発表
したのです。

このような会長会が導く定員会に 
入れたのは，この二人の新しい教会員
にとって，非常に大きな祝福でした。
また，このように努力と祈りが直接こた
えられ，主が約束を守ってくださること
を知ることができたのは，この会長会
にとって非常に大きな祝福でした。

定員会は大喜びで，会長会の一人は
こう言いました。「これ，もう一度やろ
うよ。」■
アンソニー・ポウトュ（ニュージーランド）

それから数週間， 

この 3人の 

若い男性は，一緒に祈り， 

一緒に断食し，そして， 

あまり活発でない執事を 

訪問して，教会に戻るよう 

勧めたのです。
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二人の新しい執事
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少し前に，友人たちに頼まれて，彼
らの息子のジョンとそのガールフ

レンドが我が家に1 週間泊まることに
なりました。ジョンは教会にあまり行っ
ておらず，ガールフレンドは教会員では
ありませんでした。わたしたちはガール
フレンドに我が家の息子の部屋を貸
し，ジョンには居間のソファーで寝ても
らいました。

二人が到着する前にわたしたちは天
の御父に祈りました。教師や親のよう
に，または単なる友人のように彼らに接
するべきか，どのような立場を取るべき
か尋ねたかったからです。御

み

霊
たま

の促し
に従うように，そして二人に霊的な助け
を与えるようにという答えが来ました。

毎晩，夫と息子とわたしは聖典を読

みます。二人を迎えた最初の日，一緒
に学んでみるか誘うべきでないと感じ
ました。ところが，次の夜，聖典学習
の前にジョンが恥ずかしそうにドアを
ノックしてこう言いました。「メアリー
は聞くのをためらっていますが，一緒に
読んでもいいかどうか知りたがってい
ます。」

わたしたちは喜んでドアを開けて
二人を歓迎し，モルモン書を一緒に学
び始めました。メアリーは聖典を読む
のは初めてで，自分が神を信じている
のかよく分かりませんでした。我が家
に来たら，自分の理解できない宗教的
なことに参加させられるのではないか
と不安に思っていたことを打ち明けて
くれました。

メアリーの不安を解消するため，夫は
救いの計画や救い主イエス・キリスト，
ジョセフ・スミスの最初の示現，モル
モン書について話しました。メアリー
は真夜中までわたしたちと話し込みま
した。

次の日，ジョンとメアリーはわたしたち
と一緒に宣教師からレッスンを受けま 
した。あのとき部屋にあふれていた御
霊を決して忘れることはないでしょう。
簡単な話し合いの後，わたしたちは天の
御父の本質について話しました。すると，
メアリーは，神がわたしたちを愛しておら
れるなら，なぜ世の中に苦しみがあるの
かと尋ねました。これはわたしも長い間
ずっと問い続けてきたことでした。

数日前に 3人目の子供を流産した
友人から手紙をもらっていたので，メ
アリーの疑問はわたしの心に深く響き
ました。悲しみを経験すると，幸福と
喜びがある状態よりも深遠で，永遠に
渡る影響を及ぼす教訓を学べることが
あるとわたしは説明しました。炎が鉄
を鍛えるように，悲しみもわたしたちを
鍛えてくれるとメアリーに伝えました。
試練のさなかでも神に忠実であり続け
れば，信仰が育

はぐく

まれるのです。
一生忘れない話し合いとなりました。

後で，わたしたちが黙って座っている
と，御霊が天の御父の愛について証

あかし

さ
れました。顔を上げたとき，メアリーの
目は光輝き，涙ぐんでいました。

これから将来どのようなことが起き
るか分かりませんが，あの日，メアリー
の目に映った深い理解は，彼女を生涯
にわたって助け，天の御父のみもとへ

導いてくれると確信しています。
■
アンナ・ニキティチェワ（ロシア）

ジョンが恥ずかしそうに 

ドアをノックしてこう言いました。 
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天の御父の愛
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聖
せ い

餐
さん

会で息子のデレックと「静ま
れ，わが魂よ」1 を歌い終わった

とき，わたしは恥ずかしさのあまり赤面
していました。集会前にきちんと発声
練習をしていなかったため，高音を出す
ときに声がうわずってしまったのです。

席に戻った後も，居心地悪い思いが
してなりませんでした。妻はわたしを
励まそうと笑顔を見せ，集会の御

み

霊
たま

は
損なわれなかったと言いましたが，わ
たしは納得できませんでした。

閉会の祈りの後，レッスンのテキスト
を車まで取りに行きました。ワードの
姉妹が礼拝堂の入口のところに立って
すすり泣いていました。一人の友人が
その姉妹の肩に腕を回し，支えていま
した。わたしが通りかかると，泣いて
いた姉妹がわたしの名を呼び，感謝を
述べました。わたしたちがあの賛美歌
を選んだこと，そしてその歌が彼女の
心に深く響いたことに感謝していると
言うのです。

彼女は数日前に死産を経験してお
り，それ以来，怒りや絶望と闘っていた
と説明しました。デレックとわたしが
賛美歌を歌ったとき，苦痛にあえぐ自
分の霊を御

み

霊
たま

が温かく包み込み，平安
と慰めをもたらすのを感じたそうです。
そして悲しみの十字架を背負うのに必
要な希望に満たされたと言いました。

わたしは決まり悪そうにお礼を言っ
て，外へ出て行きました。その姉妹の
言葉によって祝福された気持ちとへり
くだる思いがしました。車に着いたと
き，ブリガム・ヤング大学アイダホ校の
キム・B・クラーク学長のディボーショ
ナルでの説教が心に浮かびました。ク
ラーク学長はこう話しました。「信仰

によって〔イエスの名で〕主の御
み

業
わざ

を
行うとき，主はわたしたちとともに行っ
て」人々に仕え，「その人が聞く必要の
ある言葉を語れるように祝福してくだ
さるのです。」  学長はさらに，「わたし
たちの実際の言動が不器用だったり，
不格好だったりするかもしれません。
……しかし，救い主はわたしたちの言
葉と行いを，御自身の御霊を通して
人々の心に伝えられます。わたしたち
の心からの，しかし不完全な努力を，
ちょうど良いもの，すなわち完全なもの
に変えてくださるのです。」2

集会所に戻るとき，わたしの目には

感謝の涙がこみ上げてきました。主は
不完全な歌を祝福し，そのメッセージ
を完全な方法で，悲痛を味わっていた
若い姉妹の心に伝え，彼女の霊を慰め
られました。そのうえ，主はその感動
的な経験を用いて，深遠な福音の原則
をわたしの心にいっそう深く刻み込ん
でくださったのです。■
ランディー・ロンズデール（カナダ・アルバータ州）

注
 1. Hymns，124 番
 2. キム・B・クラーク，“Love by Faith”ブリガム・

ヤング大学－アイダホ校ディボーショナル，2010
年 7月 29 日，www.byui.edu/Presentations/
Transcripts/EducationWeek/2010_07_29_
Clark.htm〔英語〕

集会前にきちんと 

発声練習をしていなかったため， 
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声がうわずってしまいました。

主が祝福された不協和音
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ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト

神の恵みは実際に 
どう作用するのでしょうか

あるとき，一人の若い女性が
話をしたいと言ってやって 
来ました。「もちろんいい

ですよ。どうしたのですか」と言うと，
「ただ，恵みというものが分からな

くて」と言うのです。
「どんなところが分からないので

しょうか。」
「最善を尽くす必要があることは分

かります。そうすれば後はイエス様が
してくださるのですから。でも，最善
を尽くすことすらわたしにはできない
のです。」

わたしは言いました。「実は，イエス
様はわたしたちの負債を全部支払って
くださったのです。払い残しはありま
せん。すべて払ってくださいました。
完済されたのです。」

この女性は言いました。「分かりま
した。だから，わたしは何もしなくて
いいのですね。」
「いや，そういうわけではありま 

せん。あなたにはやることがたくさん
あります。でも，その負債を払う必要
はありません。わたしたちは皆，復活
します。皆神のみもとに戻って裁きを
受けるのです。わたしたちの従順の
度合いによって決まるのは，神の御

み

前
まえ

にどんな気持ちで行けるか，どの階級
の栄光にあずかるかです。」

キリストを信じる信仰を示しなさ
い，悔い改めなさい，聖約を交わして
それを守りなさい，聖霊を受けなさ
い，そして最後まで堪え忍びなさい，
とキリストはわたしたちにおっしゃい
ます。でも，これに従うことによって
わたしたちは正義が要求するものを
支払っているわけではないのです。
これっぽっちも支払ってはいません。
そうではなく，これらを行うことでキ
リストが生きられたような生き方をし，
そうすることによってイエス・キリスト
がしてくださったことに対する感謝の
気持ちを表しているのです。正義の
要求は，直ちに完全になるか，それが
できなければ罰を受けるかです。イエ
スはその罰をお受けになったため，最
終的に完全になれるチャンスをわたし
たちに与え（マタイ5：48；3 ニーファイ
12：48 参照），わたしたちが完全にな
れるよう助けることがおできになります。
イエスは正義には決してできない赦

ゆる

し
を与えてくださり，その代わりに今度
は，わたしたちに条件を出されました

（3 ニーファイ28：35 参照）。

恵みは人を変える
わたしたちに対するキリストの計ら

いは，母親が子供に音楽のレッスンを
受けさせるのに似ています。母親はピ

アノの先生にレッスン料を払います。
全額支払ったのですから，母親は子
供に何かを要求することができます。
何を要求するでしょうか。練習です。
子供が練習すると，ピアノの先生はも
うかりますか。いいえ。子供が練習
すると，母親がピアノの先生に支払っ
た料金は戻りますか。いいえ。練習
するとは，母親が料金を払ったという
すばらしいプレゼントに対して感謝を
表すことです。練習するとは，母親か
らもらったすばらしい機会をいかに活
用して，生活のレベルを上げるかとい
うことです。母親は料金が戻って来
ることにではなく，自分が与えた機会
を活用して子供が成長するのを見るこ
とに，喜びを見いだすのです。練習し
なさいと子供に口を酸っぱくして言う
のはそのためです。

母親から練習するよううるさく言わ
れて困ると子供が感じているとしたら

（「もう，お母さんったら。なぜ練習な
んかしなくちゃならないの。練習しな
いとだめな子供なんか，ぼくだけだ。
とにかくぼくはただプロ野球の選手に
なりたいだけなのに」），恐らくそれは，
母親の視点で物をまだ見ることがで
きてないということです。より高いレ
ベルで生活することを選択すれば，ど
れだけ人生がよりよいものになるか

ブラッド・ウィルコックス
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を，分かっていないのです。
同様にイエスは正義の求める代価を支払わ

れたのですから，わたしたちにこう言うことがお
できになります。「わたしについてきなさい。」

（マタイ4：19）  「わたしのいましめを守るべ
きである。」（ヨハネ14：15）  イエスの求め
が過大な要求に思えるとしたら，それは，わ
たしたちがキリストの視点で物を見ていない
ためではないでしょうか。イエスが自分にど
うなるよう望んでおられるのかが，わたしたち
にはまだ理解できていません。

十二使徒定員会のダリン・Ｈ・オークス長
老はこう言っています。「犯した罪を悔いる
人は，自分の罪のために苦しみますが，この
苦しみには罰や代価の支払いとは異なる目的
があります。それは，変わるということです

（The Lord’s Way〔1991年〕，223，強調は原
文のまま）。」この言葉を，ピアノを練習する
子供に当てはめてみましょう。子供はピアノ
を練習しなければなりませんが，その目的は
罰や負債の返済ではありません。変わるた
めに練習しているのです。

贖
しょく

罪
ざい

の奇跡が行われたのは，単にわたした
ちが死んでからも生きられるようになるため
ではなく，より豊かに生きられるようになるた
めです（ヨハネ10：10 参照）。贖罪の奇跡が
行われたのは，単に清められ，癒

いや

されるためで
はなく，変わるためです（ローマ 8 章参照）。
清くない者は神とともに住むことができない
と，聖文にはっきりと書いてありますが（アル
マ40：26 参照），変わらない者には，神とと
もに住みたいという望みすらありません。

贖罪の奇跡は，単に神のもとに戻れること
ではなく，神のもとで心地よく感じられるとい
う奇跡です。天の御父と御子が信仰と悔い
改めを要求なさらなかったとしたら，だれも
変わろうとは望まなかったでしょう。信仰を
持つことも悔い改めることもなしに生きるこ
とを選んでいる家族や友人について考えてみ
ましょう。彼らは変わりたいとは思いません。
罪を捨てて神に親しもうとはしていません。
逆に，神を捨てて，罪に親しもうとしています。
御父と御子が聖約を交わすようお求めにな 
らず，聖霊の賜

たま

物
もの

を授けてくださらなかった

恵みが理解できると， 
キリストの贖

しょく

罪
ざい

の祝福は 
途切れることがなく， 
キリストの力は 
わたしたちの弱いところに 
完全に現れることが 
分かってきます。
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としたら，変わるすべはなかったで
しょう。主の力が頂けないとしたら，
変わろうという意思があっても，永遠
に変わることはできません。天の御父
と御子が最後まで堪え忍ぶようお求め
にならなかったとしたら，時間をかけ
てこのような変化を自分のものにする
ことはなかったはずです。変わったと
しても，それはいつまでたっても表面
的な見せかけの変化でしかなく，内側
までもが変わってその変化が自分の
一部となり，自分のものとなることはな
かっただろうと思われます。端的に言
えば，イエスが訓練しなさいとおっしゃ
らなかったなら，わたしたちが聖徒に
なることなど，決してなかったのです。

恵みによる助け
「でも，訓練がどれほどつらいか，分

からないのですか。わたしはピアノが
あまり上手ではありません。間違えて
ばかりいます。いつまでたってもちゃん
と弾けるようにはなりませんよ。」  いえ，
待ってください。すべてが学ぶ過程な
のではないですか。子供が間違った
音を弾いても，ピアノを練習し続ける
資格がないと言う人はいません。子
供に期待するのは失敗なく弾くことで
はありません。ひたすら努力し続ける
ことです。完璧に弾けるようになるこ
とは究極の目標かもしれませんが，良
い方向に進歩していれば，とりあえず
満足することができます。このような
考え方が，ピアノの練習については理
解しやすいのに，霊的な学習につい
て理解しにくいのはなぜでしょうか。

あまりにも多くの人が自分の至らな
さを常に感じて教会を去っています。
努力したにもかかわらず，あまりよくで
きないと絶えず感じてきた人たちです。
このような人たちには，「恵み」が理解
できていません。

完全な者になるか，諦めるか。この
二つの選択肢しかないはずはありま

せん。ピアノを習うとしたら，カーネ
ギーホールで演奏するか，ピアノをや
めるしかないのでしょうか。そんなこ
とはありません。進歩成長には時間
がかかります。学習には時間がかか
るのです。恵みについて理解すれば，
神が長く堪え忍ぶ御方であられ，変わ
るというのは一連の過程であり，悔い
改めは生活の中で常に繰り返される
ものであることが分かります。恵みが
理解できると，キリストの贖罪の祝福
は途切れることがなく，キリストの力
はわたしたちの弱いところに完全に
現れることが分かってきます（2 コリ
ント12：9 参照）。恵みが理解できる
と，教義と聖約にあるように，「〔わた
したち〕が完全になるまで忍耐し続
け」ることができるようになるのです

（教義と聖約 67：13）。
恵みとは，ガソリンがなくなったとき

に作動する補助エンジンのようなもの
ではありません。むしろ，常にわたし
たちのエネルギー源になるものです。

キーポイント
• 人はキリストの恵みによって

救われる。キリストは，わたし

たちの罪の代価を払ってくだ

さった。

• 人は悔い改めて戒めを守るな

どの努力をするだけでは救わ

れない。それらは人が変われ

るように救い主が定められた

条件なのである。

• 神の恵みとは，人がすべての欠

点を克服できるよう助ける神

の力であり，いつでも頂くこと

ができる。

トンネルの向こうに見える光ではなく，
トンネルを抜けるまで照らしてくれる
光なのです。恵みとは，いつかその 
うちに頂けるものではなく，今ここで
受け取るものなのです。

恵みは十分である
キリストの恵みは十分なものです

（エテル12：27；教義と聖約17：8  
参照）。わたしたちの負債を払うのに
十分であり，わたしたちが変わるため
に十分であり，変わるのにどれほど時
間がかかろうと，それを助けるために
十分なのです。モルモン書には，「聖
なるメシヤの功徳と憐

あわ

れみと恵みに」
ひたすら頼りなさいという教えがあり
ます（2 ニーファイ2：8）。これらに
ひたすら頼ると，あるキリスト教徒た
ちが考えるように，キリストは人に何
もお求めにならないわけではないこと
が分かってきます。むしろ，キリスト
が人に多くをお求めになる理由が分
かり，お求めになることがすべてでき
るようわたしたちを強めてくださること
も理解できるようになります（ピリピ
4：13 参照）。 恵みとは，神が高い
期待をお持ちでないことの証拠では
なく，神の力が存在することを表すも
のなのです（ルカ1：37 参照）。

神の恵みは十分です。キリストの恵
みも十分です。十二分にあるのです。
これさえあれば大丈夫です。やめない
でください。努力し続けてください。
逃げ道や言い訳を探さないでください。
主と，主の完全な力を求めてください。
人のせいにしないでください。助けて
くれる人を探してください。キリストを
求めてください。キリストを求めるな
らば，人に能力を授ける力と神の助け，
つまり主の驚くべき恵みを感じるよう
になるでしょう。■
2011年 7月12日にブリガム・ヤング大学で開かれ
たディボーショナルでの説教を基に書かれました。
全文〔英語〕は speeches.byu.edu からご覧いただ
けます。
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戒めは，わたしたちが心から望んでいること， 
またわたしたちを愛しておられる天の御父が 
わたしたちの益となるよう望んでおられることを， 
制限するのではなく，むしろ実現するために 
与えられたものです。

十二使徒定員会
D・トッド・ 
クリストファーソン長老

幸福への

階  段
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時として，戒めは人生をやや
こしくし，人生の機会や幸
福あるいは喜びを取り去る

制約または制限と考え，困惑する人が
います。しかし，実際のところ，戒め
はわたしたちを守り，幸福へと導いて
くれるものなのです。戒めは，わたし
たちが心から望んでいること，またわ
たしたちを愛しておられる天の御父が
わたしたちの益となるよう望んでおら
れることを，制限するのではなく，む
しろ実現する，すなわち現世でも来世
でもそれを獲得するために与えられた
ものなのです。

戒めは一続きの階段のようなもの 
です。一段一段がそれぞれの戒めを
象徴していると言えます。一つずつ戒
めを守るごとに，一段ずつ階段を上る
ことができます。戒めの本質をよく理
解すれば，より多くの戒めを求めるよ
うになります。戒めは嫌だと感じなく
なります。より多く成長するために，よ
り多くの戒めを求めるようになります。
わたしたちを愛しておられる天の御父

をををややややややややや
会会会会会やややや幸や幸幸幸幸幸

取取り取取り去去去去る去るるるる去る
すすする人る人人人がががががが
ろろろ，戒，戒戒戒めめめめめめ
導い導いいいててててててて
わたわたたたしししししし
またまたたたわわわわわわ
御父御父父父父父父父がががががががががが

んんでおおららら
ななく，，むむむ
ででも来来来来世世
ええらられれたた

なももな のの
戒戒めめををめ

つずつつ戒戒戒戒
段段を上を上上上上るるるるるる
ををよく理理理理
求求めるるよよ
感感じななく
めめに，よよ
りまますす。す。す

天天天の御の御父父父父

は，わたしたちの望みに応じて戒めを
お与えになります。わたしたちが望め
ば，御父は，わたしたちの成長を促す
ために，より多くの戒めをお与えになる
のです。

ですから，若人の皆さん，どうぞ戒
めについて不平を言わないでください。

「もうこれ以上は要りません」などと 
言わず，むしろこう言ってください。

「ええ，もっと下さい。成長し，幸福に
なり，天の御父のようになるのがわた
しの望みなのです。戒めはそのため
の方法を示してくれます。わたしの前
に道を開いてくれます。また，罪悪や
幸福を破壊する事柄からわたしを
守ってくれます。命そのものを守って
くれることさえあります。」

皆さんが確信を持つようにと願って
います。わたしたちは，たとえ一人だけ
でそうしなければならないように思えて
も，戒めを守るために必要なことはすべ
て行わなければならないのです。■

2011年 11月，アルゼンチンのサルタで行われた 
青少年を対象とする説教からの抜粋

このテーマについて詳しくは，トーマス・S・モンソン「従順は祝福をもたらす」『リアホナ』2013 年 5月号，89

および L・トム・ペリー「律法への従順は自由をもたらす」『リアホナ』2013年 5月号，86を参照してください。

9 月の神権定員会，若い女性，日曜学校
のクラスでは戒めについて学びます。

同世代の人々が守るのに苦労している幾つか
の戒めについて考えるとよいでしょう。あな
た，あるいはほかの会員は，それらの戒めに
従うことでどのような祝福を受けてきたで
しょうか。周囲の人々にそれらの祝福に関す
る証

あかし

を伝える方法について，意見を出し合い
ます。何を言うべきか，またそれをいつ言うべ
きか知るために御

み

霊
たま

の導きに従います。家庭
の夕べで幾つかの例を実演するか，日曜学校
のレッスンで証を分かち合うとよいでしょう。

日曜日のレッスン今月のテーマ―戒　め

話し合いに参加する
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アビーは学校のダンスパー
ティーに行くのを楽しみに
しています。でも，自分の

新しいドレスが，もう少し友達が着る
ドレスのようだったらいいなと思って
います。袖なしのドレスを着る友人は，
地味なドレスを着ている自分よりも 
魅力的でおしゃれな感じがすると思う
からです。友人のようなドレスでなけ
れば，自分は逆に目立ってしまうので
はないかと心配しています。

ある夜のこと，ネートは友人と遊ん
でいます。そのとき友人の一人が缶
ビールを何缶か取り出し，飲めよと
言って皆に回します。最初は，「できな
い」と言って断ります。友人は笑い出
し，ばかにします。ネートは友人から
つまらないと思われたくありません。
友人に笑われないようにという，ただ
それだけの理由で，何口かだけ飲もう
かと考えます。

このような状況はよくあることでは
ないでしょうか。人生の岐路に立つ
のは，アビーやネートに限ったことで
はありません。分かれ道のように自分
たちの前に異なる選択を突きつけら
れるのです。このような難しく大切な
決定の瞬間に，わたしたちは特異な存
在になりたくないという気持ちから，
自分の信じることを貫くことに恐れを
感じることがあります。

大きく広々とした建物は 
何がそれほどすばらしいのでしょうか

アビーやネートは，リーハイの命の
木の示現で語られている困難の幾つ
かをじかに経験しているのです。この
示現を通して，人々がまっすぐで狭い
道からそれるおもな理由のうち二つ
が分かります。一つは誘惑によって 
目をくらまされるため（1ニーファイ8：
23；12：17 参照），もう一つは大きく
て広 と々した建物にいる人々にあざけ
り笑われるのが恥ずかしいと思うため
です（1ニーファイ8：26－28 参照）。
これら二つの側面からリーハイの示現
を吟味し，それらをよりよく理解する
だけでなく，それらを通じて正しいこと
を擁護し，特異な存在になる力が得ら
れるかどうか確かめましょう。

この道を歩む
世の誘惑に関する問題は，それが

実に魅力的 だということではないで
しょうか。スペンサー・W・キンボー
ル大管長（1895－1985 年）は次のよ
うに語っています。「一体だれが罪は
楽しくないと言ったでしょうか。……
罪は魅力的で好ましいのです。……
罪を犯すのは簡単で，愉快な仲間が
大勢いるのです。」1

認めたくはないのですが，ほかの道
の多くはなかなか魅力的に見えます。
突然，刺激的な方向にそれる道が 
あるかと思えば，福音の道と並行して

いるように見えながらも，ごくわずか
な曲線を描いて曲がる道もあります。
魅力的な赤いじゅうたんが敷かれて
いて，拍手の音が鳴り響く道もあれ
ば，金や宝石が敷き詰められたように
見える道もあります。

大きくて広々とした建物の魅力も，
そのような道とよく似ています。何と
言っても，そこには世界中で最も裕福
で，最も人気があり，最も魅力的で， 
最も権力のある人々が住んでいるの
です！ そのような人々とのつきあい，
そのような人 と々同じような振る舞い
や服装を望まない人が果たしているで
しょうか。そのような人たちは，普通，
福音の道にとどまろうと努力している
わたしたちよりも，はるかに楽しい時
間を過ごしているように見えます。

わたしたちの友人アビーとまったく
同様，わたしたちも大きくて広 と々した
建物の住民に注意を向ければ向ける
ほど，嫉

しっ

妬
と

心を抱いたり，欲求不満に
なったり，あるいは腹を立てたりする
ことさえあるかもしれません。わたし
たちが命の木へと続く道にとどまろう
と努力している一方で，あの人たちは
あれほどたくさんの良いものに恵まれて
いる，これは不公平ではないかと思う
かもしれません。

人々を福音の道からそらす最良の
方法の一つは，言葉巧みに人々を操

デニス・C・ガーント
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／
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世の人々から，自分たちの方法が優れていると言われたときに， 
堅く立って福音の真理に従った生活を送る勇気を持ってください。
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り，この道はつらく，退屈で，古くさいからとど
まれないと思い込ませることです。このこと
をサタンはよく承知しています。サタンは，わ
たしたちがほかのどの道を選ぶかには関心は
ありません。とにかくほかの道であって，福
音の道でなければいいのです。

「その実はどんな味がしますか。」
忠実な人 を々あざけり笑うのは，大きくて広々

とした建物の住民が大好きなことです。トーマ
ス・S・モンソン大管長は次のように語ってい
ます。「著名人や，……世の注目を浴びている
人が，宗教全般を馬鹿にしたり，時にはとりわ
けこの教会を嘲

ちょう

笑
しょう

の的にしたりする傾向がだ
んだん強くなってきています。」2

面と向かってであれインターネット上であれ，
どこへ行っても，身近なところに大きくて広々
とした建物があり，その窓が開いていて，そこ
からわたしたちの大切にしているものを指差
して笑おうと待ち構えている人がいるかのよ
うに見えます。わたしたちは恐らくだれもが，
その時々において，このように嘲笑されること
を経験したことがあるでしょう。しかも，これ
には非常な苦痛を伴うことがあるのです。キリ
ストのような態度で応じなければならないと
分かってはいますが，そう簡単にいくとは限り
ません。だれも笑われたくありませんし，心か
ら信じているものをけなされたくありません。
しかし，「できない。モルモンだから」といっ
たような言葉で応じた結果，ネートのように，
周りの人から大笑いされることがあるのです。

「わたしは……できない。」
あざけり笑う人は，できないという言葉に

焦点を当てる傾向があるということに気づき
ましたか。次のような例がそうです。「どうし
てこれを飲むことができないの ?」，「どうして
日曜日の買い物に一緒に行くことができない
の ?」，「どうして婚前交渉をすることができな
いの ?」

このようにできないという言葉に焦点を当
てられると無力感を覚えることがあります。

自分たちは弱くて，意気地なしのように思える
ことがあります。楽しいことが一切できない
ように人を縛りつける冷たい，神の無力な犠牲
者であるかのように思えることがあるのです。

この方法はずっと昔から存在しました。実際，
サタンはこの方法を世の初めから使っている
のです。神がアダムとエバをエデンの園に置
かれたときに，神はこう言われました。「あな
たは園のどの木からでも心のままに取って食
べてよろしい。」（モーセ 3：16）  「どの木」と
いう言葉が制限のように聞こえるでしょうか。
神はアダムとエバに，善悪を知る木から取って
食べることによって生じる具体的な結果につ
いては語られましたが，二人を物理的に制限
するようなことはなさいませんでした。園全体
が二人のものであり，こう告げられたのです。

「あなたは自分で選ぶことができる。それは
あなたに任されているからである。」（モーセ
3：17）  これは自由が与えられたということ
ではないでしょうか！

ですから，サタンがやって来て，こう言うの
は興味深いことです。「園のどの木からも
取って食べてはならないと，ほんとうに神が言
われたのですか。」（モーセ4：7）  事実，サタ
ンは，大きくて広 と々した建物の窓から発せら
れるあのあざけり笑う口調で，「どうしてその
木の実を取って食べることができないのか」
と問いかけているのです。神が結果を付され
た一つのことに焦点を当て，神がまるでアダム
とエバから自由を取り上げたいと思っておら
れるかのような言い方をしています。サタンは
神の言葉を歪

わい

曲
きょく

し，二人を説得して神ではな
く自分に従わせるためにうそをついているの 
です。結局のところ，その実を食べることは
最初から計画の一部でした。そして，神は， 
アダムとエバ，そしてすべての子供たちが成長
して神のみもとに帰る機会を与えるために 
救い主を備えられました。

「わたしはやらない！」
「わたしはできない。モルモンだから」と言う

ときのわたしたちの真意は一体何でしょうか。

信じることを貫く

信じるところを擁護するこ

とについてのビデオを視

聴し，標準を守ることを選択する

理由について若人から聞くには，

youth.lds.org にアクセスし，主

要なビデオ（英語，ポルトガル

語，スペイン語で視聴できる）の

中の「一人でも気高く立ち」およ

び「清くなる選択をします」〔こ

のビデオは日本語でも視聴可

能〕を検索してください。
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ほんとうは「できたらいいのに。モル
モンでなければ，文句なしにやるんだ
けど」と言っているのでしょうか。以
前，自分が教会員でなければやりたい
と思っているすべてのことについて，
冗談交じりで話す友人がいました。
問題は，時々，その友人が冗談で言っ
ているのかどうか分からなくなったこ
とです。
できないややらないに焦点を当て

るよりも，むしろやらないという言葉
を使うならば，はるかに良い気持ちが
します。できないではなくやらないと
いう言葉を使うことによって，言い回
しの焦点が変わり，わたしたちには自
分で選ぶ特権が与えられているという
ことが明らかになります。「やらない」
と言うことによって，わたしたちは次の
ように言っていることになるのです。

「わたしはそうしないことを選んでいる
のです。盲従しているからでもなく，
制限されているからでもありません。

選択の自由と説明責任があることを信
じ，正しいことをしたいと望んでいる
からなのです。わたしは作用されるの
ではなく，作用することを選んでいるの
です。」（2 ニーファイ2：14，26 参照）
「できない」の代わりに「やらない」

という言葉を使うのは，とてつもなく
勇敢な行為です。群衆に従って様々な
道を進むのに勇気は必要ありません。
それはだれにでもできることです。真
理を擁護することは真の信仰の現れ
です。世の中で特異な存在になるに
は真の勇気が必要です。わたしたち
はほんとうの意味で選択の自由を行
使し，自分で考えるのです。大きくて
広 と々した建物に住む人々は，いつも

「名前のない群衆」，「顔のない集団」
と称されます。結局のところ，そのよう
な人々の言葉は，空虚で無意味です。
信仰をもって選択の自由を行使する 
ことにより，わたしたちはリーハイや
彼の家族の中でも雄 し々く忠実な人々

のように，勇気をもってこう言うことが
できます。「わたしたちは，彼らのこと
を気に留めなかった。」（1ニーファイ
8：33）
ますます邪悪になっていくこの世に

あって，堅く立ち，福音の道を歩む
人々は，確かに目立ちます。しかし，
彼らは孤立していません。トーマス・
S・モンソン大管長は次のように呼び
かけているからです。「わたしたちが
勇敢であり，信じるところを擁護する
備えができますように。独りで立たな
ければならないときは，天の御父とと
もに立つならば決して独りではないと
いう真実に励まされ，勇気をもってそ
うすることができますように。」3 ■
著者はアメリカ合衆国ユタ州に住んでいます。

注
 1. スペンサー・W・キンボール，Faith Precedes the 

Miracle（1972 年），229
 2. トーマス・S・モンソン「一人でも気高く立ち」『リア

ホナ』2011年 11月号，60
 3. トーマス・S・モンソン「一人でも気高く立ち」『リア

ホナ』2011年 11月号，67

選ぶ力

「人の子らは堕落から贖
あがな

われている
ので，すでにとこしえに自由となり，善
悪を知るようになっている。彼らは，
……思いのままに行動することがで
き，強いられることはないのである。」
（2ニーファイ2：26）
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友人の光となる
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わたしは人生の初めの12 年
間，同じ友人たちとともに
成長しました。わたしたち

は近所同士でした。同じ学校に行き，
互いの誕生パーティーに出席しました。
彼らの家で食事をしたこともあれば，
彼らが我が家で食事をしたこともあ
り，皆で楽しい時間を過ごしました。
しかし，10 代になってから，様子が変
わり始めました。友人たちは教会員
ではありませんでした。彼らは下品な
言葉を口にし，タバコを吸い，アル
コールを飲みました。純潔の律法に
関する考え方もわたしとはまったく違
いました。

わたしはこの問題について慎重に
考え，どうすればいいか父と相談しま
した。父はこう言いました。「自分で
決めるんだね。あの親友たちはお前
とは違うんだ。昔は分からなかった
だけだよ。でも，今は分かるだろう。
とても大きな違いがあるって。」

わたしは父の助言を信頼しました。
友人たちはわたしが教会員であると
知っていました。ですから，わたしが
彼らの行く所にはどこでも行くという
ようなことはしないと決めたことにつ
いて，彼らは理解してくれました。友
人であることに変わりはありませんで
したが，最終的には，一緒に過ごす時
間がだんだん減っていきました。

友人たちと別れるのはつらいと思
いましたが，生活の中で福音の原則を
守り続けることは大切だと知っていま
した。アルマは息子たちに神を信じ
る信仰を持つようにと教えましたが，
わたしはそのときアルマが息子たちに

与えた勧告について考えました。こう
書かれています。「神に頼る者は，試
練……の中にあって支えられ〔る〕。」

（アルマ 36：3）
このつらい時期を乗り越えるのに

助けとなったのは，ミューチャルを含
め，毎週，教会の活動に参加すること
でした。また，ダンスやスポーツ，ユー
スカンファレンスなどで，いつも忙しく
過ごしました。

教会員ではない新しい友人ができ
ました。彼からパーティーに来ないか
と誘われることがありました。こうし
たパーティーはミューチャルと同じ日
に行われたので，「悪いな，行きたいけ
ど，ほかに用事があるんだ」と言って
断りました。

何をしているのかと尋ねられました。
「ミューチャルに行くところだよ」と答
えました。

今度は「ミューチャルって何」と聞
かれました。

わたしは，ミューチャルでは楽しい活
動がたくさんあり，自分は会長会の顧
問として奉仕していると説明しました。
パーティーへの招待を3度断ったとき
に，彼はこう言いました。「ミューチャル
に招待してよ。」

そういうわけで，彼はわたしと一緒
に教会へ来てくれました。そして宣教
師からレッスンを受け，最終的には，
バプテスマを受けたのです。

今決心をし，友人の光となるよう皆さ
んに勧めます。皆さんにできることの
一つは，セミナリーに出席することです。
皆さんのセミナリー教師は，自分の務
めを果たしています。たくさんの労力
を払って，皆さんのためにレッスンを
準備してくれます。セミナリーは皆さ
んが自分の務めを果たすとき，さらに

大きな祝福となります。読書課題を 
読み，祈り，断食し，教えを受け，それ
を受け入れるのです。学びは教師と
生徒の双方が自分の務めを果たすと
きに起こります。

高校生のとき，友人の一人がわたし
をパーティーに誘い，こう言いました。

「車を借りてもいいかぼくのお父さんに
聞きに行こう。」  彼のお父さんは息子
に車を貸したくありませんでした。 
そこで，彼はわたしを見て，こう言いま
した。「よし，車を貸してあげよう。た
だし，運転はベンハミンがすること。」

この男性は，わたしの家族とわたし
が教会員であり，アルコールを飲まな
いこと，またわたしが安全運転をする
ことを知っていたのです。

友人の父親が取った行動を通して，
わたしは両親の教えと模範に感謝し
ました。我が家では家庭の夕べを開
いたり，家族で祈ったりしていました。
日曜日は家族にとって休息の日で 
した。このような活動をすることで，
福音を行動に表し，しかもとても楽し
い時間を過ごしました。父は，日曜日
の午後，福音について語り合うため
に，よく我が家にほかの人々を招待し
ました。一緒に食事をし，福音につい
て語り合い，ともに親睦を図りました。

将来の強い家族を築くために，今，
準備してください。積極的に福音に 
ついて学ぶときに準備することができ
ます。神を信頼しているならば，毎
日，熱心に祈り，聖文を読み，自らを
清く保ち，『神への務め』や『成長する
わたし』に取り組んでください。そう
することによって，有害な影響から守
られ，友人の光となり，喜びに満ちた
人生を送ることができます。■

七十人
ベンハミン・ 
デ・オヨス長老
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そこが知りたい

　　　わたしの国では， 

　ある人と一度デートをすると， 

ボーイフレンドあるいは 

　　　ガールフレンドと見なされます。 

どうすれば軽薄なあるいは
　不誠実な人間と
　　評価されることなく，
　　　　　いろいろな人と気軽に 

　　　デートできるでしょうか。
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重大な健康問題や医療的な制限があると，宣教師の務めを効果的に行うこと
ができず，同僚の働きにも良くない影響を与えかねません。通常，そのような

人々は伝道に出ません。例えば，車いすや松葉杖
づえ

が必要で，介助がなければ日常
生活を営めない人は伝道に出ることは勧められていません。また，過度の肥満が
ある場合も，伝道中の過酷な日課をこなすのが非常に難しいことがあるため，神権
指導者は宣教師として推薦する前に減量を勧めることがあります。総合的な健康
に関して一つの指標となることは，一日に難なく9 キロ歩けるかどうかということ
です。

これらに関して質問がある場合は，ビショップや支部会長に答えと導きを仰ぐこと
ができます。■

し収し収し収し収し収し収し収し収し収し収し収し収し収し収収し収し収し収し収収収入源入源入源入源入源入源入源入入源入源入源入入源入源入入源源源と献と献と献と献と献と献と献と献と献と献と献と献献献献とと献金し金し金し金し金し金し金し金し金し金し金金し金し金したいたたいたいいたいたいたいたたいたいたいい気持気持気持気持気持気持気持気持気持持気持気持気持気 ちちちちちちちちちちち
があがあががあがあがあがあがあがあがあがあがあがあればればればればればればればればばればばればばば，ど，ど，ど，どど，ど，ど，どどどどどどの年の年の年の年の年の年の年年の年の年年の年の年の年齢で齢で齢で齢で齢で齢で齢で齢で齢で齢で齢ででで齢齢齢 も断も断も断も断断も断も断断も断も断も断も断も断断断断断も断も断もも 食食食食食食食食食食食食食食食食食食食

献金献金献金献金献金献金献金献金献金献金献金献献金献献金献金献金金金金金金金金献 を納を納を納を納を納を納を納を納を納納納納納を納納を納納納納納納納納納め始め始め始め始め始め始め始め始め始めめめめ始め始め始め始始始めるめめるめるめるめるめるめるめるめるめめるめめるめめめ ことことことことことこことことここととがでがでがでがでがでがでがでがでがでがでがでががででがでがががでがでがでがでできまきまきまきまきまきまきまきままきままままきき す。す。す。す。す。す。す。す。すすすす。すすす もももももももももももももも
ちろちろちろちろちちろちろちろろちろろちろちちちちちちちろろちろん，ん，ん，んんん，んん，ん，ん，ん，ん，ん 収入収入収入収収入収入収入収収入収入収入収入収入収入入入収収入入収収入収入収入収収 があがあがあがあがあがあがあがあがあががあがあがががあがあがああったったったったったたったったったったったたったったっっったったたたたったったっ ときときときときときときときときときききときとときととときととときにはにはにはにはにはにはにににはにはににはにはにはにははににににには什什什什什什什什什什什什什什什

じゅうじゅうじゅうじじゅうじゅうじゅうゅうゅうゅじゅじゅじ う

分分分分分分分分分分分分分分分分
ぶんぶぶんぶんぶんぶんんぶんぶんぶんぶ

のののののののののののの
一を一を一を一を一を一を一一を一を一を一ををを一を一ををを納め納め納め納めめめ納め納め納め納め納め納め納め納めめ納め納め納納め納めめ納め納納めめるよるよるよるよるよるよるよるよるよるよるるるるよるよるよるよるよるよるるるるよう主う主う主う主主う主う主う主う主うう主う主う主う主主う主主主主主主主は命は命は命は命は命は命は命は命命は命命は命は命ははは命命は命は命命は命じてじてじてじてじてじてじてじてじてじててじてじじ おらおらおおらおおらおらおらおらおらおらおらおられまれまれまれまれまれまれまままれまれまれまれまれままれまれ す。す。す。す。す。す。す。すすす。すす。すす。
さらさらさらさらさららささらさららさらさささらさらららに，に，にににに，に，に，ににに，に，にに，「断「断「断「断「断断断断断「断断断断断断「断「断「断「断「「「断「断断断食日食日食日食日食日食日食日食日食日食食食日食日食日食日食日食日食日食食日食食日食食食 適の適の適の適の適の適の適の適の適の適の適の適適適適適適切な切な切な切な切な切な切な切な切な切切切な切な切な切な切切切切な切な守り守り守守守り守り守り守り守り守守り守り守守り守守守守り守り方方と方方と方方と方とと方と方と方とと方とととととと方 は，は，はは，は，は，は，は，は，は，は
…………………………………………………助け助け助け助け助け助け助け助け助助け助けけ助けけ助助助助けけけけけけ助 の必の必の必の必の必の必の必の必必必の必の必の必のの必の必必必の必の必必の必必要要な要な要な要な要な要な要な要な要な要要な要な要要要な要要要な人々人人々人人々人々人々人々人人々人々々々人人々人々人人人人々の世の世の世の世の世の世の世ののの世世の世ののの世世話に話話に話に話に話に話に話話話に話に話に話話にに話話話話に役立役役立役立役立役立役立役立役役役立役役立役役 てててててててててててて
るたるたるたるたるたるたるたるたたるたるたたたるるるたるたたるたたるる めにめにめにめめめにめにめにめにめにめめにめにめめにに惜し惜し惜し惜し惜し惜惜し惜し惜し惜し惜しし惜し惜し惜惜し惜し惜惜し惜惜しみみなみなみなみみなみなみなみなみなみなみなみなみなみみなみみなく断く断く断く断く断く断く断断く断く断く断断断く断断く断断断断断断食食食食献食献食献食献食献食献食献食食食食食献食献食食献食献食食食献金を金金金金を金金金をを金金を金を金を金を金金をを金をを金をををを金ををささささささささささささささささささささささささささささささげげげげげげげげげげげげ
るこるこるこるこるこるこるこるこるこるこるこるこるここここるるるることでとでとでとでととでとでとでとででとでとでとででとでとでと す。す。す。す。す。すす。すす。すす。すす。すすす。す。」（」（」（」（」（」（」（」（（」（（（」（」（」」（『若『若『若『若『若『若若『若『若『若若若若『若若若若『若人の人の人の人の人の人の人の人の人の人の人の人の人の人の人のの強さ強さ強さ強さ強さ強さ強さ強さ強さ強さ強さ強さ強さ強さ強さ強強さ強強強強 のたのたのたのたのたのたのたのたのたのたのたのたのたのたのたたたの めにめにめにめにめにめにめにめにめにめにめにめめにににに』』』』』』』』』』』

〔〔小〔小〔小〔小〔小〔小〔小〔小〔小〔小〔小〔小〔小〔小小小小小小冊子冊子冊子冊子冊冊子冊子冊子冊子冊子冊冊子冊子冊子冊子冊冊子冊子冊子冊冊冊冊子，2，22，2，22，2，2，222，22222222010100101010101000101010010011年1年1年年1年1年1年1年年1年1年1年年1年1年年年1年年年年年年年1年年年年年〕3〕3〕33〕3〕3〕3〕3〕3〕3〕3〕3〕3〕3〕〕〕〕〕〕3〕39）9）9）9）9）9）9）9）99）9）9）9）9）999）））     家族家族家族家族家族家族族家族家族家族家族族家族家家家家家族家族族族族で毎で毎で毎で毎で毎で毎で毎で毎で毎で毎毎で毎毎で毎で毎毎毎毎で毎毎毎月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
断食断食断食断食断食断食断食断食断食断食断食食食断食断食断食断食断断食するするするするするするするするするするするするするするするするるするるすす ときときとときときときときときとききときときとききときときときききききに促に促に促に促に促に促に促に促に促に促に促に促にに促促促促促に促促促促促促促促促に促しをしをしをしをしをしをしをしをしをしをしをしをしをしをしをしをししししをししししを受け受け受け受け受け受け受け受け受け受け受けけけけけ受け受受受受受けてもてもてもてもてもてもてもてもてもてもてもてもてもててててもててててもて ，両，両，両，両，両，両，両，両両，両，両両，両両両両両両両両，両親親親親親親親親親親親親親親親親親親
が家が家が家が家家が家が家が家が家が家が家家が家家が家が家が家が家が家が家ががが家家族の族の族の族の族の族の族の族の族の族の族の族の族の族のの族族 食費食費食費食費食費食費食費食費食費食費費食費食食費食費費食費食費食食費食食食食費費費を出を出を出を出を出を出を出を出を出を出をを出を出出ををを出出出してしてしてしてしてしてしてしてしてしてしてしてしてしてしてしてしてししてているいるいるいるいるいるいるいるいるいるいるるいるいるるるいいるからからからからからからからからからからからからかかららからからかからかか 自分自自自分自分自分自分自分自分分分分自自自自分分自分自分自分分自自自分自自
は献ははははは献は献は献献献献は献は献は献は献はは献献献は献献は献は献は献は献は 金し金し金し金し金し金し金し金し金し金し金し金し金し金金金し金しししてててはてはてはてはてはてははてははてははてはてはてはててててははててはてててててて いけいけいけいけいけいけいいけいけいけいけけいいけいいいいけいけけないないないないないないないないないないないないないないないいいいいいいなないいいいいな といといといといといといといといといといといといといとといいといと うわうわうわうわうわうわうわわわわうわうわわわわわうわうわうわううわうわうわわわうう けでけでけでけでけでけでけでけでけけでけででででででででででははははははははははははははははは
ありありありありありあありありありありありありありありありりりああありありあ ませませまませませませせませませませせせせせませせませませませませせせせませせませせん。んん。ん。ん。ん。ん。ん。んん。んんん。ん。んん。んんんん。ん。んんん。たとたとたとたとたとたとたとたとたとたとたとたとたたとた ええあえあえあえあえあえあえあえあえあええあえあえあえあえあえ なたななたなたなたなたなたなたたたたたななたななたななななたたたたたたたなたなたなたたな が若が若が若が若が若が若が若が若若若若が若ががが若が若が若若がが若がが若がががが若が若が若くてくてくてくてくてくてくててくててくてくてくててくくくててててて
も，もも，も，も，も，も，もも，もももももも 献金献献金献金献金献金献金献金献金献金金献金献金金献金金献金金献献金献献献金献金額に額に額に額に額に額に額に額に額額に額に額に額に額に額に額に額額 関係関係関係関係関係関係関係関係関係係関係関係関係係関係関係関係係係関係関係関係関関関関 なくなくなくなくなくなくなくなくなくななくなくなくななくくくくくなくいちいちいちいちいちいちいちいちいちいいちちいちいちいちいちいちいちいちいちいいいい ばんばんばばばんばんんばんばばんんばんばばばばんばんばんばんばんばんんんんんば 大切大切大切大切大切大切大切大大切大切大切大切大大切大大切大大切大大切切切なななななななななななななななな
ことことことことことことことことこととことことことことことことここことは，は，は，は，はははは，は，は，は，ははは，あなあなあなあなあなあなああなあなあなあなあなあなあなあななあななああななたがたがたがたがたがたがたがたがたががたたがたがたたたがたがたがたがががた 主の主の主の主の主の主の主の主の主の主の主の主の主主の主の主主主主のの戒め戒め戒め戒め戒め戒め戒め戒めめめ戒め戒め戒め戒め戒め戒めめ戒めに従に従に従に従に従に従に従に従に従従ににに従ににに従に従ににに ってってってってってってってってってっててってっっ ，，，，，
無私無私無私無私無私無私無私無私無私無私無無私無私無私無私私無無無無 の思の思の思の思の思の思の思の思の思の思の思のののの思のの思の思思思思の いでいでいでいでいでいでいでいでいでいでいででいいでいででで人々人々人々人人々人々人々人々人々人々人々々人々々人々々々々人々人人 に祝に祝に祝に祝に祝に祝祝に祝祝にに祝祝に祝祝にににに祝祝祝祝福を福を福を福を福を福を福を福を福を福福を福を福福福をを福を福を福福を与え与え与え与え与え与え与え与え与え与え与え与与え与与ええ与え与え与与 ようようようよううようようようようよようよううようようううううととととととととととととととととと
してしてしてしてしてしてしてしてしてしてしてしてしててしてててしてしてているいるいいるいるいいるいるるるいるいるいいるいるいいるるいるるるるることことことこことこことことことことことことこことことことことことこここととこことですですですですですですですですですでですですででですですですすす。そ。そ。。そ。そ。そ。そそ。そそ。そそそそそ。 の犠の犠の犠の犠の犠犠の犠の犠犠の犠犠の犠の犠の犠の犠の犠犠の 牲は牲は牲は牲は牲は牲は牲は牲は牲はは牲牲牲は牲は牲は人々人々人人々人々人々人々人々人々人々人々人々人々だだだだだだだだだだだだだだだ
けでけけでけでけでけでけでけでけでけでででけでけでけでけでけけでけけ なくなくなくなくなくなくなくなくなくなななくくなくなくくくなくなくなくなくく，あ，あ，あ，あ，あ，あ，ああ，あ，あ，あああ，あああなたなたなたななたなたなたたなたなたなななたなたなたたなな 自身自身自身自身自自身自身自身自身自身自身自身自身身身自身自身自 にもにもにもにもにもにもにもにもにもににももにもも祝祝福祝福祝福祝福祝福祝福祝福祝福祝福祝福祝福祝福福福福福福福祝祝福福をもをもをもをもをををもをもをもをもをもをもをををををももをもををもたたたたたたたたたたたた
らすらすらすらすらすらすらすらすらすらすらすらららすらすすすすすらすでしでしでしでしでしでしでしでししでしでしでしでししでしででしで ょうょうょうょうょうょうょうょうょううょうょううょうょうょうううょ 。も。も。もも。も。も。も。も。も。も。。も。も。ももももし献し献し献し献献し献し献し献献し献し献献し献し献献しし献し 金を金を金を金を金を金を金を金を金金を金を金を金金を金金を金金を金 するするするするするすするするるするすすするするるすすするすすすするるるようようようようようようようようようようようようよううにににににににににににににに
霊感霊感霊感霊感霊霊感霊感霊霊感霊感霊感霊感感霊感霊霊霊霊感を受を受を受を受を受を受を受を受受を受を受を受を受受を受受受けけてけてけてけてけけてけててててけけてけけてててけけけ おりおりおりおおりおりおおりおりおおおりおりおりお ，実，実，実，実，実，実実実実，実実実実実実実，実際に際に際に際に際に際に際際際に際に際に際に際際際際に際際際際に際 献金献金献金献金献献金献金献金献金献金献献金金献金金献金金献金献金献献金献献金金するするするするするするするするするするするすす
能力能力能力能力力能力能力能能能能力能力力能力力力力力力がががあがあがあがあがあがあががあがあがあああがあああがあるのるるるのるのるのるるのるののるのるののるのののののならならならならなららならなららならなららなならならなららなら，両，両，両，両，両両両，両両両，両両両親に親に親に親に親に親に親にに親親に親に親に親に親に親に相談相談相談相談相談相談相談相談相談相談相談談相相相談相談してしてしてしてしてしてしてしてしてししててしししし ，，，
什分什分什分什分什分什分什分什分分什分分什分什分分什分什分什分分分分什什 のの一の一のの一の一の一の一の一の一の一ののの一ののの の献の献の献の献の献の献の献の献の献の献の献の献献の献の献の献献の献献献献献金金票金票金票金票金票金票金票金金票金票金票金金票金票票金金金票金票に書に書に書に書書に書に書に書に書に書に書書に書にに書書に書に書かれかれかれかれかれかれかれかれかれかれれれれか ていていていていていていていていいいていていていて る教る教る教る教る教る教る教る教る教る教教る教教
会の会の会の会の会の会の会の会の会の会の会の会の会会の会会会会会 そのそのそそのそのそのそのそのそのそそそそのそのそそのののそ 他の他の他の他の他の他の他の他の他の他の他のの他他の他他 基金基金基金基金基金基金基金基金基金金基金金金基金基基 に献に献にに献に献に献献に献に献に献に献献に献に献に献に献献金す金す金す金す金す金すす金すすす金す金す金す金すすすすすすするこるるこるこるるこるこるこるこるるるるこるこるこる とをとをとをとをとをとをとをとをととををををををと
検討検討検討検討検討検討検討検検討検討検検検討討検討検討検討討討討検 してしてしてしてしてててしてててしててしてししてしてしししし もよもよもよもよもよもよもよもよももよもももよももよもよいでいでいでいでいでいでいでいでででででいでいででしょしょしょしょしょしょしょししし う。う。う。う。う。う。う。う。う。う。う。う。■■■■■■■■■■■■■■■

フ
ォ
ト
イ
ラ
ス
ト/

マ
シ
ュ
ー
・
ラ
イ
ア
ー
。
硬
貨 ©

T
H
IN
K
S
T
O
C
K
/IS
T
O
C
K
P
H
O
T
O

若い女性は

　18 歳で家庭訪問教師になるのに，

若い男性はなぜ14 歳から

　　ホームティーチャーになるのですか。

断食献金や
その他の献金は

いつから納め始めるべき

　　　　　　　　 でしょうか。

伝道に出るための

　身体的な
　　健康条件は何でしょうか。
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だれかに「初等協会で何がいちばん
記憶に残っていますか」と聞くと，
よく「音楽です」という答えが返って

きます。初等協会の歌の歌詞は，わたしたち
の心の中に深く刻み込まれるので，忘れること
がありません。例えば，初等協会の歌には次
のようなものがあります。それぞれのフレーズ
を完成することができますか。
「わたしもなりたい……」
「お父様……」
「モルモン書の……」
それぞれの文章を完成させるのに，思わず

メロディーを口ずさんでしまったのではないで
しょうか。

そうだとしたら，恐らく，音楽がわたしたち
の感覚を高め，感情を動かし，記憶を生み出す
ものだからでしょう。若人が高揚感あふれる
音楽やダンスを発表する文化行事で，神殿の
奉献を祝うのもうなずけます。こうした行事は
「神にむかって喜び呼ばわ〔り〕」，「そのみ

名の栄光を歌〔う〕」のです（詩篇 66：
1－2）。

音楽はわたしたちにいつも影響を与える
『若人の強さのために』ではこう教えら

れています。「音楽はあなたの心，霊そ
して行動に大きな影響を与えます。」1  
音楽には，実に多くの点で，あなたの人
生を豊かにする力がありますが，危険性
も併せ持っています。トーマス・S・モン
ソン大管長はこう語っています。「音楽
は，皆さんがさらに天の御父に近づくうえ

で助けとなるものです。音楽は教え，教化し，
ひらめきを与え，きずなを強めるために活用 
することもできます。しかし，一方で，音楽は
テンポ，リズム，音の強さ，歌詞の内容などを
通して，霊的な感受性を鈍くすることもあり 
ます。不適切な音楽で自分の心を満たすよう
なことをしてはなりません。」2  また，歌詞を
注意して聞くかどうかは重要でないかもしれ
ませんが，メロディーに付けられる歌詞の多く
は，簡単に学び，簡単に覚えることができ 
ます。3  「どのような音楽を聞くか慎重に選

〔ぶ〕」4 よう警告されているのももっともな 
ことです。

マウス，音楽，そして学習
音楽の選択は仕事を完成したり，学習した

りする能力にも影響を与えることがあります。
二人の研究者が，マウスの神経系統に与える
メロディーとリズムの影響を研究し，その関連
性を調査しました。 8 週間にわたって，1番目
のグループのマウスはシュトラウスのワルツ

（非常に系統的で秩序だった音楽）を聞き 
続けました。 2 番目のグループは，継続的な
ドラムビートの形で不調和音を聞きました。
3 番目のグループは何の音も聞こえない状態
で飼育されました。

8週間がたち，マウスは迷路に置かれました。
そこで食物を探すのです。 2 番目のグループの
マウスは，方向感覚がないために迷子になり
ました。「学習に困難を来しているという明
らかな兆候」が見られました。研究を始めた
ころに比べ，食物を探すのにはるかに多くの

若 人 の 強 さ の た め に

中央初等協会会長
ローズマリー・M･ 
ウィクソム

マウスを使った実験で，音楽がそれを聞く人たちにどれほど大きな影響力を持っているか
が分かります。

音楽 の 影響力
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時間がかかりました。「不協和音に」
さらされたマウスは，「学習と記憶に
困難を来すのみならず，……脳細胞に
構造的な変化が起こる」ということが
分かりました。研究者の分析は大変
興味深いものです。「マウスは調和を
欠く騒音からこのような絶えざる攻撃
を受け，その埋め合わせをしようと 
していた。……マウスは，無秩序と
戦っていたのである。」5

効果的な学習をいつも妨げている
今
こん

日
にち

の音楽の一部に見られる「無秩序」
とは何でしょうか。（マウスの場合と
同様）それは音楽のリズムやビート，
あるいはそこで用いられる言葉や伝え
られるメッセージと関係があるかも 
しれません。十二使徒定員会会長の
ボイド・K・パッカー会長はこう語って
います。「社会は気づかないうちに 
変化しています。しかし，その力は大
きなものです。今の社会では，娯楽と
いう枠の中で受け入れられてしまう 
ものが増えています。その結果，今日
人気を集める音楽家たちが演奏する
音楽の多くは，心を和ませるよりも刺
激を与え，落ち着かせるより興奮させ
ることが目的となっているようです。」6

時間と御
み

霊
たま

にかかわる問題
有害なのは耳障りな音楽のリズムや

歌詞だけではありません。そのような
音楽を聴いていると，冷静に考えたり，

御霊に耳を傾けたりすることのできる
静かな時間が持てなくなるのです。
多くの人に愛読されているキリスト教
関連の小説，The Screwtape Letters
で，スクルーテイプという登場人物は
サタンの代表的存在であり，善人を悪の
道に導こうとします。スクルーテイプは
こう言います。「人間がわれわれ悪魔
の仕事について，自分たちの心の中に
外部から何かが注ぎ込まれること 
と考えているのは，こっけいきわまる
誤りだ。ほんとうのところ，われわれ
の最良の仕事がなされるのは，人間
の心のうちから何かを締め出しておく
ことに成功したときなのだから。」7  
実際のところ，サタンは必ずしもわた
したちの心を悪い思いで満たす必要
はないということ，御霊に関する事柄
にいつも焦点を当てさせないようにす
ることさえできればよいということを
知っているのです。「絶え間なく音楽
を聞いていると，考えたり，感じたり，
御霊の導きを受けたりするために 
必要な静かな時間が持てなくなるこ
とがあります。」8

わたしたちには常に御霊の導きが
必要です。だからこそ，どのような音
楽を聴き，どのようなダンスに参加す
るか，慎重に選ぶ必要があるのです。
御霊を導き手としてください。自分が
聞いている音楽，あるいは自分が置か
れている環境に疑問があれば，勇気を
もって行動してください。そうすれば，
御霊がともにいてくださいます。■

注
 1. 『若人の強さのために』（小冊子，2011年），22
 2. トーマス・S・モンソン，A Prophet’s Voice: 

Messages from Thomas S. Monson（2012 年），
77

 3. ジャック・R・クリスチャンソン，“Author’s criterion 
for picking music: does it encourage a proper 
life style?”Church News，1989 年 5 月 6 日，
5 からの引用を参照。

 4. 『若人の強さのために』，22
 5. リチャード・リップキン，“Jarring Music Takes 

Toll on Mice,”（『耳障りな音楽はマウスにとって
負担となる』）Insight，第 4 巻，14 項，1988 年
4 月 4日，58

 6. ボイド・K・パッカー「価値ある音楽，価値ある 
思い」『リアホナ』2008 年 4 月号，33

 7. C・S・ルイス，The Screwtape Letters（『悪魔
の手紙』〔日本語版〕）（1982 年），20

 8. 『若人の強さのために』23
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わたしは音楽が大好きで，音楽を聴いたり歌ったり
していないと，一日が物足りなく感じます。最近，
音楽に対する愛が別の形で深くなりました。また，

幾つかのことを学び，それがきっかけとなって，音楽に対する
考え方やその利用法が変わりました。

すべては次の聖文を読んだときから始まりました。主は 
こう語っておられます。「わたしは心の歌を喜ぶからである。
まことに，義人の歌はわたしへの祈りである。それに対する
答えとして，彼らの頭

こうべ

に祝福が注がれるであろう。」（教義と
聖約 25：12）  この聖句を読んだとき，わたしは母から教わった
ことを思い出しました。あるとき，賛美歌をふざけた態度で
歌っていると，母に注意されました。賛美歌は祈りであり，
ふさわしい態度で歌う必要があるというのです。この聖句は
賛美歌だけでなく，正しい望みを胸に抱いて歌うあらゆる 
歌に当てはまるとわたしは思います。聖文に記されている 
ように，わたしたちが主への歌を歌うとき，どのような祝福
がわたしたちに注がれるか想像してみてください。

わたしは良い音楽を聴くことの大切さも学びました。この
聖句を読んだ後で，わたしは自分が持っている歌のリストに
目を通し，『若人の強さのために』に記されている教えを支持
しない歌は取り除きました。

しばらくして，わたしは自分のコレクションに含まれていない
音楽について決めなければなりませんでした。ある日，学校
で一人の同級生が下品な歌を歌い始めました。その歌につ
いて良い気持ちを感じなかったので，ほかの歌に変えてほし

いと頼んだところ，そうしてもらえました。そのような状況に
置かれたとき，わたしたちのだれもが同じような勇気を持て
ると知っています。音楽を変えてもらえないときもあります
が，そのようなときには別の選択肢があります。その場を立
ち去ればよいのです。

良い音楽を通して，天の御父に近づくことができると知っ
ています。音楽にはわたしたちを教化し，霊感を与え，御

み

霊
たま

がともにあるように招き，義にかなった行動を取るように促
し，また敵対者の誘惑に耐えられるよう助ける力があります

（『若人の強さのために』〔小冊子，2011年〕，22－23 参照）。
義人の歌を歌っているとき，わたしたちは文字どおり天の

御父に祈っているのだということを忘れないでください。■
筆者はフィリピン，メトロマニラに住んでいます。

良い音楽を選ぶ

「音楽はあなたの心，霊そして行動に大きな影響を与えます。
どのような音楽を聴くか慎重に選んでください。耳に入って
来たときにどのような気持ちになるか考えてください。邪悪
で破壊的なメッセージを伝える音楽もあります。歌詞の内容，
リズム，音の強さなどを通して，不道徳を奨励し，暴力をたた
えるような音楽は聞かないでください。俗悪な，あるいは攻撃
的な言葉を用い，邪悪な行いを促すような音楽は聞かないで
ください。そのような音楽を聞くと霊的な感受性が鈍くなる
恐れがあります。」
『若人の強さのために』（小冊子，2011年），22

マ・コンスエロ・Nエロロ・N

耳にする音楽の標準を上げたことで，音楽がますます好きになりました。
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姉妹宣教師として，わたした
ちはある女性に福音を伝え
ていました。パラグアイの

アスンシオン郊外に市営ごみ集積所
がありましたが，この女性は，その近
くにある大きな丘のふもとでつましい
生活を送っていました。

ソレダーと夫のオスカルは，ごく薄い
壁で仕切られた複数の部屋が一つ屋
根でつながった長細い家屋の一角に
住んでいました。それぞれの部屋は
とても狭く，窓，ドア，テーブル，そし
てベッドが一つあるだけでした。この
地区には，このような建物が幾つかあ
りました。木造で，屋根はわらぶき，
床は地面がむき出しでした。部屋の
透き間に押し込まれた粘土のおかげ
で，少し寒さがしのげました。

ソレダーは聞いていました
ソレダーは 3人の子供を持つ母親

で，彼女自身もまだ若く，生活苦にあえ
いでいました。家族の世話，子供の
日々の必要を満たすだけで精いっぱい
でした。しかし，彼女はわたしたちの
訪問を歓迎し，日々の生活で神が必要
であることを理解しているようでした。

ソレダーは自分の考えや気持ちを
包み隠さず話してくれました。彼女は

オスカルと恋に落ち，両親の承諾を得
ないまま，家を飛び出していました。
二人とも教育は一切受けておらず，仕
事もありませんでした。二人の将来は
真っ暗でした。ソレダーは，神に見捨
てられたのではないか，未熟な選択を
したために神から罰を受けているの
ではないかと思いました。

オスカルは，家族が何とか生きてい
けるようにと，路上で小さな飾り物を
売って歩きました。それがよく売れた
ときには，食べ物や，時には子供たちに

わたしたちはある家族に 
福音を教えていましたが， 
その隣に住む人にも 
教えていたことが， 
後になるまで分かりませんでした。

上げる小さなプレゼントを買いました。
しかし，売れなかったときには落ち込
み，機嫌が悪く，酔っ払って帰宅する
ことも度々でした。

生活上の問題が多すぎて，そんな彼
らを助けるのは大変なことだと感じま
した。しかし，たとえ彼らの成長が遅
くてがっかりすることがあっても，愛
し教え続けなければならないという
強い御

み

霊
たま

の促しも感じました。その
後も何度か彼らを訪問し，心から祈っ
た末に，しばらくこの家族に時間を与

モニカ・ガルシア・アダムズ

伝 　 道 　 地 　 か 　 ら

薄  い  壁  を  通  し  て
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え，わたしたちが教えたことについて
考え，モルモン書を研究し，自分で
祈ってもらう必要があると感じました。

わたしたちはソレダーに自分たちの
考えを説明しました。彼女は気分を
害しました。わたしたちが彼女の家
族を見捨てると感じたのです。 4 番
目の子供を身ごもっており，生き延び
るための方法が分からないとも言いま
した。彼女は怒って，出て行ってもう
二度と来ないでと言いました。

も2日間，祈り，モルモン書を読み続け
ました。また，ソレダーは熱心に祈り，
オスカルと相談しました。二人は一緒に
モルモン書を読み始めたのです。

天の御父は聞いておられました
嵐から2日後，同僚とわたしは，ひ

ざまずいて祈ったとき，丘のふもとにあ
るあの小さな建物をもう一度訪問せず
にはいられない気持ちになりました。
わたしたちはすぐそちらに向かいまし
たが，そこへ着いたとき，ソレダー，オス
カル，子供たちそしてフアンが，うれし
涙を浮かべながら，大喜びでわたした
ちを迎えてくれ，一部始終をわたした
ちに話してくれました。それ以来，全
員が福音について熱心に学びました。
やがてフアンがバプテスマを受けま 
した。ソレダーとオスカルが後に続き
ました。

わたしはソレダーとオスカルの反応
があまりよくなかったにもかかわらず，
教え続けようとあれほど強く感じたの
はなぜなのか，不思議に思ったのを覚
えています。怒られ追い出されたにも
かかわらず，もう一度訪問するようあれ
ほど強く駆り立てられたのはなぜなの
か，不思議に思ったのを覚えています。
しかし，フアンの人生，さらにはソレ
ダーとオスカルの家族にもたらされたあ
の喜びを目

ま

の当たりにしたときに，薄
い壁を通して聞いていたのはフアンだ
けではなかったことが分かりました。
天の御父もわたしたちが一人また一人
とささげた祈り，心の底から発せられた
祈りを聞いておられたのです。■
筆者はアメリカ合衆国ユタ州に住んでいます。

フアンも聞いていました
しかし，わたしたちは知りませんで

した。隣の家に住むフアンは壁越し
にわたしたちが教えたことを聞いてい
たのです。彼は若く，好奇心旺盛で，
ひどく内気な男性でした。話を聞い
ているうちに，救いの計画，モルモン
書，そして悔い改めについて，たくさ
んの疑問がわきました。彼は，ソレ
ダーからモルモン書を借り，それを読
み，自分が人知れず学んできたことに
ついて祈っていたのです。

何日かが過ぎました。わたしたち
がソレダーとオスカルを教えに行かな
くなったので，フアンは心配し始めま
した。激しい冬の嵐

あらし

が来そうなある
夜のこと，フアンはソレダーに，わたし
たちがどこに住んでいるのか，どうす
ればわたしたちと連絡が取れるのか
尋ねました。ソレダーは知らないと告
げると，フアンは泣き出し，わたした
ちのメッセージが真実であることにつ
いて証

あかし

しました。そして土砂降りの雨
で通りが泥の川のようになっていまし
たが，嵐の夜の中を外に飛び出して
行ったのです。

何時間かたって，フアンは疲れ，体
は冷え切っていましたが，それでも探す
のをやめませんでした。そして，暗

くら

闇
やみ

の中を進みながら，祈り始めました。
もしわたしたちを見つけることができる
よう助けてくださったら，自分はバプ
テスマを受け，生涯主に仕えると天の
御父に約束したのです。一方，ソレ
ダーはフアンの証に感銘を受け，わた
したちが戻って来るように祈り始めま
した。フアンは帰宅しましたが，その後
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わたしたちはトーマス・S・モンソン大管長と，大管長会
の二人の顧問，十二使徒の兄弟たちをもちろん愛してい
ます。その愛と忠誠を承知したうえで尋ねます。「この

指導者たちの勧告と教えに対して，わたしたちは，さらに積極的に
注意を向け，調べ，求めに応じることができるだろうか。」

4つの質問
次の質問に皆さんはどう答えるでしょうか。
 1. 大管長会の 3 人の名前と，十二使徒定

員会に属する一人一人の名前を言ってく
ださい。彼らは，わたしたちが，預言者，
聖見者，啓示者として支持する15人の
兄弟たちです。

 2. 彼らの写真を掲げたときに，名前と顔が
一致しますか。わたしたちは普通，顔と
名前が一致しない人や，よく知らない人に，
注意を向けることはあまりありません。

 3. 前回の総大会で大管長会や十二使徒定
員会が語った勧告を言えるでしょうか。
また，モンソン大管長，アイリング管長，
ウークトドルフ管長が，今年の『リアホナ』
の大管長会メッセージで触れた見解に
ついて教えてください。

 4.そして恐らく，さらに大切なことですが，
この15人の兄弟たちから受けた勧告に
より，最近自分の生活の中で何かを変え
たことがありますか。

主の規範
これらの質問に対する答えは実に重要です。

大管長会と十二使徒の召しと責任に関係があ
るからです。主の教会が設立されるときはいつ
でも，主は預言者と使徒を召してこられました。
救い主は言われました。「あなたがたがわたし
を選んだのではない。わたしがあなたがたを選
んだのである。そして，あなたがたを立てた。」

（ヨハネ15：16）  この儀式によって 15人の
兄弟たちには霊的な力，つまり知って証

あかし

する力
と，神聖な責任，つまり教え，祝福する責任が
与えられます。また，わたしたちにも責任と約
束が与えられます。わたしたちには聞き従う
責任があり，その言葉を信じて行動するとき
に，祝福があると約束されているのです。

この指導者たちの勧告と教えに対して， 
わたしたちは，さらに積極的に注意を向け，調べ， 

求めに応じることができるだろうか。

　大管長会―  
ヘンリー・B・アイリング管長，トーマス・S・モンソン大管長，ディーター・F・ウークトドルフ管長

生ける 
預言者
から学ぶ
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・
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ン
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十二使徒定員会
ニール・L・ 
アンダーセン長老
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青
少
年

復活の後に，アメリカ大陸で 12 人の弟子を
召されたとき，主は人々にこう教えられました。

「あなたがたの僕
しもべ

となるようにしたこの十二人
の言葉に注意を払うならば，あなたがたは幸い
である。」（3 ニーファイ12：1）  現代におい
ては，大変困難な時代に生きる聖徒たちに，
主はこう約束されました。「わたしの民が，わ
たしの声と，わたしの民を導くためにわたしが
任命した僕たちの声に聞き従うならば，見よ，
まことに，わたしは言うが，彼らはその場所から
移されることはない。」（教義と聖約124：45）

これが主の方法です。主は「ごく普通の人
生を歩んでいた人 」々1 の中から15人をお選
びになり，彼らにわたしたちを導く鍵

かぎ

と力をお
授けになります。わたしたちは従うように強制
されてはいません。しかし，彼らの言葉に注
意を払い，その勧告に関する聖霊の確証を受
け，求めに応じて自分の行動を進んで変えよ
うとするなら，今いる場所から移されることは

絶えざる啓示

「わたしたちには，聖書
とモルモン書，そして教
義と聖約があります。し
かし，これらすべての書物
があっても，神の生ける
神託と主からの絶えざる
啓示に従って生活しなけ
れば，神の日の栄えの王国
に導かれる人はだれ一人
いないでしょう。……
もちろん，これらのすべ
ての記録には無限の価値
があります。高く評価し
すぎることもなければ，
じっくり研究しすぎると
いうこともありません。
しかし，聖文があっても，
また聖文から与えられる
すべての光をもってして
も，人の子らを導き，神の
御
み

前
まえ

に連れて行くには十
分ではありません。神の
みもとに導かれるには，
それぞれが置かれた状況
において，神権と，神が
人々にお与えになる絶え
ざる啓示に従って生活 
することが求められるの
です。」2

大管長会第一顧問　 
ジョージ・Q・キャノン管長 
（1827―1901年） 
Gospel Truth:  
Discourses and Writings of  
George Q. Cannon， 
ジェレルド・L・ニュークィスト編 
（1987 年），252

ありません。つまり，鉄の棒にしっかりとつか
まり，永遠にわたって，命の木に通じる道に安
全にとどまることができるのです。■
アンダーセン長老が十二使徒定員会に召される2 年前の，
2007年 3月4日に行われた CESファイヤサイドでの説教から。

注
 1. ボイド・K・パッカー「十二使徒」『聖徒の道』1997 年 1月

号，6
 2. 生ける預言者の重要性に関連して，ウィルフォード・ウッド

ラフ大管長はこう語った。「もし，神がこれまでに人に与え
られたすべての啓示がわたしたちの前にあったとしても，も
しエノクの書があったとしても，もしモルモン書の翻訳され
なかった版が英語であったとしても，もし黙示者ヨハネの封
じられた記録や，そのほかのあらゆる啓示があって，ここに
100フィート〔約 30メートル〕の高さに積み上げられていた
としても，それでも神の生ける神託がなければ，この時代に
おいても世のほかのどんな時代においても，神の教会と王国
は成長することができません。」（『歴代大管長の教え―
ウィルフォード・ウッドラフ』198）

ボイド・K・パッカー L・トム・ペリー ラッセル・M・ 
ネルソン

ダリン・H・オークス リチャード・G・ 
スコット

M・ラッセル・ 
バラード

ロバート・D・ 
ヘイルズ

ジェフリー・R・ 
ホランド

デビッド・A・ 
ベドナー

クエンティン・L・ 
クック

D・トッド・ 
クリストファーソン

ニール・L・ 
アンダーセン

十二使徒定員会
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キャラは真
しん

実
じつ

を知
し

っていました。 
でも，それをそのまま書

か

く勇
ゆう

気
き

を 
持
も

てるでしょうか。
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こ
ど
も

キャラは鉛
えん

筆
ぴつ

を持
も

って，机
つくえ

の
上
うえ

に置
お

かれた1 枚
まい

の紙
かみ

を
じっと見

み

つめました。自
じ

分
ぶん

の名
な

前
まえ

以
い

外
がい

は何
なに

も書
か

かれておらず，消
け

しゴムで消
け

したあとが大
おお

きく残
のこ

ってい
ました。「何

なに

を書
か

けばいいのかしら」
とキャラは思

おも

いました。
通
つう

路
ろ

をはさんだとなりの席
せき

では，友
とも

達
だち

のリリーが一
いっ

所
しょ

懸
けん

命
めい

に書
か

いていました。
キャラは下

した

を向
む

いて，うでに頭
あたま

をのせ
ました。

キャラは新
あたら

しい学
がっ

校
こう

がとても好
す

きで
した。別

べつ

の教
きょう

会
かい

の建
たて

物
もの

の中
なか

にありま
した。新

あたら

しいクラスは少
しょう

人
にん

数
ずう

だったの
で，担

たん

任
にん

のシュミット先
せん

生
せい

は特
とく

別
べつ

に時
じ

間
かん

を取
と

ってキャラに算
さん

数
すう

を教
おし

えてくれ
ました。算

さん

数
すう

の後
あと

は毎
まい

日
にち

聖
せい

書
しょ

からレッ
スンを教

おし

えてくれました。聖
せい

書
しょ

のレッ
スンは，キャラが家

いえ

や初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

で学
まな

ん
できたこととほとんど同

おな

じでした。
でも，数

すう

週
しゅう

間
かん

前
まえ

のことです。バプテス
マについてのレッスンのとき，シュミット
先
せん

生
せい

が，バプテスマを受
う

ける前
まえ

に死
し

ん
だ赤

あか

ちゃんは天
てん

国
ごく

に行
い

けないとクラス
のみんなに言

い

ったのです。自
じ

分
ぶん

の息
むす

子
こ

も，生
う

まれてすぐになくなったと言
い

い，そのとき先
せん

生
せい

は泣
な

きそうな顔
かお

をし
ていました。

キャラは「そうではなくて，なくなった
赤
あか

ちゃんは，必
かなら

ず天
てん

国
ごく

に行
い

きます」と

言
い

いたいと思
おも

いました。それが分
わ

かっ
たら，シュミット先

せん

生
せい

はもう悲
かな

しまなくて
すむかもしれません。でも，キャラは
はずかしくて何

なに

も言
い

えませんでした。
学
がっ

校
こう

から帰
かえ

ってから，キャラはお母
かあ

さんにシュミット先
せん

生
せい

の言
い

ったことを
伝
つた

えました。お母
かあ

さんは「赤
あか

ちゃんが
天
てん

国
ごく

に行
い

くことを知
し

っているというこ
とは，モルモン書

しょ

から得
え

られる祝
しゅく

福
ふく

の
一
ひと

つよ」と言
い

いました。キャラはシュ
ミット先

せん

生
せい

にもいつかモルモン書
しょ

を読
よ

んでほしいと思
おも

いました。先
せん

生
せい

にそれ
を伝

つた

える勇
ゆう

気
き

が持
も

てたらいいのにと
思
おも

いました。
そして今

き ょ う

日のレッスンで，シュミット
先
せん

生
せい

は神
かみ

とイエスと聖
せい

霊
れい

は一
ひ と り

人の御
お

方
かた

であるとクラスで話
はな

しました。キャラは，
聖
せい

なる森
もり

で天
てん

の御
おん

父
ちち

とイエス・キリスト
がジョセフ・スミスに姿

すがた

を現
あらわ

された様
よう

子
す

を思
おも

いうかべました。キャラは，お二
ふたり

人が
別
べつ

々
べつ

の御
お

方
かた

であって，それぞれ肉
にく

体
たい

を
持
も

っておられることを知
し

っていました。
そのことをお父

とう

さんやお母
かあ

さんに話
はな

す
前
まえ

から，自
じ

分
ぶん

はそれを確
たし

かに知
し

っていて
よかったなあと思

おも

いました。
でもその後

あと

で，シュミット先
せん

生
せい

がこう
言
い

ったのです。「ではみなさん，紙
かみ

を
1枚

まい

用
よう

意
い

して，これまで話
はな

してきたこと
について書

か

いてください。」
そのとき，キャラはおなかのあたり

に不
ふ

安
あん

な気
き

持
も

ちを感
かん

じました。先
せん

生
せい

から言
い

われたとおりに課
か

題
だい

をやりたい
と思

おも

いました。勇
ゆう

気
き

を出
だ

して，自
じ

分
ぶん

が
真
しん

実
じつ

だと知
し

っていることについて書
か

く
ことができるでしょうか。

机
つくえ

の上
うえ

に頭
あたま

をふせて，キャラは声
こえ

に

出
だ

さずにいのり始
はじ

めました。「どうぞ，
愛
あい

する天
てん

のお父
とう

様
さま

。どうしたらいいか
教
おし

えてください。」
するとすぐに，キャラの心

こころ

は平
へい

安
あん

で
おだやかになりました。自

じ

分
ぶん

の心
こころ

に感
かん

じることを書
か

けば，すべてはうまくいく
と聖

せい

霊
れい

がささやいてくださいました。
キャラは頭

あたま

を上
あ

げ，鉛
えん

筆
ぴつ

を取
と

って書
か

き始
はじ

めました。
天
てん

の御
おん

父
ちち

とイエスは別
べつ

々
べつ

の御
お

方
かた

です。
お二

ふ た り

人はわたしたちと同
おな

じように骨
こつ

肉
にく

の体
からだ

を持
も

っておられます。聖
せい

霊
れい

は霊
れい

の
御

お

方
かた

で，わたしたちの心
こころ

に語
かた

りかける 
ことがおできになります。

それに数
すう

行
ぎょう

書
か

き加
くわ

えてから，キャラ
は鉛

えん

筆
ぴつ

を置
お

きました。キャラが書
か

いた
ことについてシュミット先

せん

生
せい

がどう思
おも

うかは分
わ

かりませんでしたが，先
せん

生
せい

に
大
たい

切
せつ

で真
しん

実
じつ

なことを伝
つた

えられたことを
うれしく思

おも

いました。■

「けんそんに，福
ふく

音
いん

の
回
かい

復
ふく

についてあかしして
ください。……勇

ゆう

気
き

を
出
だ

し，信
しん

仰
こう

を持
も

ってくだ
さい。おそれず，主

しゅ

を
信
しん

頼
らい

してください。」
大
だい

管
かん

長
ちょう

会
かい

第
だい

二
に

顧
こ

問
もん

　ディーター・F・ウークトドルフ管
かん

長
ちょう

 
“The Restoration,”New Era，2011年10月号，5

教
きょう

会
かい

機
き

関
かん

誌
し

ジャン・ピンボロー
実
じつ

話
わ

をもとに書
か

かれました。

「わたしは福
ふく

音
いん

をはじとしない。」 
（ローマ1：16）

正
た だ

しく書
か

く

イ
ラ
ス
ト
／
G
・
ビ
ョ
ル
ン
・
ソ
ー
ケ
ル
ソ
ン
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（ 簡 略 版 ）やさしく 詞・曲：タミー・シミスター・ロビンソン

主
し ゅ

はわたしの羊
ひ つ じ

飼
か

い

 1. しゅ は わ ー た ー
  2. しゅ は ひ ー つ ー

 し の ひ つ じ か い や さ し く み ち び く
 じ の な を し り て ひ と り ー ひ と り を

 ひ つ じ か い み ど り の の べ や み ず べ で
 ま も り た もう さ ま よ う ひ つ じ て ん へ と

 や し な う しゅ は ひ ー つ ー じ を あ い し た もう み ち び く

 あ い し た もう あ い し た もう
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こ
ど
も

「おさない  子
こ

どもが  これらを   
みちびく。」（2 ニーファイ21：6）

中
ち ゅ う

央
おう

初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

会
かい

長
ちょう

会
かい

の　一
ひ と り

人
として，  わたしは　せかい中

じゅう

の　子
こ

どもたちと　会
あ

うのが　
大
だい

すきです。 どこに　行
い

っても，  イエス・
キリストに　したがい，  ちゅうじつに　
ふくいんに　したがって　生

せい

活
かつ

している　
すばらしい　子

こ

どもたちに　会
あ

います。
たくさんの　子

こ

どもたちが，  いましめに　
したがえるように　かぞくや　ほかの　
人
ひと

人
びと

を　みちびいています。
あるとき，  中

ちゅう

央
おう

幹
かん

部
ぶ

の　一
ひとり

人が　香
ホン

港
コン

の　ある　ワードを　ほうもんした
ことが　ありました。 その　ワード
の　人

ひと

人
びと

は　かぞくを　ささえ
るために　くろうしていました。 

中
ちゅう

央
おう

幹
かん

部
ぶ

は，  かいいんたちは　じゅう
ぶんの一

いち

を　おさめるべきだと　ビショッ
プに　つたえました。

ビショップは　しんぱいしました。 人
ひと

人
びと

は　生
せい

活
かつ

に　ひつような　食
た

べものや　
お金

かね

さえ　十
じゅう

分
ぶん

に　もっていなかった 
からです。
「もし　じゅうぶんの一

いち

を　おさめれ
ば，  しゅは　かれらを　しゅくふくして
くださいます」と　中

ちゅう

央
おう

幹
かん

部
ぶ

は　言
い

いま
した。

ビショップは　少
すこ

し　考
かんが

えてから，  こう　
言
い

いました。「ワードで　いちばん　ちゅ
うじつな　かいいんである，  

初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

の　子
こ

どもたちと　
話
はな

してみましょう。」
つぎの　日

にち

曜
よう

日
び

，  ビ
ショップは　初

しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

に　
行
い

きました。子
こ

どもたちに　

じゅうぶんの一
いち

の　りっぽうについて　
教
おし

え，  かせいだ　お金
かね

の　じゅうぶん
の一

いち

を　おさめるよう　もとめました。
すると　子

こ

どもたちは，  じゅうぶんの一
いち

を　おさめると　やくそくし，  ほんとう
に　おさめてくれたのです。

数
すう

か月
げつ

後
ご

，  ビショップは　ワードの　
大
お と な

人の　かいいんたちと　しゅうかいを　
ひらきました。 かれらの　子

こ

どもたちが　
じゅうぶんの一

いち

を　おさめていること　
をつたえました。
「みなさんも，  よろこんで　じゅうぶ

んの一
いち

を　おさめてくださいますか」と　
たずねました。

大
お と な

人の　かいいんたちは，  子
こ

どもた
ちの　ちゅうじつな　もはんに　心

こころ

を　
うごかされ，  自

じ

分
ぶん

たちも　じゅうぶんの
一
いち

を　おさめると　言
い

いました。 子
こ

ども
たちが　もはんを　しめしたおかげで，  
その　かぞくも　ひつような　しゅくふくを　
うけたのです（マラキ3：8－10さん 
しょう）。 みんなの　しんこうと　あかし
が　強

つよ

まりました。
みなさんが　どこに　すんでいようと

も，  みなさんの　よい　もはんによって　
人
ひと

人
びと

を　みちびくことができます。 いま
しめを　まもり，  イエス・キリストに　
したがってください。 そうすれば，  みな
さんは　かぞくや　ほかの　人

ひと

人
びと

に
とって　しゅくふくとなるでしょう。

わたしたちは　みなさんの　ため
に　いのっています。 そして　
みなさんも，  香

ホン

港
コン

の　子
こ

どもた
ちと　まったく　同

おな

じように，  
もはんによって，  よい　ちがい
を　もたらすことが　できるの
です。■

中
ちゅう

央
おう

初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

会
かい

長
ちょう

会
かい

 
第
だい

一
いち

顧
こ

問
もん

ジーン・A・ 
スティーブンズ

ちゅうじつな  もはん

写
真 
©
 ブ
サ
ス
・
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
。
イ
ラ
ス
ト
／
マ
レ
ン
・
J
・
ス
コ
ッ
ト
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｠1841 年
ねん

，ノーブーに住
す

んでい
た多

おお

くの教
きょう

会
かい

員
いん

はとても貧
まず

しかったのですが，主
しゅ

から
言
い

われたとおりに，神
しん

殿
でん

を建
た

てる必
ひつ

要
よう

があると知
し

っていました。1,000人
にん

以
い

上
じょう

の男
おとこ

の人
ひと

が神
しん

殿
でん

を建
た

てるために働
はたら

きま
した。女

おんな

の人
ひと

たちは働
はたら

く人
ひと

々
びと

のために
シャツをぬったり料

りょう

理
り

をしたりしました。
神
しん

殿
でん

を建
た

てるためにたくさんの人
ひと

が 
ぎせいをはらいました。神

しん

殿
でん

の中
なか

で得
え

られる祝
しゅく

福
ふく

を楽
たの

しみにしていました。

カーセージのかんごく
1844 年

ねん

，預
よ

言
げん

者
しゃ

ジョセフ・スミスが
殺
ころ

され，神
しん

殿
でん

を建
た

てるわざが中
ちゅう

断
だん

しま
した。ジョセフと何

なん

人
にん

かの人
ひと

がカーセー
ジのかんごくに連

つ

れて行
い

かれ，6 月
がつ

27 日
にち

，暴
ぼう

徒
と

たちがかんごくをおそいま
した。かれらはじゅうでジョセフ・
スミスとお兄

にい

さんのハイラムを殺
ころ

し
ました。

神
しん

殿
でん

の完
かん

成
せい

預
よ

言
げん

者
しゃ

がなくなって，聖
せい

徒
と

たちはと
てもがっかりしていました。十

じゅう

二
に

使
し

徒
と

定
てい

員
いん

会
かい

会
かい

長
ちょう

だったブリガム・ヤングは，
主
しゅ

のわざは続
つづ

くことを知
し

っていました。

聖
せい

徒
と

たちはついに神
しん

殿
でん

を完
かん

成
せい

しました。
教
きょう

会
かい

の指
し

導
どう

者
しゃ

たちは，聖
せい

徒
と

たちが先
せん

祖
ぞ

のためにバプテスマを受
う

け，永
えい

遠
えん

の
家
か

族
ぞく

として結
むす

び固
かた

めを受
う

けられるよう
に，昼

ひる

も夜
よる

も神
しん

殿
でん

で働
はたら

きました。

神
しん

殿
でん

の外
がい

壁
へき

に彫
ちょう

刻
こく

された 
三

み

日
か

月
づき

最
さい

初
しょ

のノーブー神
しん

殿
でん

には， 
30このサンストーンがありました。

歴
れき
史
し
を た ど る 旅

たび

ジェニファー・マディー

写
真
／
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
マ
デ
ィ
ー
、
ク
レ
ー
グ
・
ダ
イ
モ
ン
ド ©

 IR
I

ノーブー神
し ん

殿
で ん

と 
     カーセージのかんごく教

きょう

会
かい

歴
れき

史
し

の重
じゅう

要
よう

な場
ば

所
しょ

を 
一
いっ

緒
しょ

に見
み

に行
い

こう！
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こ
ど
も

神
しん

殿
でん

を建
た

て直
なお

す
聖
せい

徒
と

たちがノーブーを立
た

ち去
さ

った後
あと

，
神
しん

殿
でん

は火
か

事
じ

と竜
たつ

巻
まき

でこわれてしまいま
した。1999 年

ねん

，ゴードン・B・ヒンクレー
大
だい

管
かん

長
ちょう

（1910－2008 年
ねん

）が，ノーブー
神
しん

殿
でん

がもう一
いち

度
ど

同
おな

じ場
ば

所
しょ

に建
た

て直
なお

さ
れることを発

はっ

表
ぴょう

しました。今
こん

日
にち

，1840
年
ねん

代
だい

当
とう

時
じ

とまったく同
おな

じ様
よう

子
す

で建
た

つ
美
うつく

しいノーブー神
しん

殿
でん

を見
み

ることができ
ます。■

カーセージのかんごくの前
まえ

に立
た

つジョセフとハイラムの銅
どう

像
ぞう

。 
「かれらは生

せい

前
ぜん

に分
わ

かたれることはなく， 
また死

し

後
ご

もはなれることはなかった。」（教
きょう

義
ぎ

と聖
せい

約
やく

135：3）

暴
ぼう

徒
と

たちは 
ジョセフとその仲

なか

間
ま

を 
つかまえようと， 
階
かい

段
だん

をかけ上
あ

がりました。

ジョセフとその仲
なか

間
ま

は，
かんごくの2階

かい

にいました。
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聖
せ い

書
し ょ

とモルモン書
し ょ

の 
両
りょう

方
ほ う

があることは 
なぜ大

た い

切
せ つ

ですか

「解
かい

放
ほう

する力
ちから

」 
『リアホナ』2012 年

ねん

5 月
がつ

号
ごう

，94－ 97よりばっすい

聖
せい

書
しょ

とモルモン書
しょ

はどちらも， 
わたしたちの救

すく

いと昇
しょう

栄
えい

に 
なくてはならないものです。

聖
せい

書
しょ

で宣
せん

言
げん

されている 
教
きょう

義
ぎ

に対
たい

するもう一
ひと

つのあかしとして， 
モルモン書

しょ

ではわたしたちの主
しゅ

， 
救
すく

い主
ぬし

の使
し

命
めい

が宣
せん

言
げん

されています。 
その記

き

録
ろく

があるということは， 
何
なん

という祝
しゅく

福
ふく

でしょう。

キリストの教
きょう

義
ぎ

を 
余
あま

すところなく完
かん

全
ぜん

に教
おし

え，学
まな

ぶには， 
両
りょう

方
ほう

が必
ひつ

要
よう

なのです。

十
じゅう

二
に

使
し

徒
と

定
てい

員
いん

会
かい

L・トム・ペリー長
ちょう

老
ろう

特
とく

別
べつ

な 証
しょう

人
にん

 

十
じゅう

二
に

使
し

徒
と

定
てい

員
いん

会
かい

の会
かい

員
いん

は， 
イエス・キリストの 
特
とく

別
べつ

な証
しょう

人
にん

です。

「
あ
な
た
が
た
が
知
る
よ
う
に
」
ゲ
リ
ー
・
L
・
キ
ャ
ッ
プ
画
、
複
写
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
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こ
ど
も

わたしは　かぞくとともに　
新
しん

年
ねん

を　 いわうために　
りょうしんの　村

むら

を　おと
ずれました。 3 年

ねん

ぶりだったので，  友
とも

だちや　しんせきに　また　会
あ

えるの
を　楽

たの

しみに　していました。 村
むら

に　
着
つ

くと，  あたたかい　かんげいを　
うけました。

大
おお

みそかの夜
よる

に　なり，それぞれの
かぞくの　長

ちょう

男
なん

に　まもりと　ちょう
じゅと　はんえいを　ねがう　でんとう
てきな　ぎしきを　うけるため，  みんな
が　あつまりました。 長

ちょう

男
なん

の　わたし
は，  さんかしゃは　みんな　ぎしきの　
いちぶとして　ワインを　のまなければ

ならないことを　知
し

りました。
わたしは　とても　しんぱいしま 

した。 ワインを　のめば　ちえの　
ことばを　やぶることに　なります。
でも，  もし　ワインを　のまなければ，  
しつれいなことに　なり，  自

じ

分
ぶん

も　か
ぞくも　ばつを　うけることに　なるか
もしれません。 そのとき，  母

はは

から　
教
おし

えられたことを　思
おも

い出
だ

しました。
自
じ

分
ぶん

では　どうしようもない　じょう
きょうに　なったときは，  天

てん

の　御
おん

父
ちち

に　
いのって，  たすけを　もとめるという
ことです。

わたしは　声
こえ

に　出
だ

さずに　いのり
ました。 「天

てん

の　お父
とう

さま，  みたまが　
みちびいてくださり，  正

ただ

しいことが　
できるように　たすけてください。」

わたしが　ワインを　のむ番
ばん

に　
なったとき，  わたしは　きんちょうし

もし　わたしが　 
ワインを　のむのを　 

ことわったら，   
わたしも　かぞくも　 
ばつを　うけるかも 

しれません。

ながらも，  大
おお

きな　声
こえ

で　はっきりと　
言
い

いました。 「わたしの　体
からだ

は　かみ
の　みやです。 わたしは　ちえの　
ことばを　やぶりません。」

村
むら

の　ちょうろうは　とても　おど
ろいた　ようすで，  わたしの　方

ほう

を　
むいて　こう　言

い

いました。 「きみは　
自
じ

分
ぶん

が　していることに　とても　かく
しんを　もっているようだな。 きみの　
考
かんが

えを　話
はな

して　聞
き

かせてもらい 
たい。」

かぞくも　わたしも　ばつを　うけ
なくて　すみ，  わたしたちの　しん 
こうは　強

つよ

められました。 わたしが　
せいぎを　えらぶ　ゆうきを　もてる
ように，  天

てん

の　御
おん

父
ちち

が　たすけてくだ
さったことを　知

し

っています。■

わたしは   
せいぎを  えらびました
エケン・B，  7 才

さい

（ナイジェリア）

「かみの  いましめを  まもることを　 
わかいうちに  しゅうかんと  しなさい。」 

（アルマ 37：35）

イ
ラ
ス
ト
／
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ク
ロ
ッ
プ
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「おたんじょう日
び

　 
おめでとう」   
ジェームズ・C，5才

さい

 
（ペルー）

ぼくは　お母
かあ

さ
んが　大

だい

すきです。
お母

かあ

さんが　おさ
らを　あらうとき
に　手

て

つだうのも　
大
だい

すきです。 それ
から，  ぼくは　お
父
とう

さんの　ために　
おいのりします。

天
てん

の　お父
とう

さまが 「人
ひと

をたたいたり，  だれかの　
わる口

ぐち

を　言
い

ったり，  小
ちい

さな　どうぶつを　いじ
めたりしては　いけません」と　言

い

っておられる
のを　知

し

っています。
ヤセ・Ｃ，4才

さい

（台
タイ

湾
ワン

）

家
か

庭
てい

の夕
ゆう

べのとき，聖
せい

文
ぶん

について 
自
じ

分
ぶん

が思
おも

ったことを話
はな

したり，おいのり
したりするのが好

す

きです。初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

の
友
とも

だちが好
す

きです。ハトを育
そだ

てて，世
せ

話
わ

をするのが好
す

きです。いつかイリノ
イ州

しゅう

のノーブー神
しん

殿
でん

に行
い

きたいです。
宣
せん

教
きょう

師
し

にもなりたいです。家
か

族
ぞく

がとて
も大

だい

好
す

きです。教
きょう

会
かい

は真
しん

実
じつ

だと知
し

って
います。モルモン書

しょ

が大
だい

好
す

きです。
プリンス・M，9才

さい

（フィリピン）

家
か

庭
てい

の夕
ゆう

べで聖
せい

文
ぶん

を読
よ

むプリンスと姉
し

妹
まい

たち

イエス・キリストが　生
い

きておられ
て，  わたしたちを　あいしておられる
ことを　知

し

っています。 教
きょう

会
かい

が　しん
じつであることを　知

し

っています。い
のちの　木

き

の　お話
はなし

は，  ふくいんに　
したがえば　しあわせに　なれること
を　教

おし

えてくれます。
マヌエリス・R，5才

さい

（ベネズエラ）

マカレナ・G，8才
さい

（チリ）

わたしたちの  ページ
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こ
ど
も

イエスさまのように
ある日

ひ

，  学
がっ

校
こう

の　たいいくかんから　出
で

てきた
とき，  ぼくが　せおっていた　リュックから　なか
みが　ぜんぶ　出

で

てしまって，  中
なか

に　入
はい

っていた　
おもちゃが　なくなってしまいました。 その日

ひ

，  
そんなことが　ある前

まえ

に，  友
とも

だちから　その　お
もちゃを　買

か

いたいと　言
い

われていたので，  もしか
したら　その　友

とも

だちが　とったのではないかと　
思
おも

いました。 その子
こ

と　もう　友
とも

だちで　いられ
なくなってしまうと　思

おも

って，  ぼくは　かなしくな
りました。 その　夜

よる

，  おもちゃを　とった　人
ひと

が　
それは　わるいことだったと　分

わ

かって，  かえして
くれますようにと　いのりました。 つぎの　日

ひ

　
学
がっ

校
こう

に　行
い

くと，  友
とも

だちが　おもちゃを　かえして
くれて，  友

とも

だちで　いたいから　ゆるしてほしい
と　言

い

ってきました。 ぼくは　ほんとうに　うれ
しくなりました。 そして　その　友

とも

だちのことを　
ゆるしました。 せいれいが　たすけてくださった　
おかげで，  友

とも

だちも　ぼくも　正
ただ

しい　ことが　
できたので　かんしゃしています。 ぼくは　いつ
でも　天

てん

の　お父
とう

さまに　いのることが　できる
し，  お父

とう

さまは　たすけてくださることを　知
し

って
います。
ブランドン・A，8才

さい

（メキシコ）

ミルトンのバプテスマの日
ひ

にお父
とう

さんと。

ぼくはバプテスマを受
う

けた日
ひ

のことをいつも覚
おぼ

えていることでしょう。なぜなら，ぼくの人
じん

生
せい

でい
ちばん大

たい

切
せつ

な日
ひ

だからです。この日
ひ

ぼくは天
てん

のお
父
とう

様
さま

と神
しん

聖
せい

な約
やく

束
そく

をしました。 天
てん

のお父
とう

様
さま

と御
おん

子
こ

イエス・キリストが生
い

きておられて，ぼくをとても
愛
あい

してくださっていることを知
し

っています。まだ中
なか

に入
はい

ることはできませんが，ぼくは神
しん

殿
でん

に行
い

くのが
大
だい

好
す

きです。
ミルトン・アーロン・Ｖ，10才

さい

（エクアドル）

ある日
ひ

，お母
かあ

さ
んとわたしは，旅

りょ

行
こう

に出
で

かけるお兄
にい

ちゃんたちを送
おく

る
ために空

くう

港
こう

に向
む

かっていました。
道
みち

がとてもこんで
いたので，飛

ひ

行
こう

機
き

に乗
の

りおくれてし
まうのではないかと心

しん

配
ぱい

しました。それにお母
かあ

さん
の具

ぐ

合
あい

も良
よ

くなかったので，わたしはいのりました。
きっといのりはこたえられるという信

しん

仰
こう

を持
も

って
いました。そしてほんとうにお兄

にい

ちゃんたちは飛
ひ

行
こう

機
き

に間
ま

に合
あ

うことができました。天
てん

のお父
とう

様
さま

が
わたしのいのりを聞

き

いてくださったことを知
し

ってい
ます。
サラ・P，11才

さい

（イタリア）

わたしの　バプ
テスマと　かくに
んの　ぎしきの　
前
まえ

の　日
ひ

か，2
ふ つ か

日
前
まえ

に，ねつが　出
で

て　ぐあいが　わ
るくなってしまいま
した。バプテスマ
を　のばしたくは　

ありませんでした。きめた　日
ひ

に　うけた方
ほう

が　
いいと　かんじたのです。たくさんの　しんせきや　
友
とも

だち，中
なか

には　教
きょう

会
かい

いんで　ない人
ひと

も，バプテスマ
会
かい

に　来
き

てくれました。バプテスマを　うけると　
すぐに　ねつが　下

さ

がって，気
き

分
ぶん

も　ずっと　よく
なりました。その日

ひ

，せいれいを　とても　強
つよ

く　
かんじました。バプテスマを　うけて，せいれいを　
うけることが　できて　かんしゃしています。
サラ・M，8才

さい

（スペイン）

エクアドル・ 
クエンカステーク， 
モナイワードの 
初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

の 
子
こ

供
ども

たちは， 
福
ふく

音
いん

について 
学
まな

ぶのが 
大
だい

好
す

きです。

サラ・G，6才
さい

 
（グアテマラ）
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ある日
ひ

の　休
やす

み時
じ

間
かん

に，  マ
ディソンは，  だれかに　ひど
いことを　言

い

われて　ないて
いる　女

おんな

の子
こ

を　見
み

かけました。 かわ
いそうに　思

おも

って，  女
おんな

の子
こ

を　なぐさ
めようと　近

ちか

づき，こう　たずねました。
「いっしょに　あそばない？」

その日
ひ

，  マディソンは　心
こころ

を　つくして　
その　女

おんな

の子
こ

に　つかえました。イエス・
キリストの　もはんに　したがって，  こまっ
ている人

ひと

に　あいを　しめしたのです。 
わたしたちは，  心

こころ

と　せいりょくと　思
おも

い
と　力

ちから

を　つくして　人
ひと

人
びと

に　つかえ
ることによって，天

てん

の　御
おん

父
ちち

に　あいを　
しめすことが　できます。 わたしたちは　
自
じ

分
ぶん

の　すべてを　つくして　つかえる
ことが　できるのです。

心
こころ

を　つくして　つか
えるとは　どういうこと

でしょうか。 人
ひと

人
びと

に　あいと　親
しん

切
せつ

な
行
おこな

いを　しめすことによって，  心
こころ

を　つく
して　つかえることが　できます。 人

ひと

人
びと

の　ひつように　心
こころ

を　むけます。 よろ
こんで　元

げん

気
き

に　つかえるとき，  心
こころ

を　
つくして　つかえているのです。

思
おも

いを　つくして　つかえるとは　どう
いうことでしょうか。 人

ひと

人
びと

を　たすける　
ほうほうを　考

かんが

えることによって　思
おも

い
を　つくして　つかえることができます。
まわりの　人

ひと

の　ひつように　気
き

づき，  
どのように　たすけられるかを　考

かんが

える
とき，思

おも

いを　つくして　つかえている
のです。

せいりょくと　力
ちから

を　つくして　つか
えるとは　どういうことでしょうか。 せ
いりょくと　力

ちから

を　つくして　つかえ
るとは，人

ひと

人
びと

を　たすけるために　

ざつようを　ひきうけ，  ねっしんに　は
たらくということです。 わたしたちは　
年
とし

おいた　人
ひと

人
びと

に　つかえ，  しゅくふく
するために，  かれらが　自

じ

分
ぶん

では　なか
なか　できないことを　してあげること
が　できます。■

話
はな

し合
あ

いましょう

かぞくみんなで，  自
じ

分
ぶん

の　すべてを　つくし

て　つかえるために　いっしょに　行
おこな

うことを　

きめましょう。 人
ひと

人
びと

に　つかえるとき，  天
てん

の　

御
おん

父
ちち

に　つかえていることを　せつめいしま

しょう。

初
しょ
等
とう
協

きょう
会
かい
を 　 か て い で も

わたしは   
心
こ こ ろ

と  せいりょくと  思
お も

いと  力
ち か ら

を  つくして   
かみに  つかえます
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こ
ど
も

歌
うた

と  せいく

• 「われらは天
てん

の王
おう

に」『子
こ

供
ども

の歌
か

集
しゅう

』94

• 教
きょう

義
ぎ

と聖
せい

約
やく

59：5

心
こころ

思
おも

　い せいりょくと　力
ちから

りょうしんや　きょうだいに，   
あいしていると　つたえる。

ひとりぼっちの　人
ひと

のために，   
何
なに

か　親
しん

切
せつ

な　ことをする。 
だれかに　ほほえみかける。

おじいちゃんや　おばあちゃんに　 
手
て

紙
がみ

を　書
か

く。

弟
おとうと

や　妹
いもうと

の　しゅくだいを　 
手
て

つだう。

かぞくの　ほうしかつどうを　 
計
けい

画
かく

するのを　手
て

つだう。

りょうしんから　何
なに

かを　するように　
たのまれたとき，  いっしょうけんめい
に　とり組

く

む。

弟
おとうと

や　妹
いもうと

の　家
いえ

の　手
て

つだいを　 
たすける。

おちばあつめや　草
くさ

むしりなど，   
かぞくを　たすけるために　 
何
なに

か　する。

Food

左

―
イ
ラ
ス
ト
／
グ
レ
ッ
グ
・
ニ
ュ
ー
ボ
ル
ド
。
イ
ラ
ス
ト
／
バ
ル
・
チ
ャ
ド
ウ
ィ
ッ
ク
・
ベ
ー
グ
リ
ー

自
じ

分
ぶ ん

の　すべてを　つくして　つかえる
いかの　ことがらの　中

なか

から　つかえる　ほうほうを　一
ひと

つ　えらぶか，  自
じ

分
ぶん

で　考
かんが

えてください。 一
ひと

つの　ほうしが　おわったら，  せつめいの　左
ひだり

に　ある　マークに　 

色
いろ

を　ぬりましょう。
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なみが　くだけ，  風
かぜ

が　ふきあれました。 でしたちは，  
船
ふね

が　しずんでしまうのでは　ないかと　おそれました。

ある日
ひ

，  イエスさまと　でしたちが　船
ふね

に　のっていると，  
ひどい　あらしが　おきました。

ち い さ な 　 お と も だ ち へ

あらしを  しずめられた  イエスさま
シャーロット・メイ・シェパード（アメリカがっしゅう国

こく

，ユタしゅう）

イ
ラ
ス
ト
／
ス
コ
ッ
ト
・
ペ
ッ
ク
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こ
ど
も

イエスさまは　立
た

ち上
あ

がられ，  あらしに　しずまるように　めいじられました。 でしたちは，   
なみが　くだけるのが　止

と

まり，  風
かぜ

が　やむのを　見
み

ました。 イエスさまが　めいじられた 
とおりに　あらしは　しずまりました。

でしたちが　イエスを　さがすと，  イエスさまは　ねむっておられました。 
「わたしたちを　たすけてください」と，  でしたちは　さけびました。

「なぜ　おそれるのか」とイエスさまは　おたずねになりました。
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時
とき

時
どき

　こわいことが　おこると，  わたしたちは　しんぱいになります。 でも，  イエスさまは　
近
ちか

くに　いてくださいます。 イエスさまのことを　考
かんが

えると，  あんぜんと　へいあんを　かん
じることができます。
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こ
ど
も

「それから　〔イエスが〕　おきあがって，  風
かぜ

と　海
うみ

とを　おしかりになると，  大
おお

なぎに　なった。」（マタイ8：26）

あらしを　しずめられる　イエス

イ
ラ
ス
ト
／
ジ
ェ
レ
ド
・
ベ
ッ
ク
ス
ト
ラ
ン
ド

色
いろ

を  ぬ り ま し ょ う
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わたしは末日聖徒が書いた宗教関係の本を
読むのが好きです。こういった本はナイ

ジェリアではめったに手に入らないため，友人か
ら借りて読んでいます。借りた本は 2，3日中に
友人に返したいと思うので，いつも持ち運んで，
空いた時間を見つけては読むようにしています。

ある日曜日，わたしは高等評議員として割り当
てられたワードに行き，借りた本を持って聖餐会
に出席しました。ステーク会長会から託された
メッセージを伝えるためにビショップを待つ間，
その本を読んでいました。ビショップはやって 
来ると，自分は何人かの訪問者にあいさつしな
ければならないから第一顧問に伝えるように 
と言いました。そこで第一顧問にメッセージを
伝え，わたしは壇上の席に座りました。

ところが，座った途端に，友人から借りた本が
なくなっていることに気がついたのです。聖餐
会が始まるまであと5 分ほどしかありません。
しかも，管理者はもう壇上の席に着いています。
席を離れるわけにはいきませんでした。友人に
悪いことをしたという自責の念に駆られたまま，
それまで出席した中でいちばん長く感じたつらい
聖餐会が始まったのです。

時間が速く過ぎてほしいと願いましたが，集会
で行われること一つ一つが，果てしなく長く感じ
られました。落ち着かず，本が無事でありますよう
にと心の中で神に祈っていました。話は実際に

聖餐会は 
普通70 分間です。 
しかし， 
わたしはある日曜日， 
いつ終わるとも知れぬ 
長い聖餐会を 
経験しました。

長かったわけではありませんが，何とも言えない
不安に襲われました。あと5 分で聖餐会が終わ
るというときになると，もう居ても立ってもいられ
なくなり，わたしは第一顧問にメモを渡しました。
第一顧問のところに本を置き忘れなかったか 
と尋ねたのです。うなずいて，ありますよという
身振りをしてくれたらと思ったのですが，彼は首
を横に振りました。

閉会の祈りのときには目を開けたまま，本があ
るかもしれない残り二つの場所を真剣に見回しま
した。見回しながら，必要であれば，本をなくし
たことを日曜学校のクラスを回って発表しようと
心に決めました。

ところが驚いたことに，聖餐会が終わるとわた
しの気持ちはすっかりと変わり，本のことを心配
しなくなったのです。ほんの短い間でしたが，わ
たしの思いは霊的に照らされ，間違ったことに心
をとらわれていることを聖霊が教えてくださいま 
した。ほんとうに大切なのは，神から任された 
ことをわたしが守っているかどうかなのだという
ことが分かりました。わたしはとっさに，自分が
神からゆだねられていることを，思い出せるかぎ
り数え上げました。それはわたしの霊であり，
家族，ホームティーチングの訪問先，福音を伝え
るべき相手であり，わたしが仕えるワードの会員
であり，神殿の儀式を必要としている亡くなった
先祖などでした。

その後本は見つかりましたが，これはわたしに
とって大切な，自分の霊を見詰め直す時間となり
ました。最も長かったこの聖餐会が終わった後，
自分の生活の中で改善する必要のある部分も 
見つかったのです。そして，天の御父が望んで 
おられる優先順位に従おうと，わたしは改めて
決意したのでした。■
筆者はナイジェリアのラゴスに住んでいます。

ま  た  会  う  日  ま  で

いちばん長かった 
聖
せ い

餐
さ ん

会

オコン・エデト・エフィオング

フ
ォ
ト
イ
ラ
ス
ト
／
レ
ス
・
ニ
ル
ソ
ン



ジョージ・アルバート・スミスは　教
きょう

会
かい

の　わかい　だんせいに　つかえる
ように　さいしょに　めされたときは，  21 才

さい

でした。 ぜんべいボーイスカウトに　
たずさわるようになり，  後

のち

に，  その　はたらきを　みとめられて　ひょうしょう 
されました。 しととして　ほうしする間

あいだ

，  ぜんこくてき，  また　こくさいてきな　
のうぎょうそしきの　しどうしゃを　つとめました。 アイダホしゅう　アイダホ
フォールズしんでんを　ほうけんしました。

イ
ラ
ス
ト
／
ロ
バ
ー
ト
・
T
・
バ
レ
ッ
ト

ジョージ・アルバート・スミス



十二使徒定員会のジェフリー・R・ホランド長老は 
「神の正義と憐

あわ

れみ」という記事の中で， 
アザミの種をまくことを例に挙げて， 
罪のわなにはまっていく人を言い表しています。 

「わずかなアザミの種をまきます。 
すると，たくさんのアザミが生えます。 
それが何年も続くと，アザミの大きな茂みとなって広がります。 
それは切り払わないかぎり，決して取り除けません。」   
どのように悔い改め，憐れみを求めたらいいのかに関する 
助言については，20 ページを参照してください。
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